

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「さあ小悪魔おまえたち。この人間どもに力を見せてやりなさい」




　夢魔姫サキユバスロードハインマリルが指をうち鳴らす。

　カイとリンネとジャンヌ、そして蛮神族エルフのレーレーン、さらに自らも暗色の光に包みこまれていくなかで。

「そんな怖い顔しなくたって、王都ウルザークまで送ってあげるわよ」

　悪魔が怪しく笑えんだ。

「カイ。人間おまえに求めるモノは代償じゃない。もっともっと愉快なもの。いずれわかるわ。きっと驚くはずだから」

　その言葉を最後に。

　カイの姿は、悪魔の墓所を臨む荒野から消え去った。
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　ウルザ連邦、中心部。

　王都ウルザーク──

　冥めい帝ていヴァネッサによって何十年と悪魔の塒ねぐらとなっていた地が、朝焼けに染まっていく。

　王都まわりの瓦が礫れきは取り除かれ、老朽化したビルの修復が始まっている。

　ヒトの都に戻りつつあるのだ。

「……こんな事態でなかったら感動してたかしら」

　茜あかね色いろに染まる王都。

　夜明けとともに建築職人や人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが集まってくる姿に、ジャンヌが独り言のようにそう呟つぶやいた。

「私たちがイオ連邦に向かう前は、まだここも瓦礫だらけだったわ。それがこんなに綺き麗れいになって、道路だって車が通れるように修復されてる」

「むぅ……ワシは異議ありじゃぞ」

「あらどうして？」

「地面が全部コンクリートとやらで覆おおわれておる。これでは植物が生えん」

　着物を羽は織おったエルフが不満そうに腕組み。

　エルフの巫み女こレーレーン。

　人間にたとえるなら見た目は十五、六歳だろう。地につくほど伸ばした髪は鮮やかな青のグラデーションで、その肌は白磁のように白く透明感がある。

「ジャンヌよ。こうして地面を鉱物で覆って自然を枯らすのが人間のやり方か？」

「それは誤解よ。緑がないのは戦争の火で焼けただけ。もともとここは緑の並木道で有名だったんだから」

「ふむ？」

「新しい王都は緑あふれる地に生まれ変わるわ。それは指揮官わたしが約束する。もちろんエルフの森のようにとはいかないけど、今よりずっとマシになるはずよ」

「ほほう。ならば良いのじゃ」

　ころっと上機嫌になるエルフ。

　何百歳という年齢のはずだが、この態度の変わりようは子供のような幼さだ。

「そうとわかればさっそく人類反旗軍レジストの本部とやらに向かおうぞ。……ところでリンネ？　お主ぬしの翼はどうなのじゃ。動かんと言っておったが」

「…………ううん全然だめ」

　声は、すぐ近くから。

　ジャンヌとレーレーンのやりとりを見守るカイの、その後ろから。まだ暗いビルの陰。金髪の少女リンネは弱った表か情おでしきりに背中を気にしていた。

「ねえカイ、やっぱりダメみたい」

「隠せない？」

「うん……」

　あらゆる種族の血が混じったリンネの背には翼がある。

　根元は鴉からすのような濡ぬれ羽ば色いろで、翼の先に進むにつれて雪のように純白に染まったグラデーション。

　天使と悪魔を一つにした「天魔」とでもいうべき翼だ。

　……いつもなら小さくできるはずなんだ。

　……人間の都市に入る時に、他の人間に気づかれないために。

　だができない。

　翼が隠せなくなっているのに気づいたのは、王こ都こに転移した直後のことだ。

「うーん。ねえカイ、わたしの翼どうしてちっちゃくならないのかな」

「ケガはどうなんだ。機き鋼こう種しゆの弾丸で撃たれた傷、まだ治ってないんだろ？」

「ううん、もう痛くないよ」

　リンネが自分の翼をなでてみせる。

　翼の傷は、今からわずか数時間前にできたものだ。ここに転移してくる前の悪魔の墓所で、突如として襲ってきた鋼はがねの怪物がいた。

　──機鋼種。

　正史に存在していない。

　幻獣族の英雄ラースイーエの言葉どおりなら、世界輪りん廻ねの改変が進んだことで生まれた六番目の種族。その機鋼種との戦闘でできた傷で翼が動かなくなったのかと考えたが、どうやら傷のせいではないらしい。

「しばらく様子見か。……でも弱ったな。目の前がもう目的地だっていうのに」

　今の自カ分イたちは、西の連邦から強制的に転移させられた身だ。

　ジャンヌの指揮していたウルザ人類反旗軍レジスト、それに南ユールンのバルムンク指揮官をシュルツ連邦に置き去りにしてしまっている。

「しょうがないの。ワシの法ほう衣えを一枚貸してやるから羽は織おっておくがいい。これなら翼も隠せるじゃろ？」

　渋々ながらもレーレーンが肩をすくめてみせた。

　七なな単ひとえの衣の一枚を脱いでリンネの肩にかけてやる。小柄なレーレーンの衣服だが、袖が地面につくほど生き地じが長いので翼もすっぽりと隠せるサイズだ。

「わっ、いいの？」

「うむ。ただしエルフの至宝じゃから粗末にするでないぞ。布を引っ張ったり汚したりしては──」

「すごーい！　カイ、この布すっごく丈夫だよ。引っ張っても全然平気」

「やめ───いっ!?」

「…………はいはい二人とも、騒ぐのはそこまでにして」

　ジャンヌが手を叩たたいて号令。

　人間の指揮官が、さも当たり前のように他種族の少女たちを仲裁する。カイにしてみれば慣れっこだが、よく考えれば何ともふしぎな光景だ。

「これからウルザ人類反旗軍レジストの本拠地に向かうわ。すぐそこだからレーレーンは注意してちょうだいね」

「慣れっこじゃ。人間は嗅は覚なが鈍いから耳さえ隠せばわからん」

「そう油断し始める頃が一番危ないのよ。とにかく気をつけて、あなたの正体が蛮神族だってわかったら、私の指揮官の立場も危ういの。そうなったら何もかも水の泡よ？」

　ジャンヌが歩きだした。
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　瓦が礫れきこそ取り除かれているが、地面の舗装はいたるところが剥はがれ、ひび割れている。

　廃はい墟きよビルを横切って、朝日を浴びながら延々と進んでいく。

「どのビルも似たり寄ったりじゃの。カイ、どれがウルザ人類反旗軍レジストの拠点じゃ？」

「あのツインタワーだよ。塔が二つに合体したようなのが見えるだろ」

「塔が二つ？」

　カイがまっすぐ指さした建物をじーっと見つめるレーレーン。

「そんなもの無いではないか」

「……言い方が悪かった。あの建物だよ。塔っぽい二本のうち一本は、ここが悪魔に占領された時に壊されたんだ」

　ウルザ政府宮殿。

　朝焼け色にそまった鋼鉄の建物がそびえ立っている。その入り口に立つ四名の傭よう兵へいが、こちらを見るなり目をみひらいた。

「なっ!?」

「ジャンヌ様!?……え……ど、どういうことですか。な、なぜウルザの地に!?　西の連邦で幻獣族と戦っていたはずでは！」

　嬉うれしさよりも疑わしさの方が色濃いのは当然だ。

　西の連邦にいるはずの指揮官が、何の連絡もなく王都に戻ってきたというのを冷静に受けとめられるはずがない。

「アードルフ隊長、デニス、ウッツ、ドミニク上級兵」

　霊光の騎士として──

　日を浴びた指揮官ジャンヌが、その場の四名に声をかけた。懐から指揮官用の通信機を取り出してみせる。

「紛まぎれもなく私だ。本人確認はこれで十分だろう」

「っ」

「皆、心配をかけた」

　ウルザ政府宮殿めがけ声を張り上げる。入り口から百名以上の兵が息を切らせて駆けてくるまで、一分とかからなかった。

「ジャンヌ様!?」

「シュルツ人類反旗軍レジストのミン指揮官より、ジャンヌ様を含む数名の行方ゆくえが途絶えたと……よくぞご無事で！」

　統括隊長、そして幹部が一斉に敬礼。

「ご事情をお聞かせください」

「幻獣族のなかに転移法術を操るものがいた。我々がシュルツ人類反旗軍レジストの本隊から引き剥はがされたかたちだ。西シユルツからも通信があったと？」

「はっ！　昨夜のことです」

「至急、西シユルツに通信を入れたい。ミン指揮官とバルムンク指揮官には私から話す」

「ただちに！」

　地響きを立てる勢いで傭よう兵へいたちが駆け戻っていく。

「ジャンヌ様、こちらは？」

「イオ連邦の学者レーレーン殿だ。蛮神族の生態に通じている。東イオから南ユールンへ向かう時から同行して頂いたが、見てのとおり私と同じく敵の術中に巻き込まれた」

　エルフの巫み女こは黙って頷うなずくだけ。

　怪しまれないためではなく、このぶっきらぼうな表情からカイが察するに、見慣れない敵種族ニンゲンと口をきくのが単純に嫌という心情だろう。

「リンネ、先に部屋を用意してもらって休んでるか？　俺はジャンヌと一緒に通信室に行くつもりだけど」

「ううん平気。翼コレもばれなさそうだし」

　リンネが、気丈に首を横にふってみせる。

「この布すごいよ。引っ張ってもちぎれないの」

「だから引っ張るでない！」

　部下に先導される指揮官ジャンヌを追って、カイは政府宮殿へと歩いていった。
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　政府宮殿二階。

　防音加工された通信室で、幼い少女の声が響きわたった。

『────ジャンヌ指揮官!?　ご、ご無事でしたか！』

「心配をかけたミン殿」

『い、いえ！　ご無事であるならそれが一番です……！　ジャンヌ殿の部下のみなさんも、いま後ろで聴いてほっとしておられます！』

　指揮官ミンストラウム・シュルテン・ビスケッティ。

　ミンの愛称で呼ばれる西の指揮官は、カイよりも幼い少女である。そんな彼女の声が、少しだけ嬉うれしそうに弾んだように思う。

　が、それも束つかの間ま。

『ジャンヌ殿、お、お願いがあります……そちらもただ事ではない状況かと思いますが、すぐに西シユルツへ援軍を！』

「援軍……？」

　通信室のマイクの前で、ジャンヌの眉み間けんにしわが寄った。

　援軍なら既にいる。西シユルツには、ジャンヌが連れてきたウルザ人類反旗軍レジストの部隊がいまも控えているはずなのだ。

　南の連邦からも、バルムンクとその部下が連合軍として出向いている。

「ミン指揮官？　確認になるが、それは追加の兵をという意味か」

『は、はい────』

　少女の声のその後ろで。

　獣のような怒鳴り声が、通信室のスピーカーから飛び込んできた。

『ジャンヌ殿と繋つながっただとっ！』

「うるさっ!?」

「このバカでかい声は、バルムンクとかいう人間か……！」

　部屋の隅っこにいたリンネとレーレーンが、慌てて耳を手で覆おおう。聴覚の優れた二人が悲鳴を上げるほどの声量の持ち主だ。

　ユールン人類反旗軍レジスト、指揮官バルムンク。

『わ、ちょ、ちょっと──』

『無事であったかジャンヌ殿！』

　ミン指揮官のマイクをひったくる気配がして、すぐに男の大声が伝わってきた。

『今どこにいるっ！』

「……嘘うそのような話ですが、ウルザ連邦。その王都です」

『何だと!?』

「幻獣族の英雄ラースイーエの法術に嵌はまりました。飛ばされたのは私とカイとリンネ、レーレーンの四名。そしてバルムンク殿、詳しく話を聞かせてください」

　マイクに顔を近づけるジャンヌ。

　その部下である統括隊長たちが、背後から固唾かたずをのんで見守るなか。

「ミン殿の話です、援軍とは」

『……この拠点が狙われている。西シユルツと北ウルザ、そして我が人類反旗軍レジストの三連合で食いとめているが、事態は予断を許さない』

　獅し子し王おうの異名をもつ男の歯ぎしりが、スピーカーを伝って響きわたる。

『ジャンヌ殿が消えた直後のこと、簡潔に伝えておく』

「お願いします。私も気が気でない状況でした。私たちがウルザに飛ばされてからも、あの場にはラースイーエが残っていたはず」

『そうだ。あの獣人は、ジャンヌ殿が目の前から消えたことにはまるで驚いていなかった。その時点で奴やつの仕し業わざだろうと推測はできたがな』

「……心苦しいことを聞きますが、最終的な連合部隊側の被害は」

『甚大、になりかけた』

「それは」

　どういう意味だ？

　カイとジャンヌが無意識にマイクへと前のめりになり、リンネとレーレーンも気になって身を寄せてくる。

『目の前にはラースイーエ。背後からは幻獣族の群れが地響きを立てて近づいてきていた。花琳フアリンだったか、ジャンヌ殿の護衛と俺とで奴ラースイーエを引きつけて、その間に部下たちは車に乗りこむ。そう命じたが、事態は苦しい状況だった』

「……私も覚えています」

　あの時──

　自カ分イたちは、西の連邦で幻獣族の群れからの逃走中だったのだ。そこに待ち伏せしていたのが幻獣族の英雄だった。

　前後を囲まれ、状況は「詰み」に近かった。




〝怪鳥ジスに亜竜ドレイク二体、疾竜ワイバーンが一体。正体不明の浮遊体が二体。おそらくウロボロスの幼生体かと〟

〝蜥蜴の王バジリスクの大群もやってきています！　数、二十以上！〟




　撤退が間に合わなければ、連合部隊は壊滅していただろう。

　バルムンクが「甚大」という言葉で表現するのも無理はない。しかし彼が「なりかけた」とわざわざ訂正した理由は？

『鋼色のバケモノだ』

「っ」

『俺たちが幻獣族に踏み潰つぶされるその直前に、平原の地面を割って、そこから全身鋼鉄の、まるで機械のような巨大な怪物たちが這はい上がってきた』

「…………カイ」

　押し殺したジャンヌの声。

　横目でこちらを見つめる姿に、カイは無言で頷うなずいてみせた。

　……機き鋼こう種しゆでほぼ間違いない。

　……やっぱりあの一体だけじゃなかったのか。

　そして生息地も恐ろしく広大だ。

　北だけでなく西シユルツまで。まだ他の連邦の地底にも潜んでいるかもしれない。

「バルムンク殿、つまり貴官の前にはその二種族が……？」

『そうだ。これは俺たちにとって最大の屈辱であり、だが幸運でもあった。奴やつら二種族は人間おれたちを脅威と見なさなかった。奴らは人間おれたちなど見向きもせずに、俺たちに背を向けて凄すさまじい激突を開始した』

　怪物たちの衝突──

　かたや、個の強さは最強と目される幻獣族。

　かたや、世界輪りん廻ねによって生まれた「六番目」の機鋼種。

　一体だけでもカイたちが苦戦を強しいられた相手であって、その激突の様子はすさまじいものがあっただろう。

　……互角？　どっちも想像がつかない。

　……幻獣族の群れが負けるのも、機鋼種の群れが負けるのも。

　幻獣族の牙とて機鋼種の装甲にはたやすく刺さるまい。

　だが機鋼種の放つ弾丸も、幻獣族の鱗うろこを突破するのは至難の業わざに違いない。あの二種族がぶつかった果ての光景がまるで想像できないのだ。

「バルムンク殿、その結果は……」

『知るよしもない。奴らの激突で嵐のような砂すな埃ぼこりが巻き起こって何も見えなくなった。俺は、すぐさまその場から撤収すると命を下した。そして無事に本拠地ここに戻ってきたはいいものの、異変が起きたのは昨夜の遅く』

　今が明け方。

　遡ってわずか数時間前のことを指すのだろう。

『幻獣族と鋼はがね色のバケモノに、この地は同時に襲われつつある』

「……両方に!?　それは二種族が手を組んだと！」

『いや違う。誤解させる言い方だったが、この拠点めがけ幻獣族が襲撃を繰り返していて、それ以外の人類特区ヒユーマンシテイが鋼はがね色のバケモノに襲われたと報告があった』

「────」

『事態は深刻だ。総力をあげて本拠地ここを死守するので手一杯。シュルツ連邦に点在する人類特区ヒユーマンシテイに残る民を救出する作戦も大幅に遅れている』

　しばしの沈黙。

　通信室の誰もが見つめるなか、ジャンヌが喉を鳴らした。

「八日間」

　絞りだすような声こわ音ねでもって。

「苦しいでしょうがあと八日耐えてください。ウルザ人類反旗軍レジストの保持する車両ありったけで駆けつけます」

　ざわり、と。

　ジャンヌの背後に控える統括隊長たちが一斉に浮き足立つが、指揮官であるジャンヌは微動だにしない。

『……ジャンヌ殿、厚意を疑うようで悪いが、それは本当に可能か？』

「今から計画します」

『…………』

「明日、同じ時間にこちらから連絡をいたします。そこで打ち合わせを」

『承知した』

　通話が切れる。

　水を打ったように静まりかえる通信室で、ジャンヌが大きく息を吐き出した。

「マキシム統括隊長」

「はっ！」

　壮年の傭よう兵へいが靴音を鳴らして背をただす。

「聞いてのとおりだ。今日から準備に三日。四日後に王都を発たつ。そのうえで四日以内に西の連邦まで走るのは可能だな？」

「……左回りですね」

「そうだ。障害は多いが、私なりに算段はある」

　霊光の騎士が口元を引き締めて。

　そしてカイ、リンネ、レーレーンへと振り返った。

「三人は悪いが待機していてくれ。これから緊急会議をするから……そうだな六時間後に政府宮殿ビルの裏にある車庫で待ち合わせしよう」





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]






　カラン……

　カランカラン、と小石が道を転がっていく。その転がっていく小石を追いかけて、また蹴って遠くへ飛ばす石遊び。

「ねえねえカイ、左回りって何？」

　政府宮殿、裏──

　整備された軍用車が並ぶ敷地で、小石を蹴っていたリンネが振り向いた。

「一週間であの幻獣族の領土まで行くのって、わたしが一人で飛んでも無理だと思うよ。人間の車じゃもっと無理だと思う」

「前と同じルートなら無理さ。だから左回りなんだ」

「？」

「反時計回りってことだよ。俺たちは北ウルザ、東イオ、南ユールン、そして西シユルツっていう順番で四つの連邦を回ってきただろ」

　尖とがった小石を見つけて、カイは地面にしゃがみ込んだ。

　その石の先端で四角い世界地図を描き、大きく時計周りにコースを描いていく。

「でも今回は違う。俺たちは北ウルザから直接に西シユルツへ向かう」

「あ、そっか！」

「ということは東イオは行かんのか……」

　言葉を挟んだのはレーレーンだ。

　こちらはのんびりと車の屋根に寝っ転がりながら。

「久しぶりに故郷ふるさとの森の空気を吸えると思ったのじゃが……」

　蛮神族の領土は、東にある。

　レーレーンの故郷であるエルフの森は、次のルートでは通ることがないだろう。

「じゃがカイ。その道は安全なのか？」

「たぶん危険極まりない」

「むぅ？」

「北ウルザはまだ悪魔の領土だ。人間が取り戻したのは王都だけで、そこから外に出たのなら、アイツらは当然襲ってくるさ。悪魔の墓所でもそうだっただろ？」

　王都以外、人間の多くは今も人類特区ヒユーマンシテイに生きている。

　何十年という地下の生活に慣れきってしまったこともあるが、王都以外の地上を歩くのは危険極まりないという背景があるからだ。

「東イオに来た時はどうやって悪魔どもをやり過ごしたのじゃ？」

「悪魔との交渉だよ。さっきまでいた夢魔姫サキユバスロードだ」

「む……」

「今だから正直に話すけど、人間が蛮神族や聖霊族、幻獣族と戦って潰つぶしあうのは悪魔族にとって都合がいいだろ。だから見逃すっていう交渉だった」

「悪魔らしいの。小こ賢ざかしい真ま似ねをする」

　レーレーンが車の上で跳ね起きた。

「つまりもう一度。今度は西に向かうルートを見逃せと」

「ああ、交渉はいらないと思う。ハインマリルはとっくにその気でいるから」

　王都への転移前──

　夢魔姫サキユバスロードハインマリルは執しつ拗ように幻獣族について訊きいてきた。特に英雄ラースイーエと戦った時のことを事細かに、だ。

「人間オレたちが幻獣族と潰しあうのは悪魔族にとって歓迎だってさ。今ごろハインマリルの奴やつは、他の悪魔にそう伝えてるんじゃないかな」

「……むぅ。好都合ではあるが癪しやくに障さわるの。悪魔族にとってワシらは体ていのいい使い魔同然ではないか」

「俺たちだって得をするさ。蛮神族だって幻獣族を倒すのが目的だろ？」

「……む」

　レーレーンが押し黙る。

　なぜエルフの巫み女こがカイたちについてくるのか。それは復ふく讐しゆうのためである。

　蛮神族の英雄アルフレイヤが、切除器官ラスタライザに襲われて消滅した。それを操っていたのが幻獣族のラースイーエであるからだ。

「……そう言われるとその通りじゃが」

　後ろ頭に手をやって、レーレーンが渋々とその場に座りこんだ。

　幻獣族との戦いが結果として悪魔族への助力となる。それが心の底ではまだ納得しきれてないのだろう。

「まあいい。ワシも今は居候の身じゃからな。それが主ぬしらの決定ならば従うまで。……で、ジャンヌはまだか？　もう昼になるぞ」

　高々と昇った陽ひを指さすレーレーン。

　六時間後の正午、それがジャンヌ自身の指定した集合時間だ。

「ワシらずっと待っておるのに……」

「さっきまで部屋のベッドで熟睡してたじゃん。っていうか俺のベッドでリンネと仲良く」

　ベッドを奪われたカイは寝不足だ。

　一方で、ずっと寝ていたリンネとレーレーンは元気があり余っている。

　待つことしばし──

　統括隊長をつれてジャンヌがやってきたのは、さらにその一時間後のことだ。ただし、ジャンヌの目元はごっそりと窪くぼんで色濃い隈くまができている。

「わっ、ジャンニャってば顔色悪いよっ？」

「うむ。今にも倒れそうじゃな。そうそう自分の身体からだを酷使するでないぞ。寿命が縮む」

「……私だって休みたい」

　大きくため息をつくジャンヌ。

　ぐったりと傾いた肩は、今しがたの会議ですっかり体力を消耗しきった証あかしだろう。

「予想どおり長引いたし苦労した会議だが、頭の固い老幹部たちをどうにか説得できた。四日後に西シユルツへ向けて出発する。幻獣族への再挑戦リベンジだ」

「ワシらは今すぐでも良いのじゃぞ」

「……そうしたいが、焦あせって出向けば私たちが全滅する。慎重に用意しよう」

　ジャンヌがそう口にしたのは。

　後ろの統括隊長に伝えるためだろう。悪魔との戦いに秀ひいでた傭よう兵へいであっても、幻獣族と戦った経験はゼロに違いない。

「グレゴリ統括隊長だ。彼が、四日後に私たちの遠征に同行してくれる。指揮官は私だが、部下のとりまとめは彼の方が手慣れているからな。それで──」

「────緊急っ！」

「誰かいないか、援護を頼む！」

　傭兵たちの叫び声。

　それはビルの正面側から聞こえてきた悲鳴だった。

「警備班か!?」

　政府宮殿の裏から正面へ。

　カイ、リンネ、レーレーン。そしてジャンヌと統括隊長でビル正面へ駆けつける。

「シャルル上級兵、フィルマン上級兵！　どうした何があった!?」

　部下二名を前に、グレゴリ隊長が声を張り上げた。

　玄関前まで、男女二名の傭兵が息を切らせて走ってくる。彼らはその肩で一人の少女を支えていた。

　──小柄な黒髪をした少女。

　人類反旗軍レジストの武装ではなく、人類特区ヒユーマンシテイの住民であろう一般服だ。傷は見当たらないが、ぐったりと疲ひ弊へいしきっている。

「シャルル上級兵、彼女は一般人だな？」

「はっ！　グレゴリ隊長、この娘は『新ネオポートランド』の住民です。この王都まで一人で逃げのびてきた模様です！」

「……逃げてきた？」

　誰よりも先に、カイはそう呟つぶやいていた。

　新ネオポートランドはウルザ連邦にある人類特区ヒユーマンシテイの一つ。カイの知る正史では、この王都から離れた地にある自然豊かな都市と記憶している。

　それが──

「悪魔の軍勢です！」

「新ネオポートランドが、上位悪魔と魔獣の群れに襲われています！」

「……悪魔どもだと!?」

　声を荒らげる統括隊長。

「バカな。冥帝ヴアネツサを失った奴やつらが大っぴらに動きだすとは……いやそもそも、そんなことがあれば本部に連絡がくるはずだ！」

「……乗っ取られました」

　黒髪の少女からの、掠かすれた声。

「新ネオポートランドの人間が……皆、夢魔サキユバスの幻惑系エンチヤントに囚とらわれて……」

「話は後だ。まずは医務室へ、その娘の手当が先だろう」

　政府宮殿を指さすジャンヌ。

「手当をしながら話を聞かせてもらう。皆、ビルの中へ──」

「待ったジャンヌ」

　黒髪の少女へ歩み寄ろうとしたジャンヌを、カイは静かに制した。

「動くな。その黒髪の子に近づかない方がいい」

「カイ？」

「夢魔サキユバスの幻惑系エンチヤントには感染する術がある。相手が上位悪魔だっていうなら、なおさら感染者に触れるのは危険だ。洗脳がうつる可能性がある」

　階上から、カイはその少女をじっと見下ろした。

　襲撃地からの逃走──

　ここまで逃げてきたことが僥ぎよう倖こうだとしても、それが悪魔側からの「動く罠わな」である可能性が捨てきれない。

　……そもそも悪魔の襲撃だって？

　……統括隊長が驚くのも当然だ。この状況で攻めこんでくる理由がない。

　今この場には自カ分イとリンネがいる。冥帝ヴアネツサを倒した二人がウルザ連邦に戻っている以上、悪魔たちも侵攻は躊躇ためらうはずなのだ。

　なのに、こんなに堂々と侵攻してきた？

　それがひっかかる。

「ジャンヌ、ここは俺に判断を任せてほしい。そしてその娘こは、済まないけど階段から上には登ってくるな。かわりに医務室から医師を呼んでくる」

「貴様、それが弱者に向ける言葉か！」

　激げつ昂こうしたのは、少女の肩を支える上級兵だ。

「この娘は新ネオポートランドから必死で逃げのびてきた身だぞ。心身ともに困こん憊ぱいしている。一刻も早く休ませるべきだろう！」

「ジャンヌ様、我々にはこの娘を見捨てることができません。寛大なご措置を！」

　政府宮殿の入り口──

　騒ぎを聞きつけて、ビル内の傭よう兵へいたちも次々と外へと駆けつけてくる。何十人という靴音を背中に浴びながら。

「……カイ」

「ジャンヌ、下がってろ」

　霊光の騎士へとこっそりと耳打ちして。

「俺から上級兵アンタら二人に聞きたいことがある。その子を庇かばう発言は、本当にアンタら自身の言葉か」

「なに。どういう意味だ」

「我々を愚ぐ弄ろうする気か……！」

「その子に触れている以上、アンタたちが幻惑系エンチヤントにかかってる可能性も捨てきれない。俺はそう言ってるんだ」

　政府宮殿は、ウルザ人類反旗軍レジストの本拠地だ。

　そこに幻惑系エンチヤントにかかった者が紛まぎれ込めば、たちまちのうちに幻惑系エンチヤントの大量感染が起きてパニックになるだろう。

　カイが、黒髪の少女と傭兵二人をこの場で押しとどめる理由だ。

　……正史にその記録が残ってる。

　……だけど、俺が気になってるのはそれだけじゃない。

　悪魔の襲撃という報告。

　それ自体に違和感を覚えずにはいられない。

「ずいぶん念入りに香水をつけているんだな。人類特区ヒユーマンシテイから必死で逃げてきたのにしちゃ余裕がある」

　黒髪の少女へ──

　カイが向けたのは亜竜爪ドレイクネイルの切っ先だ。

「ジャンヌ、気づいたか」

「え？……あっ！」

　男装の指揮官がはっと顔を上げる。

　こちらは風下だ。黒髪の少女から香る香水は、ジャンヌが少女だからこそ「当たり前」のものだと違和感に気づかなかったのだろう。

　だが、それこそがカイの疑念の発端だ。

「人間のフリで香水をつけるのは間違っちゃいない。だけど人類特区ヒユーマンシテイから逃げてきたっていうんなら、その選択は不正解だ。人間そっくりに化けても心は人間じゃない。逃げる側の心理を理解してなかったな」

「────」

「お前がその夢魔サキユバスなんだろ？」

　香水がたった一つの失態。

　では香水を使わないのが正解かといえば、それも「不正解」だ。

　カイの後ろにはリンネとレーレーン。香水で体臭を消していなければ、嗅きゆう覚かくに優れた二人が真っ先に正体を看破していただろう。

　……どのみち香水は必要だった。

　……リンネとレーレーンへの対策のためにだ。

　そこで新たな疑問がわく。

　悪魔は、なぜ蛮神族エルフと混血種リンネがいることを知りえたのか。夢魔姫サキユバスロードハインマリルから聞かされる以外に可能性はない。

「お前だろ、ハインマリル」

「……あはっ」

　黒髪の少女が嗤わらった。

　服の背面を突き破り、漆しつ黒こくの翼が大きく広がる。

「あははははっ！　お上手ね、よくできました！」

　その全身から噴きだす黒の瘴しよう気き──

　霧じみた煙のなかで、黒髪の少女だったモノが夢魔サキユバスへと姿を変えていく。

　少女のような美び貌ぼうの悪魔へ。

　色素の薄い蒼あお髪に黄金色の瞳。細身ながらも妖艶グラマラスな肉体を惜しげもなく晒さらし、耳にはイアリング。

「あー面白かった」

　ひとしきり嬌きよう笑しようをあげ終えた夢魔姫サキユバスロードの足下には、地に倒れた上級兵二人。

　幻惑系エンチヤントがかかっていた者の典型的な症状だ。

　極度の精神疲労によって意識を失って倒れこむ。その根源である夢魔姫サキユバスロードは、倒れた人間などもはや見向きもしていない。

「あらら？　ヴァネッサお姉様の城が、もうすっかり人間たちの拠点になっちゃって」

　階上を見上げる夢魔サキユバス。

　政府宮殿のビルと、そして駆けつけてきた傭よう兵へいたちを舐なめるように見回した。

　次の獲物は誰にしよう──

　そんな眼光にあてられて、銃を構えた兵士たちが小さく悲鳴を上げた。

「悪魔の侵入っ!?」

「群れを呼ぶ気か！　隊長、発砲許可を！」

　銃を構えた警備班十名。

　銃口を、その豊満な肉体めがけて突きつける。

「撃──」

「待て隊長」

　ジャンヌの手が、統括隊長の狙った銃口を遮った。

「撃つな」

「ジャンヌ様!?」

「……何の真ま似ねだ」

　明確な怒りを滲にじませ、王都に侵入してきた悪魔を見下ろすジャンヌ。これが夢魔姫サキユバスロードハインマリル以外なら、迷わず発砲を許可していたに違いない。

　そうしないのは──

　この悪魔が、冥めい帝ていに次ぐ英雄級のバケモノであるがゆえだ。

　人間を誘う豊満な体つきと怪しい微笑など、残虐な本性を隠すための仮面でしかない。この怪物と戦えば王都は再び焦土と化すだろう。

「王都は人間のもの。そこに悪魔おまえが立ち入るのは──」

「そんな堅苦しいこと言わないでよ？　ちょっと遊びに来ただけじゃない」
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　階下で、夢魔姫サキユバスロードが愛らしく片目をウィンクしてみせる。

「そんな空とぼけた真ま似ねはどうでもいい。ジャンヌの言うとおり、どういうつもりだ？　ここに悪魔は立ち入らない。その決まりだったはず」

　一段、また一段。

　階段を下りながら、カイは眼下のハインマリルを凝視した。

　なぜここに──

　夜明け前、悪魔の墓所にいた自分たちを転移させた張本人である。その点では無縁どころか、むしろカイたちは恩を与えられた側になる。

　ただし、この侵入はまったく別問題。

　明らかな「領土侵犯」だ。

「……この王都ウルザークで悪魔が人間を脅かす。その意味がわかってるのか？」

「そんな怖い顔しなくても、この傭兵ニンゲンちはちょっと首筋を撫なでただけ。それでアッサリ落ちちゃうのは、私のせいじゃなくて傭兵こいつらの気力が弱いだけよ」

「もう一つ。新ネオポートランドの件だ」

「あら？　お前、もう薄々わかってるって顔してるわよ？」

　ニヤリと、ハインマリルが艶つややかな唇をつりあげた。

「襲ってないわ。さっきの襲撃報告がウソ。そもそも私、人間の隠れ家なんて知らないし。幻惑系エンチヤントをかけた傭兵こいつらが勝手にそう喋しやべってくれただけ」

「……要するに、ここに近づく理由作りか」

　カイの違和感のとおりだ。

　悪魔が今ここで人類特区ヒユーマンシテイを襲うメリットがない。ハインマリルが傭よう兵へい二人を誘惑して、政府宮殿に入り込むためのウソをでっちあげた。

「ジャンヌ、念のため裏をとれるか？」

「数分でできる。統括隊長──」

　隣の統括隊長へとジャンヌが耳打ち。

　隊長が走って行った先は政府宮殿ビル内、その通信室だろう。新ネオポートランドの駐在兵に確認すればすぐにわかることだ。

「で？　ハインマリル、改めて何のつもりだ」

「んー。そんな大したものじゃないわ。思いつき？」

　夢魔姫サキユバスロードが視線を上げた。

　目の前にそびえ立つ政府宮殿のビルを仰ぐように観察して。

「ホントはこんな建物もう興味ないけど、お前がいるうちに侵入して驚かそうかなって。いつ正体がバレるかなってドキドキじゃない？」

「俺が？　だとしたら大迷惑だ」

「そういう反応が見たかったのよ」

　クスクスと笑えむ悪魔の少女。

「で、そのついでに聞こうと思ったの。これが二つ目」

「……何を？」

「西に行くって言ってたじゃない。いつ行くの？」

　華きや奢しやな腕で西を指さす夢魔姫サキユバスロード。

　銃を構えた傭よう兵へいたちの視線がそこに集中する。

「……数日後だ」

「もっと詳しく。どこの道を通るのかしら？」

「これから決める。けど俺たちへの監視が目的なら答えられない」

「あら、それは誤解よ」

　ハインマリルが楽しそうに微笑ほほえみ返す。

　その愉快げなまなざしが、カイの後ろに立つリンネとレーレーンに向けられた。

「力を貸してあげるって言わなかったかしら」

「？　それはもう話が済んだはずだ。俺たちの遠征を邪魔しないって──」

　そこまで言いかけて。

　カイは、夢魔姫サキユバスロードが滲にじませる笑みの理由にようやく至った。

「……まさか。それは『西に向かう人類反旗軍オレたちを邪魔しない』こととは別の意味で、力を貸すって言ってるのか？」

「大正解。それを伝えに来たのよ」

　夢魔姫サキユバスロードの舐なめるような視線が、再びカイへ。

「幻獣族を潰つぶすのは好都合だもん。私がとっておきの精鋭を用意してあげる。だから西に一緒に行きましょ？」

「なんじゃと？」

　沈黙していたエルフの巫み女こが、我慢しきれず吐き捨てた。

「幻獣族を葬るのに今が潮時と踏んでついてくる気か？　調子がいいにも程がある！」

「ふふ」

「む、何がおかしい」

「貧相な体型のくせに口は立派なのね。胸の養分がすべて口にいっちゃったのかしら」

「胸が真っ平らで何が悪い!?」

「あはは。おバカな種族をからかって満足したし、これくらいにしようかしら。これ以上いると傭兵ニンゲンたち片っ端から誘惑したくなっちゃうもん」

　漆しつ黒こくの翼が羽ばたいた。

　小石がカラカラと音を立てて転がるほどの風が生まれ、夢魔姫サキユバスロードの身体からだがゆっくりと空へと浮かんでいく。

　それを見上げる人カ間イたちを、楽しそうに見下ろして。

「じゃあね。またすぐに会いましょ」

　パンッ、と空気が弾はじける音。

　黒い霧を宙に残して、夢魔姫サキユバスロードは溶けるように姿を消した。

「…………消えた？」

「ジャンヌ様！」

　統括隊長グレゴリが、ビルから現れたのはそのすぐ後だった。

「新ネオポートランドに駐在する分隊と連絡が取れました。人類特区ヒユーマンシテイは無事です。冥めい帝ていを撃破して以来、一度も悪魔の姿は見ていないとのことでした」

「その分隊側の通信兵が幻惑系エンチヤントにかかっている可能性は？」

「考えにくいと判断します」

　統括隊長の手には、三枚の写真。

「新ネオポートランドの現地写真です。通信室、人類反旗軍レジスト分隊の拠点、人類特区ヒユーマンシテイの街並み、どれもまったく損傷ありません」

「……つまり夢魔姫アレの一人芝居か。本当に迷惑極まりないな」

　ジャンヌが重いため息。

　だがそれ以上に深刻な面持ちの者もいる。今の会話を後ろで聞いていた傭よう兵へいたちだ。

「ジャンヌ様、恐れ入ります」

「何だ」

「あの……今の悪魔が残した言葉は本当でしょうか……」

　まだ十代であろう新兵がおずおずと口にする。

「我々の遠征は幻獣族を討つためのもの。そこに悪魔族が乗りこんでくると、自分たちにはそう聞こえました」

「おそらくその通りだ」

「っ！　ど、どうなさるおつもりですか!?」

「……頭痛のタネが一つ増えたな。少し考える時間をくれないか」

　霊光の騎士がゆっくりと首を横に振ってみせる。

　そして。

「カイ、どう思う？」

　その囁ささやきを聞きとれた者はカイ本人、そして聴覚に優れたリンネとレーレーンの三人だけだろう。

「悪魔やつらは、聖霊族や蛮神族とはワケが違うぞ」

「……俺もそう思ってる」

　幻獣族を討つために他種族が「乗ってくる」ことは、もう珍しくない。

　この場の蛮神族レーレーンが格好の例である。南のバルムンク指揮官についている六リク元ゲン鏡キヨウ光コにいたっては聖霊族の英雄だ。

　だが悪魔族は？

「アイツらにとって人間おれたちは憎い敵のはずだしな」

　冥めい帝ていヴァネッサを倒して王都ウルザークを奪い返されたことの恨みがある。悪魔族は、人間に対して明確な怒りをまだ覚えているはず。

　ついてくる──

　それが聖霊族や蛮神族とまったく同じ意味合いとは思えない。幻獣族を討つフリをした、人間への刺客の可能性が捨てきれないからだ。

　……夢魔姫サキユバスロードハインマリル。

　……何の悪だくみだ。間違ってもただの思いつきじゃないんだろ。

　だからこその警戒だ。

　西シユルツへの再出発で悪魔がついてくるという提案は、カイとしても素直に受け止められるものではない。

「ジャンヌ様、まもなく次の会議時間です」

「わかっている」

　ジャンヌが身をひるがえした。

「カイ、悪いが今日は身動きとれそうにない。リンネとレーレーンの二人を頼む」

「ああ…………っと、そうだジャンヌ」

　歩きだそうとする指揮官を呼び止めた。

「車、借りてもいいかな」

「どこかへ？」

「あと数日はここに留とどまるんだろ。その間に見ておきたい場所があるんだ」
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　陽ひが、落ちていく。

　まぶしいほどに強かった日ひ射ざしがわずかに緩み、空が夕日に染まるまであと一、二時間といったところだろう。

「ねー、カイ。ここどこ？　悪魔の臭いがそこらへんに漂ってるよ」

「なんじゃこの廃はい墟きよ。ここも人間の都か？」

　廃ビルを見まわすリンネとレーレーン。

　ふしぎそうな顔でついてくる二人を手招きして、カイは、雑草の生い茂る舗装路を先へと進んでいった。

　魔獣に踏み砕かれたアスファルト。

　並木があった場所には巨大なクレーターができていて、ビルの窓ガラスは跡形もなく割れ砕けている。さながら終末の世界のような光景だ。

「カイ、あの建物って何？　ずいぶん大きいよ」

「……主要駅ターミナルだよ。今はもう動いてないけど、車より何倍も大きな列車っていう乗り物が出入りする基地があったんだ」

「ふぅん？」

「第九主要駅ターミナル。世界輪りん廻ねが起きる前に俺がいた場所だよ」

　もう見る影もないが。

　ここには交差点があったのだ。カイが正史で見た最後の光景────




〝世界の『上書き』を実行する──〟




　ジャンヌと買い物途中で歩いていた交差点。

　目の前のすべてが空の黒点へと吸い込まれていった。そして気づけば、自カ分イはたった一人でここに立っていた。

「その世界輪廻とやら、ワシも主ぬしから聞きはしたが……」

　亀裂の走った道をのんびりと歩いてくるエルフの巫み女こ。

「何度聞いてもよくわからんの。主がウソをつく性分でないのは理解したつもりじゃが、五種族大戦が人間の勝利で終わったという時点で腑ふに落ちんし。しかもそれがひっくり返ったというのもわからん」

「ジャンヌも同じことを言ってたよ」

　人間でさえ──

　幼なじみの少女だったジャンヌさえ半信半疑なのだ。他種族のエルフが素直に聞き入れられるわけがない。

「いい機会じゃから突きつめて聞いておくかの。そもそもじゃ、その世界輪廻とやらは、誰がどのように起こしたものじゃ？　何のために？」

「先に言っておくけど、質問の後半は俺もサッパリだよ」

「前のは見当がついておると？」

「誰が起こしたのかってのはラースイーエが言ってた。レーレーンも聞いてただろ」




〝大だい始し祖そが運命をいじくった〟

〝お前も探していたんだろう、この世界輪廻を招いた元凶を〟




「大だい始し祖そ……とかいう輩やからか？」

「俺もわかってるのは名前だけだ。大始祖ってのがどんな奴やつで、何を目的にどんな方法で世界輪りん廻ねを引き起こしたのかまるでわからない。レーレーンは？　蛮神族は人間よりずっと長生きだろ」

「そんな怪しい奴らがいればとっくに総攻撃をしかけておる」

「そりゃそうか」

　ラースイーエの言葉を借りるなら。

　──大始祖は、歴史の裏側にひそむ支配者たち。

　蛮神族さえ正体を知らない。

　もちろんカイもだ。人類庇ひ護ご庁に残された五種族大戦の記録はほぼ全て頭に入っているが、大始祖という存在に思い当たるものがいない。

「リンネも知らないって言ってたよな」

「うん。わたしも聞いたことないよ」

　壊れたビル群を見上げるリンネ。

「わたしが覚えてるのは、まだ五種族大戦をしてた時だから。でもわたし……冥帝ヴアネツサと戦う時までずっと一人だったし、全然そういうの詳しくないの」

「そっか」

「……ごめんね。全然役に立てなくて」

「いや。リンネのその『知らない』っていうだけでも貴重な証言だよ」

　世界輪廻は正史で起きた。

　ならば「大始祖が運命をいじくった」というのも正史の出来事のはずなのだ。つまり、大始祖は正史に存在していた。

　その手がかりが正史の預言者シド。

　……シドは、世界輪廻が起きることを予期してた。

　……その世界輪廻が大始祖の仕し業わざなら、シドは大始祖を知ってたはずなんだ。

　だが。

　この世界に預言者シドはいない。

「カイ、わたしたち、結局あのラースイーエとかいうのと戦うの？」

「俺はそのつもりでいるよ。あと機き鋼こう種しゆも、こっちが望まなくても向こうが襲ってくるのなら相手になる」

　この世界の人類反旗軍レジストに協力する──

　そう決めた時点で、まず[image: ]皇ラースイーエを倒すという目的は変わっていない。

「西が襲撃されているんだし、まずは幻獣族との戦いに集中しよう。大始祖のことは……結局、まだ何もわからずじまいだし」

「うむ。ワシも主天アルフレイヤ様の敵かたき討うちが目的じゃからの。まずは幻獣族じゃ」

　エルフが振り返った。

　太陽が沈んでいく西の方角へ──

「次こそ、奴ラースイーエの喉元に食らいついてくれる」
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　しんと静まりかえる王都ウルザーク。

　長らく悪魔に支配されていたこの地では、深夜に吠ほえるのは野犬ではなく大型の魔獣。それが去った今、虫の音ねだけがわずかに響く。

「……ふぅ」

　ウルザ政府宮殿、五階──

　明かりのついた司令官執務室で、ジャンヌは疲労のたまった吐息をついた。円卓の中心に腰掛けて、奥歯を噛かみしめた。

　……やはり花琳フアリンじゃなきゃダメね。

　……彼女ならこんな状況でも顔色一つ変えないはずなのに。

「ジャンヌ様！」

「は、早くお逃げください！」

「落ちつけ」

　怯おびえながらに銃を構える部下二人を強めに諭し、再び、大きくため息をついた。

「私は忙しい。西シユルツに向かうにあたり、留る守すを任せる幹部たちへの引き継ぎ作業で手一杯だ。そんな矢先に何の用だ？」

「見てのとおりよ」

「……人間に化けるのが趣味になったか、悪魔」

「練習って大事だと思わない？」

　執務室の中央──

　天井の明かりに照らされて、そこには鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪をした少女が立っていた。外見こそ人間そっくりだが、それは悪魔が身を変えたものであるとジャンヌは知っている。

　夢魔姫サキユバスロードハインマリル。

　昼間は一般人の服で変装していたが、今度はウルザ人類反旗軍レジストの戦闘衣。この悪魔は、傭兵に化けてここまで入ってきたのだ。

「幻惑系エンチヤントの応用で姿を変えてるのよ。これで人間を騙だませるか試したかったの」

「昼間、カイに見破られたのが気に障さわったか？」

「ええ。だからもっと本格的にね。香水の量もそうだけど、服も変えることにした」

「……服は、私の部下から奪ったものだな」

「怖い顔しないでよ。このビルの外でちょっと眠ってもらってるわ。だからお前たち、そんな怯おびえないで？」

　人類反旗軍レジストの傭よう兵へいに化けた夢魔姫サキユバスロードが、ジャンヌの脇に構える部下へウィンク。

　そして歩を進める。

　部屋の中央から、奥にたたずむ指揮官の方へ。

「貴様っ！」

「ち、近づくな！」

　夢魔姫サキユバスロードは足を止めない。

　椅子に座ったままのジャンヌの眼前。この悪魔の手が触れるほどの距離へ。

「この距離──」

　悪魔が手を伸ばす。

　紫色の爪が、ジャンヌのまとう鎧よろいの表面に触れる。じゅっ、と音を立てて鎧の表面がわずかに溶けていくのを愉快そうに見下ろして。

「人間の香水で体臭は消した。服を着ればお前の部下そっくりでしょうね。だからきっとこの距離まで近づける」

「っ」

　息をのんだ。

　いま理解した。夢魔姫サキユバスロードが何を狙っているのかを。

「わかったかしら？」

「……幻獣族への奇襲か」

「ご名答。これが[image: ]皇ラースイーエであれば理想だけど、別に他でも構わない」

　目立たぬ人類反旗軍レジストの一兵の姿で──

　その正体は英雄級の悪魔。それも何百人という兵に紛まぎれれば、[image: ]皇ラースイーエといえど察するのは不可能に違いない。

「幻獣族を討つために悪魔も動く。その悪魔というのはお前自身か」

「────」

　黒髪の少女のつり上げる唇の端、わずかに覗のぞく細い牙。

「そう命令されているの。言わなかったかしら？」

「……誰に？」

「いずれわかるわ。それが人間にとって吉報とは限らないけど」

　そして夢魔姫サキユバスロードは背を向けた。

「楽しい旅になるといいわね。あ、だから今のうちに私の分の服を用意してちょうだい。この服、サイズがぴったりでも夢魔わたしには胸がキツいわ」





[image: ]








　　　　１






　ウルザ連邦、西の森林地帯──

　蒼そう穹きゆうにうかぶ雲は薄く、風に流されてさらに平らになっていく。地平線へと目をやれば、緑の雲海とも呼べるような深い森林が広がっている。

　そのはずだった。

「なんだあの森、木々の葉がどれも黒い……木の病気か？」

「悪魔やつらの森じゃな。なんじゃカイ、主ぬしが知らんとは意外じゃの」

　車内──

　幹線道路ハイウエイをいく軍用車の後部座席で、レーレーンが呟つぶやいた。

「悪魔どもの瘴しよう気きが付着してああなっていく。あの染まり方はおそらく何十年という感じじゃな」

「……俺も本物を見るのは初めてだよ。あんなに黒いのか」

「おそらく魔獣の巣じゃな。悪魔どもはあんな森の中には棲すまんし、むしろ人間のような建造物を好む。それは主らの方が詳しいじゃろ」

「……なるほどね」

　冥めい帝ていヴァネッサが王都ウルザークを蹂じゆう躙りんした後、みずからの塒ねぐらに選んだものが他ならぬウルザ政府宮殿だった。

「木の世代交代が進む時期。あと三百年か四百年もすれば、あの森の木はみずから瘴気を放出する黒樹に変わり果てるじゃろうな」

「……そうなると？」

「どうもせんよ。それが森の選んだことじゃ」

　カイの予想に反し。

　そう語るエルフの巫み女この口ぶりは、涼しげだった。

「エルフの森もそう。共存という形ではあるが、蛮神族に都合のいい木々の種を植えて育ててきた結果がアレじゃ。あの森もそう。悪魔と魔獣にとって住み心地のよい森になる。それで木が死滅するわけではない」

「ちょっと予想外だな」

「む？」

「てっきり悪魔の森なんて気にくわないって言うかと。敵種族の森だし」

「森を構成する植生が変わるのは、ごく自然のことであろう？　悪魔の瘴しよう気きで森が砂漠に変わるというのであれば話は別じゃが、そうではない」

「じゃあ、あの黒い森も構わないんだ？」

「森そのものは否定せん。ただ単純に問題があるとすれば、あの森にわんさか魔獣が棲すみつき始めるということじゃな」

　一転、レーレーンの言葉が吐き捨てるように雑になった。

　ルームミラーで後ろを一いち瞥べつ。そこに映っている巨大な獣を見て、エルフの巫み女こが苦々しく舌打ちしてみせる。

「リンネ、様子はどうじゃ」

「……んーん。さっきと変わんない。ずっとジャンニャの車の隣を走ってる」

「気を抜くでないぞ。あんなデカブツが後ろから迫ってきたら、こんな小さな車なぞ踏み潰つぶされてしまう」

　犀さいを思わせる外見の怪物『ジャバウォック』。

　巨大な法力をもつ悪魔だが、むしろその獣に似た姿から魔獣と呼ばれることの方が多い。それが地響きをたてて、ウルザ人類反旗軍レジストの車のすぐ隣を併走しているのだ。

「ジャンヌは生きた心地がしないだろうな……俺もだけど……」

　先頭を走るのがカイの運転する車。

　その後ろにさらに五台。ジャンヌを含め二十人の傭よう兵へいが乗っているが、魔獣ジャバウォックが併走しているのは指揮官ジャンヌの車なのだ。

　もしも──

　車がスリップして横にハンドルを切るか、あるいは魔獣がわずかでも寄りそってくれば両者は衝突するに違いない。

　いや、むしろ車が一方的に潰される。

「人間おれたちの後ろを走るのは舐なめられてるみたいで嫌。かといって前を走れば使いっ走りみたいで嫌。だから横がいいだって？」

　このウソつきめ。わざわざ併走するのは人間を脅かしたいからだろう──というのが人類側の心情である。

「──俺カイだ。先頭車より報告」

　通信機を手にとって。

「前方は変わりない。森には魔獣が棲んでいるようだが、出てくる様子も今のところ見当たらない。継続して走行する」

『承知した』

　指揮官ジャンヌの声。

「ジャンヌ、一つ聞きたいけど」

『私たちの横を走っている魔獣の様子か？　真横を走られるのはもう慣れた。むしろこのデカい図ずう体たいより獣臭が厄介だな。走行中でなければトランクを開けてガスマスクを着用したいくらいだ』

「……それは災難。ところでアイツは」

『さあ？　変わらず魔獣の背に乗ってるはずだが』

　まさにその会話の矢先──

　カイたちの乗る軍用車の屋根がズンッ、と大きく悲鳴を上げた。

「上っ!?　まさか……リンネ、レーレーン、上を見張れ！」

　運転席から天窓サンルーフをスライドして全開へ。

　真っ青な空がまず目に映って──

「あら、私のためにわざわざ開けてくれたの？」

　クスクスと笑えむ怪しい唇。

　逆光ながらもあまりに目立つ胸の双丘を見せつける肢体が、有無を言わさずカイの目に飛びこんできた。

「…………」

「あら、何か言いたげな表情？」

「人の車に飛び乗ってくるなら、せめて一声かけてからにしてくれ。天窓サンルーフが壊れたら直すのが大変だ」

「言ったって風鳴りで聞こえないでしょ？」

「こっちには蛮神族エルフとリンネがいる。耳の良さは折り紙付きだ」

「ああ、そうだったわね」

　幹線道路ハイウエイを走り続ける車の天窓サンルーフから、車内のこちらをじーっと見まわす悪魔の少女。

　後部座席にはリンネとレーレーン。そして夢魔姫サキユバスロードが狙いを定めたのは空っぽのままの助手席だった。

「いい場所みーっけ」

「あっ!?　ちょっとこの悪魔、何してるのよ！」

　しまった──

　そんな呆あつ気けにとられた表情でリンネが叫んだ時にはもう遅い。カイの隣の座席へと悪魔は颯さつ爽そうと滑りこんできた。

「カイの隣はわたしの席なの！」

「お前は後ろに座ってるじゃない？」

「そ……それは、後部座席こつちが広くて伸び伸びできるからちょっと離れてただけ！」

「私は狭くても気にしないわ」

　隣の席で──

　ハンドルを握るカイの腕に、ゆっくりと夢魔姫サキユバスロードがしなやかな両腕を絡ませてきた。こちらの肌に吸いつくように念入りに、妖よう艶えんに。

　さらに胸をあてるように身をよせてきて。

「狭い方がくっつくのは便利よ。ねえ人間？」

「シートベルトしろ」

「…………」

　カイの頬ほおに触れかけた悪魔の手が、止まった。

「いつ急ブレーキをかけるかわからない。この幹線道路ハイウエイを突き破って機き鋼こう種しゆが這はい上がってきたら大変だ」

「つまんないの」

　大きくため息をつくハインマリル。

「そして『ごちゃ混ぜ』。お前、手を離しなさい」

「……カイに触らないで」

「だから手を引っ込めようとしてるのよ。お前のバカ力がそれを妨害してるんでしょ」

　リンネの手が、夢魔姫サキユバスロードの手首を締め上げていた。

　無言のまま両の視線が激しくぶつかりあって、先に退ひいたのはリンネだった。自由になったハインマリルもおとなしく助手席へ。

　……わかっちゃいたけどリンネらしいな。

　……英雄級の悪魔と睨にらめっこして物もの怖おじしないのも、頼もしいし。

　そして推測できた。

　両者の強さはほぼ拮きつ抗こう。そうでなければ、悪魔の気性からして夢魔姫サキユバスロードは力ずくでリンネを蹂じゆう躙りんしていたに違いない。

　それを躊ちゆう躇ちよする程度には厄介だと、互いが互いを警戒している。

「レーレーンは平気か？」

「何がじゃ。こんな小悪魔ごとき、エルフの巫み女こたるワシが恐れる道理はない！」

「まあ小悪魔っていうか英雄級だけど……」

「それでもじゃ」

　蛮神族の矜持プライドだろう。

　敵種族の前で、むしろ普段よりさらに堂々とした態度でエルフが腕組み。

「こんな半裸の悪魔、頭の悪さが見え見えじゃ」

「身体からだが貧相なエルフは言うことも貧相ねぇ」

「胸が平らでなにが悪いっ!?」

「……あーわかったわかった。レーレーンも静かにな」

　車のなかで睨めっこする三人の少女たち。

　カイ以外すべて異種族という、なんとも異様な光景である。

「ふぅん？　気分転換に乗ってみたけど──」

　助手席で膝ひざを組むハインマリル。

「車これ、見晴らし悪いわね。外の音ほとんど聞こえないじゃない」

「今すぐ魔獣の背に戻ってくれても俺は構わない」

「つれないわねホント。隣にこんな魅力的な夢魔サキユバスがいるのに。まあいいわ、誘惑はまたじっくりやるとして……」

　悪魔の少女が手を伸ばす。

　その指先が、運転席に置いてあったカイの通信機をあっという間につかみ取った。

「あ、おい!?」

「人間はこれで会話するんでしょ。奴隷も持ってたから知ってるわ」

　王都ウルザークの人間は奴隷化されていた。

　冥めい帝ていヴァネッサという最強の夢魔サキユバスが何千人という人間を洗脳し、支配下に置いていたからだ。

「……悪魔が、機械の使い方を習得したのか？」

「これ便利ね。法力を使わないから蛮神族とか聖霊族に察知されないし」

　通信機を楽しげに触る悪魔。

　カイが目をみはるほどに、その手つきは熟練されている。

「自分で造る気はないけど、人間が造った機械を利用するのは楽しいわ。興味津しん々しんよ」

「何をする気だ？」

「────はーい。聞こえるかしら」

　現状、カイの通信機で会話可能なのは人類反旗軍レジストのみ。

　繋つながった先は。

『ハインマリル!?』

「いま車にいるの。カイの隣で機械を借りてるんだけど」

『……それで？』

「ちょっとだけ方向転換してほしいのよ」

『なに！』

「あ、そんな怖い声ださないで。これでも私、お前たちのために言ってるんだから」

　運転を続けるカイを横目に。

　夢魔姫サキユバスロードの爪が、悪魔の森を臨む幹線道路ハイウエイを指さした。

「もうすぐ先に魔獣の巣があるわ。三つくらい点在して広がってる」

『…………』

「魔獣には二種類いる。聞き分けのいい子とそうでない子」

『この先にいるのは』

「もちろん後者よ。縄張り意識が強いから、人間の車を見た瞬間に襲ってくるでしょうね。嫌なら今すぐ方向転換なさい。西の国境につけばいいんだから、道路をまっすぐ走る必要はないでしょう？」

　道なき道へ。

　この荒れ果てた大地は、車のタイヤを容赦なくすり減らすことだろう。無事に通過できても間違いなくタイヤの寿命は縮む。

　それでも突き進めと悪魔は言ってきているのだ。

『……わかった。魔獣の巣を回避する。全車両、聞いてのとおりだ』

　霊光の騎士が、通話の先で苦々しくそう応じた。

『カイ、悪いが先頭車としてこのまま頼めるだろうか』

「安全運転で走るさ」

　ハンドルを急旋回。

　アスファルトの舗装路から、ひび割れた堅い大地へ。高速回転するタイヤが小石を勢いよく宙に跳ね上げる。

「わわっ、カイ！　もっと丁寧に運転せいっ！」

「丁寧に運転してる。丁寧じゃないのは地面の方だ」

　気を抜けばハンドルを持っていかれる。

　地面に突き出した大岩を目で避よけつつも、カイは隣に座る夢魔姫サキユバスロードを盗み見た。

　車に慣れている。平然と脚を組む姿は、リンネやレーレーンが初めて乗車した時の慌てぶりとは大違いだ。

　……ますます正史の記録から外れてる。

　……悪魔が人間の機械を難なく使いこなすなんてのも、記録になかった。

　これも世界輪りん廻ねの影響？

　六番目の『機き鋼こう種しゆ』だけではなく、五種族も正史から外れた変化を遂げつつあるのかもしれない。

「さあねえ。私はいつだって気まぐれよ。悪魔はみんな気まぐれ」

　通信機を手のひらで転がすように弄いじるハインマリル。

「賢い選択肢なんていくらでも思いつく。でもソレだけじゃ満足できないの。もっとも、私がその気になれば──」

　後ろに振り向いて。

「そこの蛮神族と雑種まざりものよりよっぽど知性的だけど」

「なんじゃと!?　話の通じぬ野蛮な種族筆頭のくせに生意気な！」

「そうよ！　悪魔なんてすぐ癇かん癪しやくおこして法術撃ってくるくせに！」

　……いや。レーレーンも最初は「人間なんかと話ができるか」って言ってたじゃん。

　……リンネなんか、助けてやった俺を攻撃してきたし。

　相手のこと言える立場だっけ？

　そんな内心をぐっと呑のみこむカイの隣で。

「あ、忘れてたわ」

　カイが反応する間もなく、悪魔の少女が勢いよくドアを開けた。

　猛スピードで走行中にだ。

「おい!?　危な──」

「去れ」

　大気をふるわせる咆ほう吼こう。

　すぐ横を併走していた魔獣ジャバウォックが、天に向かって一鳴き。堅い地面をえぐる勢いで逆走を始めたではないか。

「お供は要いらないってことか？」

「もうすぐ魔獣あのこの縄張りを越えちゃうだけよ。人間だって王とか貴族とかいうのが領土を決めてるじゃない」

「初耳だな。悪魔も種族ごとに領土があるのか」

　だが納得できる節もある。

　悪魔とはいえ、たとえば身体からだの小さな小悪魔インプの住処すみかに魔獣の巨体は入れまい。蛮神族も、エルフは森。天使は空と棲すみわけができていた。

「えー……」

　嫌そうな声で反応したのはリンネだ。

「ってことはまた別の悪魔の縄張りなの？」

「この私に聞いてる？　答えてあげる義理はないけど、答えは当然そうよ。この車を見たら集まってくるかも」

「勘弁してほしいな」

　夢魔姫サキユバスロードがいる以上襲ってくることは無いだろうが、悪魔の大群に囲まれるのは決して良い気分にはならないだろう。

「古代魔デーモンは好奇心旺盛よ。襲うなとは命じておいたけど集まるなとは言ってない。動いている人間の車なんて珍しいし、気になってやってくるんじゃないかしら」

「……見物は好きにしろ。それ以上は勘弁だ」

「そうなるよう祈ることね」

　が──

　どれだけ進んでも、悪魔の群れが人類反旗軍レジストの前に現れる気配はなかった。

「ふむ、現れぬぞ？」

「ちょっとそこの夢魔サキユバス、わたしたちに嘘うそついた？」

「…………変ねぇ。どういう事かしら」

　ハインマリルが立ち上がった。

　走行中にもかかわらず再び車のドアを開けて、上体を車の外へ。

「この夢魔姫サキユバスロードたる私がやって来てやってるのに？　一体も出迎えなしはちょっと考えにくいのだけど？」

　その呟つぶやきにピタリと重なるタイミング。

　道なき道で。




　銃声がこだました。




「っ、なんだ!?」

　この荒野で？　誰が誰を狙って？

　そんなカイの疑問は、夢魔姫サキユバスロードが血を流してのけぞる姿によって吹き飛んだ。

　出血？　重傷か？

　何一つ確かめる間もなく、カイはただただ吠ほえた。

「ハインマリル！」

　既視感。

　ジャンヌの鎧よろいが撃たれた光景と、リンネが翼を打ちぬかれた光景が頭をよぎる。

　機き鋼こう種しゆ──

　あの機械生命体は、体内に銃の構造が組み込まれた怪物だ。

「奴やつらか！」

　片手でハンドルを懸命に制御しつつ、必死に手を伸ばす。カイが咄とつ嗟さに掴つかんだのはぎりぎりで車に留とどまっていた夢魔姫サキユバスロードの肩だった。

「襲撃だ！」

　膝ひざ上うえの通信機に向かって怒鳴る。

　ジャンヌからの返事を待つ余裕はなく、ただただ一方的にカイは言葉を続けた。

「機鋼種だ！　車を止めたら狙い撃ちされる、このまま走り抜けろ！」

　吹き上がる土砂。

　車のルートを塞ふさぐかたちで土煙が上がり、その地中から鈍にび色いろの巨体が這はい上がってくるのが確かに見えた。

「ハインマリル、意識はあるか!?」

「…………」

　肩を掴んだままの夢魔姫サキユバスロード。

　上半身をのけぞらせて車から落下しそうになる彼女を、全力で車内に引き戻そうと力をこめて──

　そんなカイの手が、他ならぬ悪魔によって払いのけられた。

「っ!?」

「────調子にのるなよ愚物がっっ！」

　悪魔が吼ほえた。

　額から血を流す夢魔姫サキユバスロードの唇に、殺さつ戮りくの嬌きよう笑しようが浮かび上がって。

「──鋼はがねごときが、我を屠ほふるなど千年早い！」

　車から飛びだす悪魔。

　真っ黒い血が流れる額を左手で押さえながら、その右手に、煉れん獄ごくを思わせる紅ぐ蓮れんの輝きが宿るのをカイは見た。

「一切塵ちりと化せ！」

　爆風。

　そして地面がめくれ上がった。

　今まさに機き鋼こう種しゆが浮上しようとしていた先が土砂ごと消し飛んで、何百万という火の粉が宙そらを真っ赤に染め上げる。

「まずい!?　炎がワシらまで迫ってきよるぞ……リンネ！」

「ちょ、ちょっともう。何するのよ夢魔サキユバス！」

　車から飛びだしたリンネが、両手を虚空に向かって突き出した。膨れ上がる爆炎が見えざる法力ちからに押されて遮断。

　カイたちの車を焼き焦がす寸前で、炎が消えていく。

「あら？」

「あらじゃないわよ夢魔サキユバス、アンタなにするの！　あと少しでわたしたちまで──」

「逃げられちゃったかしら。車を止めなさい」

　急停車。

　炎から離れて止まる六台の軍用車。そこから銃を構えた傭よう兵へいたちが次々と飛びだして、そして夢魔姫サキユバスロードの傷を見て小さく悲鳴を上げた。

　その奥から走ってきたジャンヌも、同じく悪魔の額を見て顔をしかめる。

「傷は頭部か……？」

「ん？　ぜんぜん平気よ、そろそろ襲ってくる頃かなって思ってたし。私の瘴しよう気きを貫通したのは腹が立ったけど」

　ハインマリルが投げてよこしたのは鋼鉄の破片だ。

　カイの掌てのひらで、受けとめた破片がボロボロと崩れていく。

　ハインマリルを狙った弾丸が、瘴気に触れた時点で既に激しく劣化していたのだろう。ゆえに夢魔姫サキユバスロードの傷も、せいぜい小石がぶつかった程度。

　……負傷の具合は問題じゃなくて。

　……瘴しよう気きで防御してもなお傷を受けたことを屈辱に感じた、ってわけか。

「それで機き鋼こう種しゆは」

「逃がしちゃった。見ればわかるでしょ」

　あたりを覗うかがう指揮官ジヤンヌと、その横で雑に言い返すハインマリル。

「術の発動の直前に地面に潜ったのが見えたのよねぇ。地盤ごと引っぺがしてバラバラにしようと思ったけど」

「……モグラのように潜ったと？」

「あの鋼はがねたち、水を泳ぐみたいに土のなかを潜れるみたいねぇ。今ごろ地平線の先まで逃げてるんじゃないかしら」

　夢魔姫サキユバスロードの想定を超えた速度だったのだ。

　地下に潜る速度がとてつもなく早く、間一髪で法術の直撃を免れた。

「……ちっ」

　悪魔の少女が額から手を離す。

　弾丸を受けたはずの傷は見事に塞ふさがっている。わずかな弾痕が残っているが、それも間もなく消えるだろう。

「あーあ。顔に傷だなんて五十年ぶりくらいかしら」

「ハインマリル、お前さっき配下が見当たらないって言ったな。ここら一帯を縄張りにしてる古代魔デーモンが現れないって。それ……」

「うーん？　困ったわねぇ。あんなよそ者に領土を奪われてほしくないんだけど」

　唇に手をあてて考えるそぶりの夢魔姫サキユバスロード。

「ねえ人間。今のアイツ、地平線のどっかに現れてないかしら。こんな大勢いるんだから、それくらい役に立ちなさい」

「捜索中だ。私の部下があたりを見回っている」

　口早に応じるジャンヌ。

　悪魔の墓所で襲ってきた執念を考えるなら、機鋼種が完全に逃走したとは考えにくい。地下に潜ったのは夢魔姫サキユバスロードの法術を避けるため。また地上に浮上してくると覚悟した方がいいだろう。

　……ハインマリル自身が誰より警戒してる。

　……直接口には出さないけど、機鋼種をそれほど強力な敵と認めてる。

　カイは亜竜爪ドレイクネイルを身構えて。

　両隣にいるリンネとレーレーンも、先から一言も発していないのは機鋼種の反撃を察知するために神経を研とぎ澄ませているからだ。

　しかし──

　どれだけ待っても、地に潜った機き鋼こう種しゆが現れることはなかった。

「リンネ、主ぬしは嗅きゆう覚かくがきくじゃろ。臭いは？」

「ううん全然。地面から音も聞こえない」

「ワシもじゃ。まったく近づいてくる気配もないの」

　レーレーンが地面に膝ひざをつく。

　耳を地に近づけて音を探っているのだろうが、エルフの聴覚をもっても疑わしい気配はないらしい。

「ふむ。ワシらを警戒したか、はたまた仲間を呼び寄せにいったか……」

「は？　お前みたいな貧相な胸のどこを警戒するの？」

「貴様────────っ!?」

　夢魔姫サキユバスロードとエルフが睨にらみあい。

　そこへ。

「ジャンヌ様！」

　周囲を歩いて調査に向かっていた傭よう兵へい五人が帰還。その最後尾にいた兵士が両手で巨大な袋を抱えていた。

「機鋼種アイツの残骸か？」

「い、いえ……」

　縛っていた袋の口を開ける傭兵。

　真っ逆さまにした袋から滑り落ちたのは、鋼鉄の破片ではなかった。

「我々が発見したのはコレです」

　ふわり、と。

　地に落ちたのは一枚の羽根だった。

　──カイの身長を上回る大きさの、黄金色の羽根。

　なんだ？

　この巨大すぎる羽根は？

　言葉を忘れてソレを見つめてしまったのはカイだけではない。指揮官ジャンヌと二十人の部下も、皆、唖あ然ぜんとして動けなかった。

「羽根じゃな。どう考えても」

　地面に落ちた羽根を撫なでるレーレーン。

「幻獣族？　しかしこんな派手な羽根をもつ個体をワシは知らんぞ」

「……俺も同感だ」

　エルフの巫み女この隣に屈かがみこみ、カイも黄金色の羽根に指先で触れてみた。

　硬い。

　表面こそ絹のように滑らかだが、羽根を構成する毛の繊維が恐ろしく硬いのだ。銃弾でさえ弾はじき返すのではと思うほど。

　……羽根がこの大きさ？

　……だったら本体はどんだけデカいんだ。幻獣族並だぞこいつは。

　胸の奥がチリチリと焦げるような胸騒ぎ。

　機き鋼こう種しゆだけではない。

　まだ何かとてつもない怪物が、このすぐ近くにいる。誰もがそう感じていることだろう。

「諸君、すぐに再出発しよう。ただし──」

　ジャンヌが空を仰ぎ見る。

　真っ青な空に何も映っていないことを念入りに確かめて。

「敵は地面から現れるとは限らない。天窓サンルーフを常に開放だ、空の警戒も怠るな！」

　傭よう兵へいたちが身をひるがえす。

　地に落ちた羽根を回収する者はいない。車内のトランクは積み荷で一杯だ。余計なものを積む余裕などない。

「カイ、ワシらも出発じゃな？」

「ああ。この羽根、できれば回収して調べたいけど仕方ないな」

　亜竜爪ドレイクネイルを引っさげて背を向ける。

「リンネ、ハインマリルも行くぞ」

「はーい！」

「……残念、せっかく疼うずいてきたのにもうお終しまい？」

　負傷しておきながら、悪魔の少女は戦いの中断を悔やむように肩を落としていた。

「滾たぎるだけでお終いなんて。私、焦じらすのは好きだけど焦らされるのは不愉快よ」

「お終いどころか」

　運転席に乗りこみ、カイが手にしたのは連邦の地図だ。

「俺たちは北ウルザの国境さえ越えてない。何もかもここからだ」

　既に予定の幹線道路ハイウエイを大きく外れている。割りだした現在地も憶測に過ぎず、ここからは道なき道を行くしかない。

「ハインマリル、この先もしばらく古代魔デーモンの縄張りか？」

「どうかしらねぇ、さっきの様子じゃその縄張りも荒らされてるみたいだし。お前たちの地図も古いんだから適当に進んじゃえば？」

「適当に進むにしろ最善はつくす。一パーセントでも安全なルートを選択したい」

「人間ってマジメねぇ。……あ、でも。そういえば」

「なんだ」

　ハインマリルの表情に浮かぶ不敵な笑えみ。

「ちょうど人間おまえに確かめたいことがあるの、昔、古代魔デーモンたちが発見した場所があるのよね。アレは何かしら」

「……何のことだ？」

「アレは人間が造ったものかしら？　あんな意味不明なものを、悪魔わたしたちに秘密で造った理由に興味があったの」

　豊かな胸の谷間を見せつけるように、悪魔の少女が大きく身を乗り出した。

　漆しつ黒こくの爪で指さす先──

　カイの手にした地図の、それは北ウルザと西シユルツの国境ぎりぎりにある一点だった。

「国境のすぐ目の前よ。案内してあげる」
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　ウンディーネの涙──

　はるか霊峰の雪解け水が、やがて大陸西部へと向かう大河となる。この荒野を数時間も走り続ければ、その自然国境へとたどり着くだろう。

　それを目前に。

　今、ウルザ人類反旗軍レジストは車を止め、目の前の景観を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「なんだここは……」

　部下を率いたジャンヌの呟つぶやきは、誰に向けたものでもない。他ならぬ彼女自身の心境がこぼれ落ちたものだろう。

「……まるで楽園じゃないか」

　ひび割れた荒野のど真ん中に、その空間は存在した。

　裸足はだしで駆けていきたくなるような緑の芝しば生ふ。

　みずみずしい葉の生い茂る大樹には、色とりどりの果実が実っている。そこには小鳥の群れが集まり、花々には蝶ちようが留まっている。

　生物の争いが存在しない──

　なんと静せい謐ひつで穏やかな場所だろう。

「すごーい。ねえねえカイ、この実すごく甘い匂いがするよ」

「待つのじゃリンネ。ここはあの夢魔姫サキユバスロードが連れてきた場所じゃ。甘い匂いがしているがこの果実も猛毒かもしれぬ。迂う闊かつに手に取っては──」

「おいしいっ」

「ワシの話を聞けっ!?……む。じゃが確かに、これは中々の果実じゃの」

　赤い実を囓かじるリンネとレーレーン。

　リンゴに似ているがそれよりもずっと水分量が多く、甘い匂いに誘われて傭よう兵へいたちも羨ましそうに果実を見上げている。

「空気も埃ほこり臭くないし、寝っ転がるだけで心地よい。気に入った！　ジャンヌよ、今日はここで泊まるのじゃ！」

「ここで？　だがそれは予定と違う……」

「夜通し走って国境に着けば夜になる。夜中に幻獣族に見つかって追いかけられるより、ここで朝を待つのが賢明じゃろう？」

「わたしも賛成ー」

　緑の絨じゆう毯たんに寝っ転がるリンネとレーレーン。

　そんな二人をやれやれと見下ろして、ジャンヌが隣の側近に目配せ。

「グレゴリ統括隊長」

「はっ」

「君はどう思う？　我々はここで一晩休むべきだろうか」

「最重視すべきは西シユルツの状況です。我々が車に搭載する小型通信機では西シユルツと連絡が取れません。電波が繋つながるとすれば西シユルツの国境を越えてからです」

　参謀としてごくごく模範的な回答だ。

　カイたちの差し迫っている目的は、一刻も早く西の連邦に戻ってバルムンク指揮官たちと合流すること。

「一刻も早く国境を越えるのが大原則だな？」

「はい。ですがまだ二日の猶予があります。ジャンヌ様が提示された八日間は、あの場で咄とつ嗟さに考えられたものながら絶妙の日程でした」

　三日で人員選抜と準備。

　四日目の朝に王都ウルザークを発たった。

　それが一昨日おとといのこと。

「ここで夜を明かしても時間はあります。国境を越えるのが明日で、明後日あさつてに西シユルツの連合と合流するというのは無理なスケジュールではありません。ただし、この場の安全確認が終わるまでお待ちいただきたい」

　緑の聖域──

　まるで砂漠のオアシスのように、無味乾燥な荒野にぽつんと用意された心地よい空間。老練な傭よう兵へいはこれが罠わなである可能性に気づいたのだ。

「部下たちの探索が終わるまでお待ちください。そもそもこの場は悪魔が指定した地です。いったい何があるのか」

「あらぁ？　そんなに私が信用できない？」

　ばさっ、と。

　後ろから抱きついた妖よう艶えんな悪魔が、豊満な胸をその背に押しつけた。広げた両の翼で、グレゴリ統括隊長を包みこんで逃がさない。

「隊長！」

「っ！　は、離せ!?」

「大正解。悪魔の言うことなんて信じちゃダメ。それは好いい心がけね」

「──ハインマリル！」

「おお怖っ。そんな心配しないでも、私はこの人間に触れてるだけじゃない。大丈夫よぉ、夢魔サキユバスって生気を吸うにはちゃんと手順があるんだから。まだ平気」

　細腕にとてつもない力をこめて、悪魔が統括隊長に抱きついて離れない。

　ジャンヌの目の前で。

　その光景は、悪魔が人質を捕らえたに等しい。

「悪魔わたしの言うことを信じない。それは正しいわ。でもね、そんな端はなっから敵対心丸出しの目で睨にらんできたら、私だって不機嫌になると思わない？」

「……ぐっ？」

　統括隊長が顔を歪ゆがめた。

　夢魔サキユバスに抱きつかれている寒気と、そしてその指摘の鋭さゆえに。

「お前たちをここに誘って一網打尽にする気だと？　バカね、そんなつもりなら最初から空から王都を砲撃してる」

「…………」

「悪魔わたしの罠はない。わかった？」

「……わかった」

　青ざめる隊長に代わって、ジャンヌがため息で応じてみせた。

「もういいハインマリル。ここが悪魔の罠ではないと信用する。統括隊長そのにんげんよりも指揮官わたしの言葉の方が望みだろう？」

「わかってくれて嬉うれしいわぁ」

　悪魔の少女が満面の笑顔。

　ぱっと隊長を放したきり、早くも興味を失ったのか見向きもしない。

「ああでも、私は何もしないけど機き鋼こう種しゆが潜んでるかもしれないわ。怖がるならソッチを警戒なさい？──それはさておき、ええとタイ」

「カイだ」

「ああそうだったわ。人間の名前って覚えるの面倒ね。こっちいらっしゃい」

　夢魔姫サキユバスロードが手招き。

「さっきの人間、抱だき心地ごこち最悪ね。優しく受けとめてくれる人間はいないかしら？」

「────」

「あ、無視する気？」

「どうせこの奥に何かあるんだろ。俺を茶ちや化かすより案内してくれ、なにしろお前と違ってこっちは初めての場所なんだ」

「…………」

「何だ？」

　じっとこちらを見つめる悪魔の少女。

　無言は怒りの表れ？　そうではない。この夢魔姫サキユバスロードは、まるで面白いものを見つけたかのように目を爛らん々らんと輝かせていた。

「お前、変わり者ね。話し慣れてる」

「ん？」

「人間に話しかけるみたいに私に返事を返すのね」

「……そうかな。意識はしてない。他種族と話すのがもう慣れっこだからだよ」

「知ってるわよ。その無自覚さが話し慣れてるって言ったの。お前は本当に変な人間ね。こんな────」

　混血種リンネと蛮神族レーレーン。

　カイの後ろをついてくる少女たちを見やって、悪魔の少女が、珍しくも言葉に詰まったかのように微苦笑してみせた。

　理解できない。そう言いたげに肩をすくめて。




　──こんなに他種族を引き連れて、お前は世界の王にでもなるつもり？




　その言葉が──

　夢魔姫サキユバスロードの声が届いたのは、カイとその後ろにいる二人だけだったことだろう。

「……………………」

「どうしたの、そんな呆ほうけた表情。お前にしては珍しいじゃない」

「なんて返事すればいいかわからなかった」

　答えに困ったあげく頭上を見上げた。

「……世界の王、か」

　この夢魔姫サキユバスロードには自分の素こ性とをまだ話していない。冥めい帝ていヴァネッサを倒した人間という程度しか知らないはずなのだ。

　世界の王──

　なんと皮肉あふれる、これ以上ないと思えるほどの虚飾の称号だろう。

「ハインマリル」

「なに？」

「俺はこの世界の人間じゃない。俺のことを誰も覚えてなくて、人類反旗軍レジストにだって最初は不審者扱いされたよ。だから王も何もないさ」

「え？」

　今度はハインマリルがぽかんと惚ほうける番だった。

　しかしすぐに表情を引き締めて、怪け訝げんそうに目を細めてみせる。

「そんな意味不明なことを言って、私への挑発のつもり？　私、他種族をバカにするのは好きだけどバカにされるのは大嫌いよ」

「ならジャンヌに聞いてみろ。バカにしてるわけじゃない」

「…………」

「詳しく聞きたかったら明日の移動中にでも話してやる。それより、ここはお前が連れてきた場所だろ。案内くらいしてくれ」

「……焦じらすのね。まあいいわ、私が来たいって言った場所だし」

　小高い木々に囲まれた緑の楽園──

　その奥へ、ハインマリルが勝手知ったる顔で進んでいく。

　……だけどこんな場所がウルザ連邦にあったか？

　……正史でも聞いたことがないぞ。

　この別史の世界で生まれた地？　だとしても、これほど周りの大地が荒れているなかで、瑞みず々みずしい緑の楽園が存在することは驚きだ。

「ここを発見したのは古代魔デーモンなのに、悪魔はいないのか？」

「こんな森モドキに興味はないわ。さっきも言ったでしょ、私が気になってるのは人間が造ったあの建物よ」

「建物？」

「扉のないビル。悪魔わたしに細かいことはわかんないわ」

　実のなる木々の連なる先へ──

　小鳥のさえずりを聴きながら果樹園のような林を越える。ぱっと視界が拓ひらけた先には、緑の苔こけに覆おおわれた石の建物がそびえ立っていた。

「えっ!?」

　リンネの声が裏返った。

「え……な、なんでこれ!?　ねえ真っ平らエルフ、どうなってるの」

「ワシの台詞せりふじゃ」

　エルフの巫み女こがこくんと喉を鳴らす。

「……まさか。エルフの森にあった遺跡がここにあるというのか……！」

　未解析神造遺跡メガリス。

　大岩をブロック状に加工して造られた巨岩遺跡。

　墓所と同じく古いにしえからあるとされているが、誰が造ったのか定かでない。だが少なくとも、これが何のための遺跡であるかカイは知っている。




〝私は、五種族大戦が終わった世界の存在です〟

〝アスラソラカ。人間あなたたちから、未来を見通す「祈いのり神がみ」と呼ばれていました〟




「……預言神の遺跡!?」

　北の連邦にもあったのか。

　人類反旗軍レジストの誰も知らなかった。悪魔に支配された領土だからこそ、もう何百年と人間に知られずひっそりと佇たたずんでいたのだろう。

　……エルフの森の未解析神造遺跡メガリスは、祈いのり子ごアスラソラカの神殿だった。

　……ならここは？　別の預言神？

　この世界の「シド」たる傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラルは、祈子以外にも預言神がいることを仄ほのめかしていたが。

「で、どうなのよ。人間ならわかるでしょ？」

「ハインマリル、この遺跡のことは俺たちもわからない。俺が言えるのは、同じ物がイオ連邦にもあったってことだけだ」

　似ている。

　だが同一の物かと問われるとカイにも自信がない。

「正直、俺が知りたいよ」

「でもこんな酔狂、造るのは人間か蛮神族だけでしょう。エルフ、お前は？」

「蛮神族ワシらはこんな石など使わんよ」

　苔に覆われた巨岩に触れるエルフの巫女。

「しかし人間に造れるとも思えん。見てみよ夢魔サキユバス、この遺跡には石の継ぎ目がない。こんなデカい石を加工するのはドワーフでも骨が折れる。人間には不可能じゃ」

「じゃあコレは何だと言うの」

「……遺跡のようじゃが扉がないの」

「で？　だから？」

「いや、じゃからその……ええと……つまり……」

「わからない？」

「………………まあ、そういう表現をすることもあるの」

「はー。使えないエルフ」

　豊かな胸を押し上げて、夢魔姫サキユバスロードが蔑さげすみのまなざしへ。

「頭も胸も空っぽなんて、お前はいったい何の役に立つのかしらねぇ」

「頭も胸もあるじゃろ──────！」

「というわけで、だから私は気になってたの。これは何なのかって」

　視線がこちらへ。

「人間の造った要塞じゃないのね？　悪魔わたしたちに刃向かうための悪知恵ではないと？　それなら構わないわ」

「もういいのか？」

「ええ。人間の要塞だっていうのなら壊してやろうと思ったけど、そうでないなら石の塊なんかに興味ないもん」

　ハインマリルがそっぽを向いてしまう。

　対して──

　目の前の遺跡を食い入るように見つめるのがレーレーン。そしてリンネも遺跡の外壁に耳をあてている。

「リンネ、何か聞こえるか？」

「ううん全然。もしかしたらって思ったけど、これ普通の石だよ。大きな石っころ」

　そこへ。

　オアシスの奥を探索していた兵たちの、足音が。

「ジャンヌ様、探索終わりました。この一帯、やはり小規模の水場と思われます。あの奥に湧き水のある泉を見つけました」

「……敵地に乗りこむ前の、最後の憩いだな」

　ジャンヌが周囲の兵たちに目配せ。

「諸君、ここを野営地とする。車両の点検を終えた班から休憩だ！」
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　小さな楽園オアシス──

　緑の園が黒に染まる刻とき。昼間は枝に留まっていた小鳥も姿を隠し、掠かすれるほど小さい虫の音ねだけが伝わってくる。

「本当に穏やかな場所だな。夜になっても獣一匹出てこない。……あ、そうそうリンネ、俺の荷物から乾いた布とってくれ」

「はーい。これでいい？」

「それは俺のシャツだよ!?　銃を磨く布だってば！」

　カイは亜竜爪ドレイクネイルを整備中で、リンネがその手伝いという名の妨害作業中。

　そして隣からはエルフの楽しげな鼻歌が。

「ふふん、ふふーん。コレとコレを混ぜて薄めて、ちょいとコイツも混ぜてみるかの」

「レーレーンさ、どんどん悪臭が強くなってるけど」

「良薬、鼻に苦しじゃ。効き目の強い霊薬ほど匂いも強い」

　フラスコに似た容器を振りまわすレーレーン。

　レモンを絞ったような濁った色の液体が入っているのだが、カイの見ている前で白い煙が立ち上っている。

「ただし効き目が強すぎて、人間が飲んだら気を失うがの」

「だめじゃん!?」

「安心せい。ちゃんと薄めて人ヌ間シに合うよう調整する予定じゃ。そうじゃの、三十倍から五十倍くらいに希釈するか」

「ずいぶん調整の幅が大きいのが不安だな……」

「誤差の範囲じゃ。いいから見ておくがいい」

　草の上に座ったままレーレーンは微動だにしない。

　カイからすれば不安極まりない返事なのだが、そのまなざしは真剣そのものだ。

「主ぬしが負傷した時じゃったか。あの時にもエルフの霊薬を与えたことがあったが、今回のはそんな傷薬とはワケが違う。歴れつきとした戦闘薬が欲しいとな？」

「ああ。エルフの肉体強化薬がいい」

「……まったく。世界広しといえど、エルフの霊薬をそんな堂々とよこせと言う人間は、主が初めてじゃろうな」

　フラスコを地面に置いて、レーレーンが苦笑い。

「幻獣族のバカげた巨体に抗あらがうため。もっと言えば、あの幻獣族のラースイーエとの再戦に備えてという理由はわかるが……」

「やっぱり難しい？」

「切り札にはならん。正直、無いよりマシくらいに思っておいた方が無難じゃぞ」

「それで十分だよ」

　ここ数日、カイが脳裏で仮想戦闘シミユレーシヨンを繰り返しているのが幻獣族の英雄ラースイーエだ。

　西シユルツへ着くまであと二日。

　それまでに対抗手段が必要となる。

　……ラースイーエは赤獅子マンテイコアだった。

　……それも突然変異体シンギユラリテイ。自然が生んだ「超戦闘向き」の生物と思って間違いない。

　戦車の砲撃でさえ傷一つつかなかった。

　通じたのは世界座標の[image: ]コードホルダーのみ。

　だが最初の戦闘で、カイは世界座標の[image: ]コードホルダーによる奇襲を使ってしまった。同じ手段で挑んでも二度目は警戒されるだろう。

　次は、正攻法でぶつかるための策がいる。

「一撃でいいんだ。アイツの攻撃をかわして、俺が一回反撃できればいい」

「ふむ。まあその程度が関の山じゃな」

　エルフの巫み女こが、作りかけの霊薬をじっと見つめる。

　と。

「ねえカイ、カイってばぁ。いつまで私を待たせるの？」

　悪魔の少女が声を響かせた。

　野営のテントからハインマリルが顔を覗のぞかせて、怪しげに手招き。

「人間は夜に寝るものでしょう？　そして寝るといえば夢魔サキユバスの私の出番よね。おいで、優しく添い寝してあげるわぁ」

　匂い立つような甘い猫なで声。

「さあ──」

「言っておくけど、お前のテントはそこじゃないぞハインマリル」

「あら？　ここがお前のテントでしょ？」

　一足先にテントに潜り込んでいた夢魔姫サキユバスロードが、ぱちくりと瞬まばたき。そんな悪魔に向かってはっきりとカイは指さししてやった。

「お前のテントは、その隣」

「っていうと」

「リンネとレーレーンとお前で一つのテントだから」

「…………」

　しばしの沈黙。

　その後に。

「ちょっとまてぇぇぇぇぇぇいっ!?」

「いやだよおおおおおおっっ！」

「冗談じゃないわ─────っ」

　混血種リンネと蛮神族レーレーンと悪魔ハインマリルの声が、夜空に轟とどろいた。

　ひとしきりの悲鳴の後に、真っ先に二の句を継いだのはレーレーンだ。霊薬入りのフラスコを放りだして勢いよく立ち上がる。

「なぜじゃ、ワシが夢魔サキユバスと一緒のテントで寝ろじゃと!?」

「わたしカイと一緒のテントがいい！」

「私だって！　こんな雑種たちと一緒よりカイと一緒がいいに決まってるわ。ヴァネッサお姉様を倒した人間と同じテントで一晩……ああ、なんて刺激的な夜になりそうなのって思ってたのに！」

　見張りの兵たちが振り向くほどの大声だ。

　特にハインマリルの怒声によからぬものを感じたのか、思わず銃を構える兵士も。

「あー……静かにみんな。他のテントはみんな寝てるんだから」

　さてどう宥なだめよう。

　人間ではない少女たちに囲まれながら、カイは慎重に言葉を続けた。

「三人とも生物学的には雌だ。仲良くな」

「異種族じゃ！　悪魔と一緒のテントで寝られるわけなかろう！」

「わたしはそれより、カイがいない方に文句があるの！」

「私はカイと二人きりでいいわ。他はいらない、楽しい夜の邪魔なだけよ」

　ダメだった。

　焼け石に水どころか、逆に三人を焚たきつけてしまったらしい。

　……って。何で俺が当然みたいにハインマリルの面倒みてるんだっけ。

　……リンネとレーレーンだけでも大変なのに。

　この二人はそもそも「人間に扮ふんした他種族」だ。レーレーンはエルフの耳を隠せば何とかなるが、リンネは背中の翼が隠せない状態にある。

　今のカイは、リンネの正体を人類反旗軍レジストに隠すだけで手一杯なのに。

「ねえカイ、わたし知ってるよ！　夢魔サキユバスは人間に近づいて生気を奪うんだよ。一緒に寝たら危険なの！」

「いいじゃないちょっとだけなら」

　夢魔姫サキユバスロードは、悪びれるどころか怪しげな視線をますます強めて。

「ねえいいでしょカイ。私これが楽しみでついてきたのよねぇ。一緒のテントで楽しく夜を過ごしましょ？」

「変な幻惑系エンチヤントをつけられるのはゴメンだ」

「あ、ちょっと!?」

　悪魔の少女を無視して芝に座りこむ。

　テントで寝るくらいなら外で寝っ転がっていた方が安全だ。特に夢魔姫サキユバスロードが何を企たくらむかわからない。

「……もう。この私が誘ってあげてるのに、断るなんて無礼な人間だわ」

「どこかにいくつもりか？」

「水浴びよ。ずっと人間だらけだもん。臭いが染みついたら悪魔の沽こ券けんに関わるわ」

　人間の臭いを洗い流す。

　悪魔なりの禊みそぎだろう。思えばリンネやレーレーンも、まだ人間になれていなかった頃には水浴びを積極的にしたがっていた気もする。

「それとも、やっぱり私の裸が見たくなっちゃった？　ついてくる？」

「俺のかわりにレーレーンが行くってさ」

「言っとらん!?」

「仕方ないだろ。夢魔姫こいつ一人でどこかに行かせるのはまだダメだ」

「……むぅ。しょうがないの。ちょうど薬の調合も一段落ついたし、ワシも休憩ついでに汗を流してくるか」

　背中の翼が隠せないリンネは、万が一にでも裸を見られるわけにはいかない。

　一緒に水浴びするにしてもレーレーンしか適役がいないのだ。

「やれやれ。悪魔と同じ泉で水浴びとは……同胞たちに絶対知られたくないの……」

「エルフと水浴びですって？　こんな真っ平らな身体からだを見たって嬉うれしくないのよねぇ」

「ワシの台詞せりふじゃ。貴様の淫みだらな肌を見ていると怖おぞ気けが走る」

　悪態をつきながら歩いていくエルフと夢魔姫サキユバスロード。

「やれやれ。これでしばらく静かになるな」

「わーい！　カイと二人きりだね！　わたしカイの隣で寝る！」

「ってそれもダメだから」

　子猫のように飛びついてくるリンネを押しとどめる。

　そこに、草を踏みわける微かすかな足音。入れ違いのタイミングで、後方から歩いてきたのは甲かつ冑ちゆうを着た指揮官だった。

「あ、ジャンニャどうしたの？」

「どうしたも何も、こっちで騒いでる声がするから駆けつけてきたのよ。あの悪魔が騒がしいと部下が心配するわ」

　この場にいるのはカイとリンネの二人きり。

　肝心の夢魔姫サキユバスロードとエルフの姿がないことに、ジャンヌも早々に気づいたらしい。

「アイツは？」

「水浴び。レーレーンが見張りだ」

「レーレーンで平気かしら。カイが見張ってなくていいの？」

「……俺がついていくのは問題しかないだろ」

　夢魔サキユバスだけあってハインマリルの外見はとびきりの美少女だ。人間を誘惑するために生まれたような艶なまめかしい肉体で、それを見せつけてくるからタチが悪い。

「ジャンヌが見張る？」

「嫌よ。あんなものを堂々と見せられたら……敗北感が……」

「？」

「そ、それはどうでもいいわ。騒ぎの原因もわかったから私は部下のところへ──」




『お待ちなさいジャンヌ』

『この機はとても好いい。そうは思いませんか？』




　安らぎの声。

　響きわたる慈愛の声が、ざわざわと足下の草を波立たせた。忘れもしない。この、頭に直接こだまするような不思議な声は──

「っ」

　リンネがびくっと身を震わせる。

　その理由にカイが思い当たるより先、木々の奥で、ズンッと何かが崩落したかのような鈍い音が伝わってきた。

「今の声は……！」

　ジャンヌが振り向いたのは音の方向だ。

　慎重な足取りで木々の奥へと向かっていく。その後ろに続くのがカイ……だが。

「リンネ？」

「────」

　リンネが無言で手を握ってきていた。

　上目遣いで、何かを言いたげにじっとこちらを見上げてくる。

「どうした？」

「……胸がざわざわするの。今の声、あの、ええと……」

「預言神だろ。俺もアイツの声を思い出した」

　祈いのり子ごアスラソラカと名乗った女神だ。

　正史のシドに世界座標の[image: ]コードホルダーを授けたという逸話からも、その存在が超越的なものであることは疑いあるまい。

「カイ、リンネ」

　木々の間からジャンヌが手招き。

　苔こけむした石の未解析神造遺跡メガリス──継ぎ目一つなかったはずの遺跡の正面に、ヒト一人が通れるほどの空洞ができているではないか。

　……隠し通路？　こんな目の前に堂々と隠されてたのか？

　……昼間なんか誰も気づかなかったのに。

　人間はもちろん悪魔やエルフさえ気づけない、超技術。まさに未解析神造遺跡メガリスと呼ばれる遺跡そのものだ。

「……ここを私たちに進めと」

「ジャンヌ待った。行くなら俺が先頭だ、ジャンヌは二番手を頼む」

　石の通路。

　カイが墓所の内部かと錯覚するほど、この遺跡は墓所と似ている。

　巨岩を加工して一メートル四方の立方体に切り出して、それを積み重ねた造り。

　暗く、そして細い石の道。

　その先には、この世ならぬ幻想的な「青」に彩られた祈りの間があった。




　青の大聖堂サンクチユアリ。




　天井から足下にいたるまで、真っ青なガラス板で構成された礼拝堂。

「エルフの森のと同じ……？」

『私に至るこの聖域は、世界のあらゆる場所に偏在する。そう言ったでしょう』

　奥の壁と同化した台座──

　頭からローブを羽は織おった人間の女性像。高さは目測で十メートル以上あるだろう。

　祈いのり子ごアスラソラカと名乗る像。

　無機質な石であるはずなのに、そこから生まれる穏やかな女声は紛まぎれもなく生物の声を想おもわせる。

『ですがジャンヌ、カイ。あなたたちがウルザ連邦のここにやってくるのは想定外でした。蛮神族と悪魔族を連れていることも含めて』

「……レーレーンとハインマリル？」

『あなたたちなりに考え抜いた上での行動だとは思います。ですが』

　優しく諭すような声。

『あの二種族を連れることを私は勧めません。あの二種族は人間の敵。幻獣族を倒したとしてもその事実は変わるものではない。特にジャンヌ、あなたは覚えているはずですよ。このウルザの地で、悪魔に滅ぼされて廃はい墟きよとなった都市の数々』

「……っ」

『人間を束ねる指揮官として、本当は後ろめたい気持ちを抱えているでしょう？　悪魔やエルフをこっそり同行させている。そんなことをウルザの民が知れば──』

「……そ、それは……」

「待ってくれ。それは俺からも言い分がある」

　ジャンヌが口ごもる。

　その次の言葉を待たず、カイは女神像へと声を上げていた。

「他種族の件はジャンヌの意思じゃない。蛮神族レーレーンの同行はエルフからの提案だし、悪魔ハインマリルだって向こうが強引についてきたんだ。人間側にそれを断るだけの力はなかった。それはアンタも理解できるはずだ」

『────』

「アスラソラカ、あんたは正史の五種族大戦を見てきたんだろ」

『そのとおりです』

「なら、わかるはずだ。今のこの五種族大戦はたぶん、正史の五種族大戦とは徐々にずれ始めてる」

　預言者シドの不在ゆえか──

　それとも切除器官ラスタライザという謎の怪物ゆえか──

　要因はいくつもあるだろうが、既に人間が敗北しているこの世界では、人類反旗軍レジストが独力で勝ち続けることは不可能だろう。

『この世界の人間は、他種族からの提案を断れないと？』

「俺にはそう思える。実際にこの世界で戦ってみて、肌で感じた実感だ。ジャンヌだけを追及するのはお門違いじゃないか？」

『…………』

　女性像が押し黙る。

　その沈黙が何を意味するのかはわからないが。

『未来が変わりつつある。その最大の要因は、カイ、あなた自身かも』

「え？」

『心しておくのですね。あなたは、あなたが思う以上に他種族から目をつけられている。気に入られていると言っても過言でないほどに』

「俺が？　大げさだよ。俺はいつだって巻き込まれてるだけだ」

『……いいでしょう。私も少し言葉が過ぎました。まず幻獣族を叩たたくという作戦は正しい。あの獣人ラースイーエは、正史における五種族大戦の最難関でした。ヒトにとっての最大の敵でしょうから』

　ヒトの最大の敵──

　その言葉を耳にした刹せつ那な、カイの背筋を冷たいものが滴したたり落ちていった。

　本当に？

　本当にあの幻獣族が、ヒトにとっての最大の敵なのか？

「……アスラソラカ」

『何でしょう』

「ラースイーエが目先の敵っていうのは俺も同感だ。だけど五種族大戦の最大の難関は、本当にあの英雄なのか？」

『どういう意味でしょう』

「一つ、教えてほしいことがある。アンタの知恵を借りたい」

　石像を見上げ、カイは声を振りしぼった。

　……そうだ、これは願ってもない好機チヤンスじゃないか？

　……この預言神なら、一番気がかりだったことを知ってる可能性がある。

　拳がじわりと汗ばむのを感じながら。

「ラースイーエが、気になることを言っていた」

『あの獣人が？』

　祈いのり子ごアスラソラカからの疑問の声。

『私にとっても不測です。アレが人間と会話するのは想像できませんが、カイ、あなたはあの獣人から何を聞いたのです？』

「『大だい始し祖そ』を知ってるか」

『────────────────────────』

　永遠の静寂。

　カイとジャンヌがどちらも言葉をかけるのを躊躇ためらうほどに、祈子アスラソラカの沈黙は深く険しいものだった。

『……それは、預言者シドが追いかけ続けていた災厄の名ではないですか』

「っ！　知ってるのか！」

『私もシドから聞いたまでです。五種族大戦を終え、すべての種族を墓所に封じこめることに成功した後も、彼は何かに疑問を抱いているようでした……ああ、そうですね。いま思えば、彼が世界座標の[image: ]コードホルダーを隠した理由も察しがつきます』

「悪魔の墓所にってことか？」

『はい』

　預言者シドは、世界輪りん廻ねが起きることを予期していた。

　そう証言したのは他ならぬ冥めい帝ていヴァネッサだ。むろん、それをこの祈子アスラソラカが知るよしもない。

『カイ、あなたのその世界座標の[image: ]コードホルダーは、かつて私がシドに与えたものです』

「ああ、そう聞いた」

『五種族大戦が終われば必要のない剣。ですから私は、彼が世界座標の[image: ]コードホルダーを返しに来るのを待っていた。でも彼は現れなかった。世界座標の[image: ]コードホルダーが必要になると考えていたのでしょうね。そしてその予感は当たっていた』

「……俺はそのおかげで助かったよ」

　カイは、世界座標の[image: ]コードホルダーによって命を救われた。

　リンネもそうだ。切除器官ラスタライザの徘はい徊かいする空間で囚とらわれていた時、シドの剣でなければ解放は不可能だっただろう。

『話を戻しましょう。大だい始し祖そについて、私もシドから全てを聞いたわけではありません。もっとも核心に近づいたのがシド一人で、幻獣族の英雄もわずかにその名を手がかりにしている程度かと』

「アンタは、その大始祖について調べようとはしなかったのか？」

『限界があるのです。今の私では……言ったでしょう、世界視の[image: ]コードホルダーを創ることに、すべての力を使い果たしてしまいましたから』

　自嘲じみた抑揚の口ぶり。

　女神の石像という姿ながらも、そこには確かな知性が感じられる。

『もう一つ理由を付け足しましょう。私もシドも、目の前の五種族大戦こそが死活に関わる最大の戦いでした。敗北がヒトの滅亡に直結する戦いに注力し、それ以外すべて後回しにするほかなかった』

「……それは、この世界でも同じことかもな」

　カイが横目に見つめる先は、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官ジャンヌだ。

　その視線を察した彼女も小さく頷うなずいてみせる。

　……人類反旗軍レジストの願いは五種族大戦を終わらせること。

　……でも俺とリンネにとっては、その大始祖こそが最大の敵のはずなんだ。

　目的の相違だ。

　カイが人類反旗軍レジストに同行した理由は、世界輪りん廻ねを引き起こした元凶が四英雄の誰かだと推測したから。

　その犯人捜しが、新たな局面ステージにきた手て応ごたえはある。

『カイ、優先すべき敵は理解していますね』

「シュルツ連邦に駆けつけるのが先決だと思ってる。大始祖を調べるのは後回しだ」

　いまは幻獣族と機き鋼こう種しゆの打倒が最優先。

　特に[image: ]が皇おうラースイーエは危険すぎる。切除器官ラスタライザと融合したあの獣人は、正真正銘、一体でも人間を滅亡させかねない災厄そのものだ。

「カイ、そろそろ……」

　後ろに振り返るジャンヌ。

「もうだいぶ時間が経たっている。あの二人が戻ってくるかも」

「わかった。レーレーンとハインマリルに怪しまれるのはご免だし」

　悪魔とエルフが戻ってきて、自カ分イがいないと知れば怪しむだろう。

　ジャンヌも人類反旗軍レジストの指揮官という立場上、あまり長くは部下から離れられない。

『往いきますか？』

「ああ。でもアンタのおかげでわかったこともある」

　やはり大だい始し祖そは正史にいたのだ。

　預言者シドが大始祖を疑っていたことも間違いない。問題は、この世界では存在しない彼シドのことをどう調べるかだが。

　……六リク元ゲン鏡キヨウ光コがいる。

　……アイツならシドのことを覚えているはずなんだ。

　そして六元鏡光は西にいる。

　シュルツ連邦に向かうことが、カイにとっても大始祖の手がかりを得ることに直結する。

「戻ろう。リンネは大丈夫か？　なんだかずっと無言だったけど」

『最後に一つだけ』

　踵きびすを返したカイの背中に、女神像からの声が伝わった。

『これは預言ではなく、私からのお節介ですが』

「なんだ？」

『──────リンネ』

　女神像が指定したのはカイでもジャンヌでもなかった。

　ただ一人、じっと口を閉じて。もっとも存在感を希薄にしていた少女に向かって。

『あなたが私を敬遠しているのはわかっていました。私に残された力は微弱ですが、それでも感じているのですね。私の力を』

「…………」

「っ？　どういうことだリンネ？」

「……わかんない」

　おずおずとリンネが口を開けた。

　まだ正面の女神像からは目を背けながら。

「わたし、ここにいるとゾワゾワするの。でも理由がわからない」

『おばかさん』

　クスッと、祈いのり子ごが笑えんだ。

　石でできたローブの下でわずかに口元が動いたのだ。石像のはずの存在が。

『同族嫌悪ですよ』

「え？」

『今あなたは、世界で唯一の同種族なかまを目の当たりにしている。その不慣れな経験に、心がまだ慣れていないのです』

「……え？……あ、あの……」

『私がこんな身体からだになっていなければ、ローブを取って見せるのですが』

「……あなたと……わたしが……？」

　目を限界までみひらくリンネが、呼吸も忘れて顔を上げた。

　石の女神像。

　リンネはそれを呆ぼう然ぜんと見上げて微動だにしない。そしてカイとジャンヌも、そのリンネを見つめて言葉一つ出なかった。

『切除器官ラスタライザと融合したラースイーエが、世界輪りん廻ねの改変を進めようとした波動は私も気づいていました。あなたがそれを止めたことも』




〝我は、その世界輪廻の侵食を加速させる〟

〝それをやめてって言ってるの！　アンタのその力……わたし嫌い！　大嫌い！〟




　自カ分イは確かに見た。

　あの瞬間──

　世界輪廻の加速で世界が変色していたなかで、リンネの金髪が眩まばゆく輝いていた。透ける髪から無限に生みだされていく光。

　さながら世界座標の[image: ]コードホルダーのような陽光色だった。

『私はその瞬間に気づきました。もうわかるでしょう、特にカイ、あなたなら』

「っ、世界座標の[image: ]コードホルダーか！」

　なぜ気づかなかったのか。

　祈いのり子ごアスラソラカの言葉に従い、カイは握りしめている亜竜爪ドレイクネイルを見下ろした。

　示唆ヒントは最初からあったのだ。

　……俺が世界輪廻から逃れたのは世界座標の[image: ]コードホルダーがあったからだ。

　……でもリンネは、ただの自力でラースイーエの改変を止めてみせた。

　リンネ自身もわかっていなかった。

　しかし真実はもっとも単純で、そして必然だったのだ。

「リンネは生まれつき世界輪廻に抗える種族だった……!?」

　切除器官ラスタライザがリンネを敵視していた理由がそこにある。

　そう考えるなら、ラースイーエの改変がリンネの力で止まったことも説明できる。

　……俺の知るかぎり二つだけなんだ。

　……世界座標の[image: ]コードホルダーとリンネだけが、世界輪廻に抗うことができた。

　両者の力は同質。

　ゆえに世界座標の[image: ]コードホルダーを生みだした祈子アスラソラカの力＝イコールリンネの力と推測できる。

「つまりアンタの正体も……」

『リンネ、あなたと同じですよ。私の方がずっと古代に生まれた個体ですが』

　ローブを羽は織おった女神像。

　全身が石化したその正体は、リンネと同じ、あらゆる種族の混血？

「……わたしと同じ？」

『深く考えなくていい。それより、私が伝えたいのはあなたへの警告です』

「え？」

『背中の翼、隠せなくなっているのでしょう。力の使いすぎです。世界輪りん廻ねの加速に抗あらがうなんて無む茶ちやをした反動です』

　リンネの翼は、レーレーンの霊衣の一枚を腰に巻いて隠している状態だ。

　だが同族は見抜いていた。

　翼が隠せない状態に陥っていることに。

『その力、制御できぬうちに使いすぎないことですね』

「へ、平気だよ！　やめて、カイの前でそんなこと言わないで！」

　むっとした表情でリンネが叫ぶ。

　同族嫌悪？

　あるいは内心の不安を見抜かれたことの動揺ゆえか。

「わたし疲れてないもん！　ちょっと翼が不便だけど、わたしの力は落ちてないし！」

『…………』

「あなたがわたしと同じだからって──」

『私のようになりますよ』

　逆らえない──

　カイが思わず寒気を覚え、リンネの唇が青ざめるほどに、祈いのり子ごアスラソラカの発した声には有無を言わさない強さがあった。

「……それどういう意味」

　リンネの掠かすれた声。

「わたしが……あなたみたいになるって、どういう意味……」

『────』

「だ、黙ってないで答えてよ！　ねえってば！」

『……いえ。私のお節介が過ぎました』

　遠ざかっていく声。

　女神像から響く声がみるみると小さく、掠れていって。

『忘れないでカイ、ジャンヌ。あなたたちが急ぐべきは西であり、倒すべきは幻獣族です。あなたが大だい始し祖そを見つけるのは、その後でいい』

　女神像から滲にじむ気配もまた消えた。





[image: ]








　　　　１






「お待ちしておりましたジャンヌ様」

　シュルツ連邦、北東部。

　ウンディーネの涙と呼ばれる大河を渡った先──国境で出迎えたのはジャンヌの部下にあたるウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちだ。

　百人以上の兵たちが整列するその様は、壮観といっても過言ではないだろう。

「花琳フアリン！　皆も無事だったか！」

「それは私の心境です。まったく……ジャンヌ様があの場で消え去ってしまって、兵たちを励ますのにどれだけ私が苦心したことか……」

　女護衛・花琳フアリン──

　ジャンヌの片腕であるウルザ最強の戦士である彼女さえ、感極まったように嗄声ハスキーボイスをわずかに湿らせている。

[image: ]

「……グレゴリ隊長、足労かけた」

「互いに健勝で何よりですな花琳フアリン殿。この連邦でよくぞ耐えてくださった」

　西シユルツに留とどまっていた傭よう兵へいと、新たにジャンヌが率いてきた傭兵。

　総勢二百近い兵が活気づくなか、カイの知る男女が勢いよく駆け寄ってきた。

「サキ？　アシュランも。無事でよかっ──」

「カイ！　お前ずるいぞ俺らを置いていきやがって！」

「そうよそうよ。アタシたちが苦労してる間に故郷ウルザに戻ってたですって？　そんなのずるいわ。アタシだってそろそろホームシックなのに！」

「……一応弁解しておくけど、俺だって望んで故郷ウルザに戻ったわけじゃないからな」

　背が高くひょうきんな顔立ちの青年アシュラン。

　もう一人は、オレンジ色の髪が印象的な少女サキ。

　どちらもジャンヌの部下にあたる傭兵だが、カイの知る正史では、二人ともカイの同僚だった。

「お、リンネちゃん。レーレーンちゃんも元気そうじゃねえか」

　そんなアシュランが、カイの隣に立っている少女二人を交互に見比べて。

「リンネちゃんは可愛かわいいし、レーレーンちゃんも相変わらず小さいし」

「小さいのは余計じゃ。こら、頭に手を乗せるでない」

　アシュランに頭を撫なでられてレーレーンが頬ほおを膨らませる。

「念を押しておくがワシは蛮神族じゃからな。ワシに無礼な真ま似ねをすると、東の連邦からエルフの同胞がわんさかと押し寄せてくるぞ」

「あ、やべぇ忘れてた。最近すっかり人間のつもりで接してたから」

「忘れるでない！……さらに念を押しておくが、ワシの正体を知っとるのは主ぬしら二人と、あと花琳フアリンとかいうそこの護衛だけじゃ。他の傭兵たちに漏らすでないぞ」

「あいよ。任せておけって」

「主のその軽薄な返事が不安なのじゃよ」

　レーレーンが腕組み。

「しかしワシはともかく、おいジャンヌ。後ろの車に乗ってる奴やつのこと──」

「……わかっている」

　名指しされ、ジャンヌが重苦しく息を吐いた。

　集った部下たちを見まわして、そして最後に、護衛である花琳フアリンに意味深な目配せ。

「ジャンヌ様？」

「花琳フアリン、そしてここに集ったウルザ人類反旗軍レジストの諸君。皆に伝えておかねばならないことがある」

　傭兵たちの表情が一変。

　歴戦の勇士である彼らはすぐに悟ったのだ。霊光の騎士ジャンヌの表情と口ぶりから、ただならぬ事を伝えようとしている予兆を。

「……だが、何と伝えようか。車中でも悩んでいたが……」

　ジャンヌが珍しくも苦い顔。

　それは統括隊長グレゴリも同じだ。

「諸君らの理解を得たい。先に言っておくが、これが諸君らへの裏切りではなく、目下の敵である幻獣族を倒すための苦肉の策であるということだ」

　苦々しい表情で、ジャンヌ。

「最終手段だったと考えてほしい。八日間でここへ駆けつけるためには、最短距離でこの国境に向かう手段が必要だった。そのために『ある者』の協力が必要だった」

「？」

　多くの傭よう兵へいたちが戸惑いの表情。

　サキやアシュランも顔を見合わせているなか、唯一、はっと目をみひらいた者がいた。

　ウルザ連邦最強の傭兵、花琳フアリン──

　彼女だけはその意味を理解したのだろう。

「ジャンヌ様」

「……すまない花琳フアリン。私には、これ以外の選択肢がなかった」

「……いえ」

　嗄声ハスキーボイスの彼女が、表情を引き締めながら首肯。

「ジャンヌ様の苦悩は伝わりました。私はあなたの護衛ですから。つまりこういうことですね。ここへ向かうにあたり悪魔の協力を得た」

「なっ!?」

　ざわざわ、と。

　じっと整列していた兵が一斉に浮き足立った。

「鎮まれ──────そしてカイ」

　それを制したのは他ならぬ花琳フアリン自身だ。

　部下たちを一喝し、その鋭利なまなざしがこちらへと向けられる。

「お前も承諾したわけだな。ジャンヌ様の身に危険はないと」

「……ああ。ついてくる間はずっと俺が見張ってた。そのうえで、人間に危害を加えないことは本人もそう言ってる」

　出てこい。

　そのつもりで、カイは奥の軍用車に向かって手招きした。

「ハインマリル」

「…………うーん。この服、やっぱり窮屈ねぇ」

　助手席の扉が開いた。

　ウルザ人類反旗軍レジストの服を着た夢魔サキユバスが、暢気のんきな呟つぶやきとともに姿を見せた。

　──魔性の美少女。

　青い髪は淡く輝いて、その顔立ちは幼さを残しながらも妖よう艶えん。口紅を塗るまでもなく、少女の朱しゆ唇しんはつやつやと照り輝いている。

　極めつきは、その胸元だ。

　女性用の戦闘衣であるのだが、夢魔サキユバスの豊かすぎる胸が収まりきらず、真ん中のボタンを外し、その隙間から膨らんだ双丘がこぼれそうになっていた。

「人間のフリも楽じゃないわねぇ。もっとマシな服はないの？」

「…………おいカイ」

　ぼそりと、隣のアシュランが小声でささやいてきた。

「……空気読まないこと言うけどよ、あれが夢魔サキユバスか？」

「ああ、ついてきたのはアイツ一体だ」

「……すげぇ可愛かわいく見えるって言ったらバチ当たるかな。人類反旗軍レジストの女兵士より百倍は可愛く見えるぞおい」

「そういう悪魔だ」

　アシュランが呆ぼう然ぜんとするのも当然だ。なぜなら彼の隣に並ぶ傭よう兵へいたちも、とろんと蕩とろけて魅入られた顔つきになってしまっている。

　夢魔サキユバスは、ヒトの心と生気を奪いつくす。

　その身に宿った色香はある種の麻薬に似た力をもち、人間の男女かまわず虜とりこにしてしまう。だから夢魔サキユバスという悪魔は危険極まりないのだ。

「……ふーん」

　そんな夢魔姫サキユバスロードが傭兵たちを一いち瞥べつし。

　上目遣いに近づいていった相手は、ジャンヌの隣に立つ女護衛だった。

「お前いいわね。その敵意、私を嫌う感情が伝わってくる」

「悪魔、貴様の目的は？」

「もちろん幻獣族よ。あの獣どもの領土はとても広大だもん。奪う価値はある。この私が出しゃばるだけの価値がありそうだしねぇ」

「お前一体で？」

「何なら幻獣族、てきとーに狩ってきてほしい？　何匹？」

「…………」

　花琳フアリンは、夢魔姫サキユバスロードの全身から滲にじむ瘴しよう気きに気づいているだろう。

　──あふれ出る力。

　人間でも視認できるほど濃い法力。歴戦の傭兵ならば、それだけでこの悪魔の強さを推し量ることはできる。

「ジャンヌ様」

　悪魔とにらみ合いながら、花琳フアリンが指揮官の名を呼んだ。

「失礼ながら申し上げます。この悪魔は別行動させておくべきです。こうして人類反旗軍レジストの服を着せたところで、西シユルツの人類反旗軍レジストへ連れて行くのは危険かと」

「……あら心外ね。それどういう意味？」

　ハインマリルの剣けん呑のんなまなざし。

「ここじゃ人間は襲わないわ。なのに私を無視しようって魂胆？　そこまで露骨に毛嫌いされるのは不愉快ね」

「ジャンヌ様──」

　悪魔の視線を受けとめる花琳フアリンの表情は、鋼鉄のごとく硬かった。

「いま、西シユルツの本部には傭よう兵へい王おうアーカインが滞在しています」

「……彼も無事だったか」

　アーカイン・シド・コラテラル──

　預言者シドに代わる、この別史の世界のシドだ。

「ジャンヌ様が不在の間、ウルザ人類反旗軍レジストの代表代理として私もあの男と話をしました。あの男の掲げる最終目的は『他種族根絶』です」

　悪魔族ハインマリルの前で──

　蛮神族レーレーンの前で──

　混血種リンネの前で──

　ジャンヌの護衛はそう断言した。

「究極の人間至上主義。あるいはそれを越えた『人間神格化』と言っても過言でないでしょう。世界から他種族を根絶やしにする気です」

　カイの記憶にも新しい。

　ただ一度目にしたあの男は、出会うなり宣言してみせたのだ。




〝この世界、人間以外すべての種族を根絶する〟




　崩れぬ余裕と自信を讃たたえた口ぶりで、傭兵王アーカインはそう宣言した。

　あれから、まだ十日と経たっていない。

「そしてこの悪魔の変装は確実に見破られます」

　見た目は人間そっくりの美少女。

　だが違うのだ。

　夢魔姫サキユバスロードの全身からうっすらと立ち上る瘴しよう気きもそうだが、何より口元に浮かんだ冷笑が人間のものではない。

「正体を見破った瞬間、それがどこであろうと、事情など一切関知せずアーカインは銃を抜くでしょう」

「は？　それがなに？　夢魔姫わたしがそれで倒されるとでも？」

「倒されないから問題だと言っている」

「？」

「そこでお前とアーカインとで戦闘が始まれば、困るのはそれ以外の我々だ。いっそ楽に倒されてくれるなら二次的被害が広がらなくてすむ」

「……あっそう。言うわねぇ」

　みるみる不機嫌顔になっていくハインマリル。

　口元に鋭い牙が見え隠れするのに傭よう兵へいたちが青ざめるが、花琳フアリンは無反応。

「しょうがないわね、カイ」

「ん？」

「お前から人間こいつらに言ってやりなさい。私の恐ろしさを」

「俺が!?……ああ、いやそうだな。恐ろしさ云うん々ぬんはさておき。今回の件は俺から話した方がいいかも」

　冷静に考えれば──

　確かに、指揮官ジャンヌの立場では部下に言いにくいことがある。人類反旗軍レジストの所属ではない自カ分イが言うしかない。

「花琳、聞いてほしい。確かに説明は必要だと思う」

「言ってみろ」

「ジャンヌの護衛としてのアンタの意見は尤もつともだ。でも夢魔姫ハインマリルは幻獣族との戦いで切り札になる戦力なのは間違いない」

　切り札──

　つまり人類反旗軍レジストの兵以上に頼れる戦力であるということ。これはジャンヌの口からは絶対に言えないことだ。

「ラースイーエとの戦闘を思い出してくれ。奴やつに人間の銃弾が通じなかったのは、この場の全員が目にしてる」

　花琳に向けて。

　その後ろにいる傭兵たちにも、はっきりと届く声量で。

「だけど最上位悪魔の法術なら、無傷はありえない。冷静に俺たちの戦力を分析するなら、幻獣族への戦力は一つでも多く必要なんだ。……わかってほしい。これは人間側おれたちの犠牲を減らすための、ジャンヌの苦肉の策なんだ」

　傭兵たちが押し黙った。

　心の底では、憎き悪魔の力を借りるなど言語道断。しかしこれからの戦闘を考えれば、ハインマリルは必要不可欠。

「だから花琳フアリン、そのうえでアンタに知恵を借りたい」

「まったく贅ぜい沢たくな問いだな。この悪魔を同行させて、かつ部下たちの感情を逆なでしない。そんな手が……」

　ハスキーボイスを響かせて。

　ジャンヌの女護衛が、わずかに双そう眸ぼうを細めてみせた。

「では妥協案を一つ。古くから毒をもって毒を制すという言葉があるが」

　夢魔姫サキユバスロードと睨にらみあいながら、ジャンヌの護衛はそう応じた。

「悪魔族には聖霊族を。これでどうだ？」
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　シュルツ連邦、東部。

　無主地「鈴すず蘭らんの大草原」──

　鈴蘭と呼ばれる白い花がある。「君影草」、あるいは「谷間の姫ひめ百ゆ合り」とも呼ばれる儚はかない名だが、この花は強烈な毒がある。

　口にすれば人間の命を脅かし、大量であれば幻獣族にさえ効くという。

　──ゆえに幻獣族はここに現れない。

　人類特区ヒユーマンシテイ『ラ＝イーシャ』

　この鈴蘭の群生地にある「動く町」だ。

　建物はすべて分解可能な組み立てプレハブ式。遊牧民のように草原を移動することで、幻獣族を含む外敵から逃れることができている。

　そんなプレハブ住居の一室で。

　ユールン人類反旗軍レジストの指揮官バルムンクが見守るなか、その鈴蘭のエキスを平気で飲み干そうとする聖霊族がいた。

「おい、本気か……」

『問題ない。鈴蘭の毒ごときに鏡キヨウ光コは負けない』

　コップになみなみと注がれた緑のドリンク。

　無数に咲きほこる鈴蘭の葉と茎をすりつぶしたエキスで、鈴蘭の毒がめいっぱい凝縮された猛毒ドリンクである。

　それを、透き通った真っ青な少女が勢いよく口にしていた。

『こくん、こくん』

「お、おい!?」

『……苦い』

　飲み干したコップを机の上に置いて、聖霊族の少女が顔をしかめる。

　聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　一時期はバルムンクの掌てのひらに乗っかる大きさだったが、いまは細胞の再生によって人間の少女大まで復元を果たしていた。

「今すぐ吐き出した方がいいのではないか……？」

『貴重な水分。この人間の住処すみかでは水が貴重と言ったのはお前。だから代わりに、鏡光はこうして植物から水分を摂取している』

「そ、そうか……」

『昨晩、倉庫から水のボトルを頂いたら怒られたし』

「怒るに決まってるだろう！　しかもご丁寧に倉庫の鍵まで壊しおって！」

『人間はすぐ怒る。短気は損』

「盗人ぬすつとが言えるセリフか。ったく……」

　盛大にため息をつき、バルムンクはパイプ椅子が軋きしむ勢いで腰を下ろした。

　対面には、ベッドにちょこんと座る六元鏡光。猛毒の鈴すず蘭らんエキスを飲み干しても平然としているのはさすが粘状生物スライムだ。

「……腹、壊してないだろうな」

『心配？』
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　ベッドの端に座ったまま、真っ青な少女が首をバルムンクへと傾けた。

　その顔をのぞき込むように見上げながら。

『鏡キヨウ光コのことが心配？　人間おまえが？』

「バ、バカを言え！」

　ガタンと椅子から立ち上がる獅し子し王おう。

「誰がお前の心配をするか！　そもそも俺とお前は敵だ。今だけはその……幻獣族を倒すために協力しているが……」

『じゃあどうして気にした？』

「……ただの現状確認だ。腹を壊して足手まといになられては困る」

『ふぅん？』

　じーっと。見つめられる側のバルムンクが気まずさを感じるほどに、じろじろとバルムンクを見つめる聖霊族の英雄。

「なんだその意味深な目は」

『人間の心情を理解するのは難しい。人間は都合よく嘘うそをつく。素直じゃない』

「……どういう意味だ」

『別にぃ』

「なんだかバカにされているような……む？」

　組み立てプレハブ式のコテージの扉がノックされた。

　だが奇妙だ。自分の部下ならノックと同時に名前を告げるはず。

「誰だ。この町の住民か？」

『あ、待て人間』

　扉に集中するあまりバルムンクは気づかなかった。

　ベッドに座っていた六リク元ゲン鏡キヨウ光コが立ち上がって、バルムンクの手を掴つかんで止めようとしていたことに。

『向こうから妙な臭いがする。これは……あ、ちょっと!?』

　扉を開ける。

　そこには見覚えのない少女が立っていた。

「俺だ。いったいどうした」

「────へぇ。お前がここの人間の指揮官ね」

　絶世の美少女。

　それでいて異様な雰囲気を滲にじませた少女が、クスッと笑えんだ。

　ウルザ人類反旗軍レジストの服？　つまりこの少女も傭よう兵へいだろうが、胸元を大きく開けて谷間を覗のぞかせる着こなしには違和感がある。

　いったい何者だというのか。

「お前、生気に溢あふれてるし私好みかも。まだカイも来てないし、ちょっとくらいイタズラしちゃってもいいかしら。暇つぶしのかるーいイタズラ」

「なんだ娘──────ぐっ……!?」

　少女に手を触れられた。

　その瞬間、頭を鈍器で殴られたような意識の混濁に、バルムンクは床に膝ひざをついていた。

「ぐ………………む、娘…………？」

「あら？　まだ意識があるなんて凄すごいじゃない。私の幻惑系エンチヤントに耐えるなんて、ますますイタズラしたくなっちゃうわ」

　手を握られ続けている。

　だが振りほどくこともできないほどに、身体からだに力が入らない。

「だいじょうぶよ。すぐ気持ちよくなる。私にすべて委ねて────」

『さわるな』

　その瞬間──

　バルムンクの全身が、真っ青な粘状の塊に覆おおいくるまれた。

『潰つぶれろ悪魔』

　コテージの屋根が木こっ端ぱみじんに吹き飛んだ。

　ぎりぎりで意識をつなぎ止めていたバルムンクに見えたのは、何千という破片と散った屋根と、その屋根を吹き飛ばした六リク元ゲン鏡キヨウ光コの拳だ。

　衝撃は感じない──

　バルムンクを抱きしめるように包みこむ六元鏡光の肉体が、コテージを吹き飛ばした衝撃をかわりに吸収していたからだ。

「あははっ、凄い力。聖霊族の英雄が死に損なってるって聞いたけど、なんだ回復してるじゃない。危うくつぶれかけたわ」

　屋根から吹き飛ばされた黒髪の少女が、何事もなかったかのように落ちてくる。

　背中にはコウモリを思わせる漆しつ黒こくの翼。

『夢魔サキユバス？』

「夢魔姫サキユバスロードって呼んで。ヴァネッサお姉様の直下。今はその代理だけど」

『それはどうでもいい。お前に言っておく』

　夢魔サキユバスを睨ねめつける粘状生物スライム。

　もしもバルムンクの意識が明瞭であったなら、その声が、平静を常とするこの生物には不似合いなほど明確な怒りを湛たたえていることに気づいていただろう。

『この人間は鏡光のもの。奪うなら許さない』

「あら？　面白いこというのね。聖霊族ごときが」

　悪魔の頬ほおには切り傷。

　ハインマリルの指先が頬ほおに触れるや、その傷口がみるみる塞ふさがっていく。

「それは人間の奴隷化って意味？　聖霊族にそんな趣味があったなんて初耳ね」

『管理対象』

　我が身で覆おおいくるんでいたバルムンクを解放し、片手で抱きとめる六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

『この人間は鏡光のもの。このとてつもなく頭の悪い生き物は、鏡光がペットとして管理しないと生きてられない。だから、やらない』

　粘状生物スライムの少女が立ちふさがった。

『奪おうとすれば消滅させる。魂までドロドロに溶かせば悪魔も転生できない』

「悪魔の転生を知ってるのは物知りね。それ、できるかどうか試してあげる…………と、言いたいところだけど、残念お預けかしら」

　漆しつ黒こくの翼が消えて。

　全身から立ち上るハインマリルの瘴しよう気きが、みるみる薄くなっていく。

「ハインマリル、今の爆発は!?…………あれ？」

　再び扉が開いた。

　息を切らせて飛びこんできたのは、六元鏡光の記憶に新しい人間だった。

『カイ？　ああそういえば生きてたんだっけ』

「当たり前だ。だけど……えっと……聞きたいことは色々あるんだけど」

　珍しくも眉まゆをひそめるカイ。

　人間の少年が指さした先は、六元鏡光がぎゅっと離そうとしないバルムンクだった。

「なんでその……人間の指揮官をお前が抱きしめてるんだ？」

『────っ!?　ち、違うこれは……！』

　ぱっと手を離す。

　あまりに勢いよく手を離したせいで、当のバルムンクが後頭部を盛大に床にぶつけてしまうのだが、それは構わないらしい。

『これは誤解。鏡光に他意はない。その……この人間の心配をしていたわけではない……ただの現状確認』

「いや、別にそこまで聞いてないけど」

『……鏡光は、こんな頭の悪い生き物に興味などない』

「何でそっぽ向いてるんだ？」

　妙に早口な六元鏡光の前で、カイが悪魔へと振り返る。

「どうしたんだハインマリル、お前が何かしでかしたのか？」

「うふふ。残念ねカイ、お前もうちょっと早く来てれば楽しいものが見れたのに」

「何がだよ？」

　慌てる聖霊族と、妙にご機嫌な悪魔族。

　その間に挟まれて、カイは首を傾かしげたのだった。





　　　　３






「だーかーら、ちょっとしたご挨拶だって言ってるじゃない。本気でお前を襲おうだなんて思ってないわ」

「……貴様、次にやったら処刑だと思え」

　夢魔姫サキユバスロードが床にあぐら座り。

　対してバルムンクは自分の足でしっかりと床に立っていて、驚異的な体力によって早くも幻惑系エンチヤントから回復しつつあるらしい。

「そしてカイ、こんな物騒な奴やつにはしっかり手た綱づなをつけておけ」

「……面目ないです」

　座りこむハインマリルの隣で、カイは素直に頭を下げた。

「おいハインマリル」

「だーかーら、ちょっとした冗談じゃない。ずっと車に押し込められてたんだから、少し散歩をしたくなったのよ」

「お前は散歩で終わらないから問題なんだ」

　……本当に油断も隙もないな、この悪魔は。

　……俺がちょっと目を離した隙に。

　まるでライオンを調教する獣使いのような気分だ。

　この地区に着いたカイたちが住民から歓迎されている間に、ハインマリルはあっという間に指揮官バルムンクの場所を探り当てていた。

「こいつの同行には驚かされたが──」

　まだ用心深く夢魔姫サキユバスロードを睨にらみつけながら、バルムンクが咳せき払ばらい。

「ジャンヌ殿、ともあれ無事で何よりだ」

「感謝しますバルムンク殿。私の不在時、私にかわって部下たちを鼓舞してくださったと」

「それは花琳フアリン殿の手柄だ、俺は何もしておらん」

『同感。この人間は何もしてない』

　そう言って、のそりとベッドから起き上がったのは聖霊族の英雄だった。

『むしろ鏡キヨウ光コの方が頑張った。褒めるなら鏡光を褒めるべき』

「お前は昼寝しかしてないだろうが」

『栄養を蓄えた』

　睨むバルムンクに、粘状生物スライムは何食わぬ表情だ。カイがこの地を離れていたのは数日。その間に、六元鏡光はレーレーンに並ぶ背丈にまで成長していた。

　問題は、これだけ大きければ傭よう兵へいたちにも見つかるということだが。

　……六リク元ゲン鏡キヨウ光コは、ラースイーエとの戦いで人類反旗軍レジストに姿を見られてる。

　……聖霊族が勝手についてきたって体ていで部下をなだめたのかな。

　ここは人間の部屋であるのだが。

　ベッドを占領する六元鏡光は、さも自分の物のような堂々とした居座りっぷりだ。

「しかしこの部屋の総勢八人、いや八体か。細かいことは抜きにしてだ。まさか俺の前にこんな光景ができるとはな」

　部屋を見まわすバルムンク。

　正真正銘の人間は、ウルザ人類反旗軍レジストからの指揮官ジャンヌと花琳フアリンとカイ。

　さらには蛮神族レーレーンと悪魔族ハインマリルと聖霊族リクゲンキヨウコがいて。

　正体こそ明かしていないが、リンネにいたっては五種族ですらないのだ。

「こやつらを押さえつけるだけで一苦労と。それで俺に相談に来たわけだな。確かにこの悪魔には首輪をつける必要があるな」

「ちょっとー？　私には首輪なんて窮屈なものいらないわ」

「見張りという意味だ」

　六元鏡光のいるベッドの端に座っている夢魔姫サキユバスロード。

　あえて、だろう。

　聖霊族の隣に堂々といること自体、「悪魔は聖霊族を恐れない」という暗黙の挑発にも見える。

　カイとしては、いつ悪魔ハインマリルと聖霊族リクゲンキヨウコの大ゲンカが始まるか気が気でないのだが。

「ご理解いただけたと思いますバルムンク指揮官」

　ジャンヌの隣から、花琳。

「これだけの他種族の大物を連れるとなると、部下たちの動揺は免れません。そこでです。幻獣族との決戦直前まで、ここにいる夢魔サキユバスと粘状生物スライムを一か所にまとめ、互いに見張りをさせておきたいと考えますが」

「…………」

　獅し子し王おうが沈黙。

「花琳フアリン殿、率直に聞こう。その危惧は、こいつらが傭兵王アーカインの目に触れた時のことを想定したものだな？」

「ご明察です」

「……傭よう兵へいとしての奴やつは頼もしい。幻獣族と例の機き鋼こう種しゆ、あの化け物どもがシュルツ人類反旗軍レジストの本部を襲撃した時、奴の力なくして防衛は適かなわなかった。……一方で、強さの裏返しでもあるのだろうが、奴の気位プライドの高さは手がつけられん」

「そこの人間、私にもわかるようにね？」

　割って入ったのは夢魔姫サキユバスロードだ。

　カイたちは傭よう兵へい王おうアーカインと出会っているが、この悪魔だけが「この世界のシド」を知らない。

「そのアーカインとかいう人間は結局なんなの？　っていうか、そんな人間ごときの為ために、私がコソコソするのは不愉快よ」

『──目的が違う。ここの人間たちとアーカインという男』

　真っ青な身体からだをした少女が、同じベッドに座る悪魔の少女を指さした。

『悪魔おまえは、人間とは休戦中。そして幻獣族を倒すことをもくろんでいる』

「ええそうよ。それで？」

『蛮神族おまえも同じ』

　次に指さしたのはエルフの巫み女こであるレーレーンだ。

『東イオの連邦は、人間と蛮神族とで休戦している。これは主しゆ天てんアルフレイヤが消滅したから。そして幻獣族への復ふく讐しゆうを果たすための時間稼ぎ』

「……そうじゃ」

『聖霊族も同じ。鏡キヨウ光コから、幻獣族を倒すことを人間に提案した』

「うむ。俺にだな」

　頷うなずくバルムンク。

　が、六リク元ゲン鏡キヨウ光コはそれに一切反応せずに。

『つまり鏡光はこう考える』

「おい無視かっ!?」

『人間の多くは五種族大戦で勝つ気はない。なぜなら目的が「人間という種の生存」だから。もっとも弱い種族の人間は、まず休戦にこぎ着ければそれでいい。自分たちの生存を確保したがっている』

　その口調は、誰にも返答を求めていない。

　カイからもジャンヌからも異論は上がらないと、そう確信しているからだ。

『でも話を聞くかぎり傭兵王ソイツは違う』

「だから、どう違うのよ？」

『目的と手段が、ほかの人間と逆』

　この世界の賢者──

　ラースイーエがそう称した最古の粘状生物スライムが、続けた。

『人間を守るのが目的じゃない。四種族を滅ぼすのが目的で、その手段として人間の解放という大義を掲げている』

　幻獣族を倒すための一時的な共闘などありえない。

　だから花琳フアリンはハインマリルを止めたのだ。傭兵王が夢魔姫サキユバスロードを目撃すれば確実に戦闘が勃ぼつ発ぱつする。

　そうなれば幻獣族との決戦どころではない。

「ふぅん？　よほど他種族に恨みでもあるのかしらね。でも、だから私はおとなしく隔離されておけと？　この聖霊族と、おまけに蛮神族も？」

「結論を急せくな」

　挑発的な口ぶりの夢魔姫サキユバスロードに、獅し子し王おうがギロリと目を向けた。

「悪魔よ、貴様がそこまで退屈だというのなら、貴様好みの戦場をくれてやる」

「あら？」

「ただしその前に、ジャンヌ殿に報告がある。今の話にも関係することだ」

　机の上に広げられた地図を掲げる、獅子王。

「早朝のこと。傭兵王アーカインがラースイーエの塒ねぐらへ調査に向かった。花琳フアリン殿、貴官らがジャンヌ殿を迎えに発たってすぐのことになる」

「……何ですって」

　花琳フアリンが訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　それを後ろで聞くジャンヌも似た表情だ。

「バルムンク殿、それは話が違います。まずはジャンヌ様が到着するのを待つ。合流後にあらためて北ウルザ・南ユールン・西シユルツの三連合で体勢を整えるはずでは」

「そうだ、だが奴やつの悪癖でな。時折、まるで見えざる神の啓示でも受けたように指針を変える。誰も予測することができん」

　神の啓示──

　バルムンクが発した単語は偶然だったことだろう。だがカイとジャンヌだけは、無言で顔を見合わせていた。




〝今の人間おれたちは何もかもギリギリです。他種族に抵抗するだけで精一杯で、上回れるような要素が思いつかない〟

〝そのための預言神だ。一体だけと思ったか？〟




　傭よう兵へい王おうアーカインは「ある」と言ったのだ。

　他種族を滅ぼす方法。そのための預言神であると。

　そしてバルムンクの証言にあるような、神の啓示を受けたかのように突発的に動きだすという特異な行動原理。

　……傭兵王についている預言神？

　……それに従ってあのシドは動いているのか……!?

「行方ゆくえをくらますと奴は連絡がつかん。だが今ならば目的地も明確だ」

　シュルツ連邦の地図の一点──

　獅し子し王おうの指先が、連邦の北西部を指さした。

「ここだ。この旧王都ラクガルシャが幻獣族の巣となっている。ミン指揮官殿に聞いたが、専門の研究者さえ尻込みする最悪の危険地帯だ。アーカインの傭よう兵へい部隊とて単独での接近は危険極まりない。そこで」

「追いかけると？」

「俺と部下たちはそのつもりでいる。だがもう一つ、急いで救援を出さねばならぬ場所がある。ここ鉄屑の町アギトだ」

　連邦の東部──

　カイたちにも見覚えのある山間の人類特区ヒユーマンシテイだ。

「ここが機鋼種バケモノどもに襲われた。町が占拠され、逃げ遅れた者もいる。昨日までの予定ではここの救出に向かうはずだったが、この成り行き上、戦力を三つにわける」

　地図の三か所にペンで○を描いていく。

　西部──旧王都ラクガルシャ「幻獣族の巣」。

　東部──鉄てつ屑くずの町アギト「機き鋼こう種しゆに襲われた人類特区ヒユーマンシテイ」。

　南部──クーレンマデル電波塔「シュルツ人類反旗軍レジスト本部」。

「この電波塔は、西シユルツのミン殿が防衛に徹するとのことだ。よって残る二つを北ウルザと南ユールンの連合軍で担当する。戦力をどう分配するかだが」

「いいじゃない」

　つっ、と地図を撫なでる悪魔の指先。

　机に寝そべるほど低く屈かがんだ姿勢で、夢魔姫サキユバスロードが見下ろす「○」は鉄屑の町アギト。その地を見つめるまなざしは酷ひどく冷たい。

「私、いまは幻獣族よりコッチに腹が立ってるし、乗ってあげるわ。ここにいる機鋼種を全滅させればいいんでしょ」

「そうだ。ではジャンヌ殿、貴官の人類反旗軍レジストにこの町を任せるべきか」

「いらない」

「……なに？」

「邪魔よ。人間がいたら逆に困るわ。だってそうでしょ？」

　ハインマリルが横顔を向ける。

　北ウルザの指揮官ジャンヌを見つめる微笑に、鋭い牙を覗のぞかせて。

「私、本気だしちゃうと見境ないし。お前の部下、巻き添えにしたくはないでしょ」

「当然だ」

「なら引っ込んでなさい。どのみち人間の武器は機鋼種には効かないわ。銃弾よりアイツらの皮ひ膚ふの方が頑丈なんだから」

　言葉こそ荒々しいが夢魔姫サキユバスロードの主張は理に適かなっている。英雄級の悪魔が暴れるのなら、人間がそこに参戦するのは危険極まりない。

　……裏を返せば。

　……このハインマリルが、本気を出さなきゃいけない敵って認めてるわけだ。

　一見とぼけた表情にも見えるが、その裏で、夢魔姫サキユバスロードはおそろしく慎重に戦いの手順を進めている。

「人間おまえたちは幻獣族の巣を見てくればいいわ。こっちの鉱山？　は、私が機き鋼こう種しゆごと跡形もなく吹き飛ばしておくから」

「だから急せくな。逃げ遅れた人間がいると俺は言ったぞ」

「……あ。そうだったわね」

「貴様に暴れてもらうのはいいが、優先するのは町の住民の救出だ。……お前のような夢魔サキユバスにソレができるか？」

「助けた後に誘惑していいならやるわ」

「論外だ！」

　バルムンクが力任せに机を叩たたく。

「やはり貴様一体には任せられんな。救出班として動く人間の同行がいる」

「懲こりないわねぇ。この私に同行したがる人間がいるとでも────」

　部屋を見まわす夢魔姫サキユバスロードの視線が止まった。

　自カ分イの前で。

　気づけばジャンヌと花琳フアリンもこちらを見つめて、何かを訴えるように力強く頷うなずいているではないか。

「……もしかして」

「ああちょうどいいわ。お前の力、間近で見てみたかったのよねぇ。一緒に行く？」

　すっ、とさりげなく近づいてくる悪魔の少女。

　ごくごく自然に腕に腕を絡ませて密着しようとするのをカイが後退しても、ニヤニヤとさらに近づいてくる。

「そうね、二人で行きましょ。きっと楽しい旅になるわぁ」

「──だめだめ、絶対だめ！」

「さすがにそれは見過ごせんの！」

　立ちはだかるリンネとレーレーン。それぞれが夢魔姫サキユバスロードの左右の手をがっしりと掴つかんで離さない。

「あ、ちょっとお前たち!?」

「カイはわたしのよ、お前なんかにあげないんだから！」

「ワ、ワシは別にどうでもいいが……とにかくダメじゃ。貴様の思うままに物事が進むのは気に食わん！」

『……ああもう、うるさい！』

　三人の少女たちの声が響きわたるなか。

　ベッドで微睡まどろんでいた六リク元ゲン鏡キヨウ光コが、眠たそうな目で起き上がった。

『なら鏡キヨウ光コが決めてやる。カイとお前たちでいけばいい。あとはみんな幻獣族の巣にいく。これで解決』

「いや、それはさすがに俺の心労が激しいぞ……」

『だめ？』

「っていうか自信がない。俺だってリンネとレーレーンはまだしも、悪魔コイツの面倒まで一人で見るのは相当キツいって」

　種族も目的もバラバラの三人だ。

　この少女たちがいつ喧けん嘩かしだすか、カイも手た綱づなを握りきる自信はない。

「それに目的は住民の救出だろ？　単に戦うだけならともかく、住民の救出は綿密な作戦が必要だろうし……」

『そこは飴あめと鞭むちを使い分けるべき。ご褒美を用意すればいい』

　六元鏡光が、部屋に並ぶ少女三人を順に指さした。

　リンネ、レーレーン、そしてハインマリルへ。

『これは競争。お前たちの中でカイの命令に一番従順いいこだったものが、一晩、カイを好きにするといい。カイは抵抗しない』

「えっ！」

　少女三人がドキッと目をみひらいた。

「それは良いご褒美ね。のったわ」

「カイと何してもいいの？　それならわたしすっごく良い子にするよ！」

「むぅ……それは承諾せざるをえまい」

「ちょっと待て!?」

　カイが割って入ろうとした時にはもう、肝心の少女たちは納得しきった表情だ。

　後ろでは、ジャンヌや花琳フアリンもすっかり緊張感のとけた様子で。

「決まったようです。撤収しましょうジャンヌ様」

「そ、そうだな花琳。……カイ、くれぐれも他種族との不純行為は慎むように」

「花琳!?　っていうかジャンヌまでおいっ!?　どういう意味だよ!?」

　なぜか顔を赤らめて去って行くウルザ指揮官。

　その場に残されて、カイはとりあえず頭を抱えることにした。
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　シュルツ連邦中央部。

　世界最大の淡水湖『オパールレイク』。

　双眼鏡を覗のぞいても水平線の終わりが見えない広さ、そして日中でも緑色に怪しく濁った水色ゆえに、古くから魔海と恐れられてきた。

　この湖には怪物がいる。

　幻獣族クラーケン──

　百におよぶ触手をもつ大クラゲに似たこの怪物は、水面に浮かぶ姿を島と間違えて上陸しようとした船があるほどの桁違いの巨体をほこる。

　こと水中では無敵の存在であり、他の幻獣族さえこのクラーケンには近づかない。

「出たぞ、あのバケモノだ！」

「全速前進、岸まで急げ！」

　そして新たに一隻。

　この湖を渡りきろうとした帆船めがけ、水底から浮かび上がる巨大な影があった。

「速い!?」

「だめだ、追いつかれる……！」

　風を受けた帆船が逃げていく。

　その船を、既にクラーケンは捕らえていた。水面から飛びだした触手が船の帆を掴つかみ、へし折って、さらには船体に何十本という触手を巻きつける。

　ミシミシと軋きしむ船体。

　怪物の力に船が耐えたのは数秒だった。多くの人間たちの悲鳴を残し、爆発じみた勢いで船が木こっ端ぱ微み塵じんに砕けちる。

　──幻獣族の英雄ラースイーエの命めいは『この水域で、何者の侵入も許さぬこと』。

　使命を果たした怪物が、暗き水底へと沈んでいく。

　否いな。沈んでいこうとした矢先に。

「──どこへ逃げるのかしら？」

　異常。

　クラーケンが沈んでいかない。それどころか徐々に浮かび上がり、半透明の巨体が空中に昇っていくではないか。

　何十トンという質量の怪物が、見えざる力に釣り上げられていた。

『ッッ!?』

「船は囮おとり。お前をあぶり出すため。人間の声が大きすぎると怪しまなかった？　録音した声を大音量で垂れ流していただけなのにね」

　船はハリボテ。

　人間を模した藁わら人形と、録音した声を流し続ける拡声器。そしてその船にはもう一つ、クラーケンにとって致命的となる罠わなが仕組まれていた。

「運命竜ミスカルシエロの刻印。船を握りつぶしたお前は刻印に触れた。よって──」

　告げるのはローブを羽は織おった人間の少女。

　少女は、水の上に裸足はだしで立っていた。

「私の聖痕が発動する」

　極彩色のガラスの檻おり──

　そう喩たとえられる光の格子がクラーケンを囲んで封じこめた。

　檻に閉じ込められた獣のごとく海の怪物がのたうち回るが、光の檻はそんな抵抗もお構いなしに縮小し、パンッと乾いた音を残して破裂した。

　消滅。

　わずか十数秒の出来事で、水すい棲せい生物最強の一角である怪物は湖から消えていた。

「封印お終しまい。楽なものね」

　風が、少女の前髪をなびかせる。

　愛らしい面影と三日月色の瞳を湖面に映して、少女は、再び水の上を歩きだした。

　光の足音──

　ヒトは湖面を歩くことなどできない。それを可能にする神秘の力が、少女の額に浮かび上がる光の痣あざだ。

　──『聖せい痕こん』。

　預言神に選ばれたものの証あかし。輝かしき法力が少女の全身を覆おおい、湖を歩いて渡るという奇跡を実現する。

「幻獣族を封印するって簡単ね。悪魔や天使と違って警戒心が薄いし、刻印を受けたことにも気づかないなんて」




『幻獣族すべての封印には、世界座標の[image: ]コードホルダーの力がいる』




　水面が波打った。

　小さな小さな波紋が生まれ、それが少女の足下に集まるように一つの形を描いていく。

　竜の頭部を。

　幻獣族クラーケンの巨体にも匹敵するほどの、巨大な竜の影──もしも他人が見れば、この影さえも幻獣族かと怯おびえていたに違いない。

『我が刻印に触れた者に対して、テレジアよ、お前の聖せい痕こんは無敵の力を発揮する』

「知っているわ」

　人間兵器テレジア・シド・フェイク──

　この世界のシドが見つめる先は、水平線の向こう岸。

「運命竜ミスカルシェロ、あなたには『封印』の力がある。預言神の力。墓所を起動するための力だって」

『相違ない』

「世界座標の[image: ]コードホルダーは創れないの？」

『…………』

　竜の影が押し黙る。

　静まりかえる水面に霧が立ちこめるなか。

『世界座標の[image: ]コードホルダーは、祈いのり子ごアスラソラカのみが創造できる剣だ。『墓所』を司つかさどる我の領分ではない』

「そう」

　頷うなずいて、テレジアはゆっくりと空を見上げた。

[image: ]

「世界座標の[image: ]コードホルダーの力がないと、五種族大戦を終わらせるのは難しいのかしら」

『あの剣は必要だ』

「いいわ。ところで、このまままっすぐでいいのね？」

『そうだ』

　預言神、運命竜ミスカルシェロ。

　その預言に導かれ、人間兵器テレジア・シド・フェイクは西を目指す。

『この先に[image: ]皇ラースイーエがいる』
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　時同じくして──

　シュルツ連邦、旧王都ラクガルシャの草原。

　幻獣族の巣に面したこの緑の大海原は、この連邦で唯一、幻獣族が群れをなして徘はい徊かいする縄張りとして知られている。

　人類反旗軍レジストの調査チームさえ迂う闊かつに踏みこめぬ最危険地帯。

　そう言われていたが──

「拍子抜けだな」

　短機関銃マシンピストルを握るその男は、たった一人で草原の風に身をゆだねていた。

　彫りの深い顔立ちに、鋭い眉び目もく。その声こわ音ねには王のごとき威厳がにじみ、他者を屈服させるに十分な凄すごみがある。

「幻獣族の巣から千メートルも離れていない最危険地帯。さぞとてつもない数の群れが押し寄せてくるかと思いきや」

　そこに身を隠しているわけではない。

　その男──傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラルは、この地の絶対君主であるかのごとく威風堂々と立っていた。

「……群れからはぐれただけか？　躾しつけが足りないな[image: ]皇ラースイーエ」

　背後の獣には振り返らない。

　地に倒れ、痙けい攣れんを続ける幻獣族カトブレパス。

　ガスマスクさえ効かない猛毒の息吹いぶきをまき散らし、西シユルツの都市を次々と蹂じゆう躙りんした災厄の獣である。それが毒を噴きだす間もなく倒れている。

『アーカイン。この時代の「シド」よ。私の「威光ちから」の具現よくぞ使いこなしたものだ』

　厳いかめしい老人の声が、どこからともなく響きわたる。

　吹きすさぶ風に草がなびき、緑の大海原に風紋を描いていく。アーカインの足下に浮かび上がったソレは、巨大な頭部のようだった。

　古代彫刻の、その石像のように厳めしい老人の、頭部。

『その銃、ゆめゆめ手放さぬことだ。それが預言神わたしから人間おまえに与える「神秘」である』

「知っている」

　硝煙を燻くゆらせる短機関銃マシンピストル。

　その先端には、人間の機械兵器には決して無い法術の光が灯ともっていた。

「光こう帝ていイフよ。これで[image: ]皇ラースイーエを仕留められると？」

『お前ならば』

　自信に満ちた声が、続ける。

『だが急がねばならぬだろう』

「奴ラースイーエが気づく前に、か？」

『さらなるシドが近づいている』

「…………人間兵器テレジア。運命竜ミスカルシエロの使いぱしりか」

　アーカインが片目を吊つり上げた。

　巨獣カトブレパスに襲われた時も微動だにしなかった鋭利な眉び目もくが、今は誰の目からも明らかなほど不機嫌に歪ゆがめられている。

『東から。深き湖を渡りきろうとしているな』

「オパールレイクか。あの湖には守護獣クラーケンがいると聞くが？」

『既に仕留めた。驚くことではない。あの人間もお前と同じ、預言神に選ばれたシドであるがゆえ』

「…………」

『案ずるな。この世界のシドはお前だ、アーカイン』

「案じている？　違うな光帝イフよ、俺が思案していたのは三体目の預言神のことだ」

　傭よう兵へい王おうとして知られるシドが、まっすぐ北を指さした。

　北の連邦を──

「祈いのり子ごアスラソラカ。奴やつの力は本物なのか？」

『そうだ。我々三柱のなかで、世界座標の[image: ]コードホルダーを生みだすことができたのは祈子アスラソラカのみだった。あの剣のみが世界輪りん廻ねに対抗できる』

「…………」

『アレは異端だ。預言神のなかでも私や運命竜ミスカルシエロとは違う。気になるか？』

「出くわすのが楽しみだ。いったいどんなバケモノか」

　傭兵王の唇に滲にじむのは冷笑。

「追跡を続行する。光こう帝ていイフよ、[image: ]皇ラースイーエの塒ねぐらはこの先だな？」

『相違ない』

「ラースイーエ、今日ここで貴様の運命は終わる」

　預言神、光帝イフ。

　その預言に導かれ、傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラルは西を目指す。
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　ウルザ連邦、国境付近。

　未解析神造遺跡メガリスとして佇たたずむこの遺跡の内部には、何もない。

　ここは閉じられた石の宮。

　光は差さず、風が入ってくることもない。時間だけがゆっくりと確実に流れていくが、この閉鎖された空間では時間を測る術すべもない。

　どれだけの時が過ぎたのか。

　幾千幾万の夜を迎え、朝を迎えたことだろう。

　預言神の一柱である祈いのり子ごアスラソラカは、いつしか時を測ることをやめていた。それが何十年前のことかは自分にもわからない。

『永かった。心がすり切れるほどに』

　壁と同化した台座──

　頭からローブを羽は織おった人間の女性像から、声は響いていた。

『……もうすぐ終わる。五種族大戦が終わって、預言神としての私の意味も世界座標の[image: ]コードホルダーの役目もじき終わる』

　そう。

　これからの五種族大戦の結末は、もう確実同然になっている。これから先どんな不測が起きようと未来は変わらない。

　もはや祈子アスラソラカの意志に関わらず、だ。

『なのに……なぜ私はあんなことを言ってしまったのでしょうか……』




〝リンネ、あなたと同じですよ。私の方がずっと古代に生まれた個体ですが〟

〝その力、制御できぬうちに使いすぎないことですね〟




　嘘うそは言っていない。

　だがリンネに教える必要のない真実だった。

　他の預言神にさえ伝えていない。祈子アスラソラカの胸中にだけ秘めておけばいい秘密であったはず。それなのに──

『カイ』

　込められた感情は、嘆き。

『あなたは世界座標の[image: ]コードホルダーを手にするべきではなかった……あなたがいるから私がおかしくなってしまう。要いらぬ秘密まで喋しやべってしまうから』

　親愛感？

　違う。その本質は憎しみだ。リンネと自分を巡り合わせた人間に対する憤怒によって、祈いのり子ごアスラソラカは真実を喋しやべりすぎてしまった。

『……いえ。もう過ぎたこと』

　石の聖堂にこだまする、慈悲深き女神の声。

『もうすぐ世界座標の[image: ]コードホルダーも役目を終える。五種族大戦が終わるのですよ、カイ』

　預言神、祈子アスラソラカ。

　ここに預言を与える者はいない。それでも虚空に語り続けるのは、「彼女」が数百年の孤独に耐えるための独白だった。





[image: ]
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　鈴すず蘭らんの大群生地──

　動く人類特区ヒユーマンシテイ『ラ＝イーシャ』の組み立てプレハブ式拠点で。

「ミン殿か、俺だ」

『バルムンク殿ですか!?　あ、あのええと……ジャンヌ殿は……？』

「合流した」

『本当ですかっ！』

　まだ幼い少女の声が、通信機を伝って響きわたった。

　西シユルツの人類反旗軍レジストを束ねる指揮官ミンストラウム・シュルテン・ビスケッティ。

　まだ十四歳ながらも、優秀な補佐たちと共に人類反旗軍レジストを支えている。

『そ、それはこの上ない吉報です。北ウルザの皆さまも喜んでいることでしょう』

「うむ。報告事がもう一つ。今こちらは北ウルザと南ユールンの連合軍を再編したところだ。総員で傭兵王アーカインの後を追う』

『っ！　や、やはりそう決断されますか……』

「幻獣族の巣が危険極まりないと言ったのは貴官だぞ。実際、俺たちも奴やつらの群れに襲われた身だ。あの脅威は肌にしみている。アーカインとて単独行動は危険だろう」

『……お、仰おつしやるとおりです』

「ミン殿には電波塔そちらを死守してもらいたい。俺たちが巣に接近することで奴らが激怒し、襲ってくる可能性がある。持ちこたえてもらえるだろうか」

『も、もちろんです！　こちらも頑張ります！』

　数秒の沈黙。

　そして通信機の向こうから、少女のすっとんきょうな悲鳴がこだました。

『あああっ!?　だ、ダメですバルムンク殿。そ、そうでした……鉄屑の町アギトの鉱山にあの鋼はがねの怪物が大量に現れているんです。そちらを先に対応しなければ！』

「手は打った」

『……へ？』

「ジャンヌ殿が北ウルザから十分な戦力を連れてきた。鉄屑の町アギトで逃げ遅れた人間の救出作戦は、こちらで並行して決行する」

『な、なんと！』

「こちらからの報告は以上だ。……うむ、互いに無事で。すぐにまた会おう」

　通信を切る。

　大型通信機を抱えた部下二名が退室するのを見届けて、バルムンクは部屋の隅に座っているもう一人の指揮官に声をかけた。

「聞いてのとおりだジャンヌ殿」

「…………」

「おいジャンヌ殿。平気か？　意識は？」

「……意識はぎりぎり。でも平気では……ありませんね……」

　ソファーに腰掛けた姿勢で前のめりになり、ジャンヌは床を見つめたまま動かない。

　動けないのだ。

　歯を食いしばって全身の「気持ち悪さ」に耐えるだけで精一杯。バルムンクの前だから気丈でいるが、一人なら呻うめき声ごえを漏らしていただろう。

「やはりあの夢魔サキユバスの呪のろいか!?」

「ええ……あの悪魔め……やってくれたなと……」

　既にこの場を離れた悪魔の顔を思い描き、ジャンヌは拳を握りしめた。




〝とっておきの術を仕込んであげる〟

〝どこにいても私と繋つながっていられる呪術よ〟




　機き鋼こう種しゆに挑むカイ。

　幻獣族の調査におもむくジャンヌ。

　何百キロと離れた両者が、いつでも状況を把握するための仕掛けがある。

　──夢魔サキユバスの呪術『伏魔殿パンデモニウム』。

　──獲物の生気を奪い続ける、一種の寄生。

　この呪のろいにかかった獲物は悪魔の目から逃れられない。

　今回はその呪いをあえてジャンヌが受け入れたことで、術者の夢魔姫サキユバスロードはいつでも獲物ジヤンヌの居場所を把握できる。

「……っ、やはり気味が悪い」

　通信兵たちは気づかなかった。

　ジャンヌの足下の影が、まるで蛇のようにグネグネとのたうち回っていることに。

　これが呪いにかかった証拠。

　……夢魔姫サキユバスロードは、これで私の居場所が手に取るようにわかる。

　……逆にこの呪いが勝手に解けるような時があれば、夢魔姫サキユバスロードに何かがあったと。

「ジャンヌ殿、唇がだいぶ土気色だぞ……」

「ずっと身体からだの奥が弄いじられている。そんな気持ち悪さのせいで目眩めまいがしますよ」

　呪いは、ジャンヌの体内に埋め込まれている。

　身体の内側──肺や胃、背骨などあらゆる部位を悪魔の手に愛あい撫ぶされているような感覚のせいで、寒気と吐き気が止まらない。

「バルムンク殿、総指揮官はあなただ。この体調では、私はまともな判断ができる気がしないので」

　額からしたたり落ちる脂あぶら汗あせを手で拭う。

「花琳フアリン、出発まであと何時間だ？」

「一時間後です。それまで横になられてお休みになっていた方が……」

「寝たって悪夢しか見ないさ。それが呪いというものだ」

　血が噴きだすほどに唇を強く噛かみしめ、意識を保つ。

　自分の荒い吐息を聴きながら。

「便利な術と聞いたから引き受けたのに、やはり悪魔だな。性格が悪い……！」

　霊光の騎士ジャンヌは、天を仰いだ。
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　シュルツ連邦の三地点を目指す三戦力。

　南──指揮官ミン率いる、シュルツ人類反旗軍レジスト拠点。

　西──傭よう兵へい王おうアーカイン。そしてそれを追うジャンヌとバルムンク両部隊。

　東──異種族たちの「寄せ集め」。

　この中でもっとも異彩を放つ集団は？　と問われるならば。

　間違いなく三番目。

　蛮神族エルフと悪魔族サキユバスと混血種リンネをカイが引き連れるという、とうてい洗練された部隊とは言えない集まりだ。

「くり返すけど、鉄屑の町アギトでの最優先は機き鋼こう種しゆに占領された町から住民を避難させること。機鋼種の掃討はその後になる」

　地図と睨にらめっこ。

　しばしの黙考を挟んでから、カイは隣の運転席に振り向いた。

「うん、やっぱり俺一人じゃ統率は難しそうだ。そんなわけで助かるよサキ、アシュラン。住民の救出には人手がいるし」

「だ、か、ら！　どうして俺らがここにいなきゃいけないんだよ!?」

「いやぁぁぁぁぁ!?　アタシまだ死にたくないわ、お父さんお母さん助けて！」

　運転席で頭を抱えるのはアシュラン。

　そして後部席の端っこでも、両りよう膝ひざを抱えるようにして震えるサキがいる。

「これならジャンヌ様のお供の方がまだマシよ。向こうは偵察でもこっちは百パーセント戦闘勃ぼつ発ぱつじゃない。しかも六番目の種族？　機鋼種？　何よそれ、もう絶対終わったわ。しかもよりによって悪魔と一緒だなんて…………」

「心配性ねぇ」

「ひぁっ!?」

「怖いのは機鋼種？　それとも私？」

　甘くささやくような声は、サキの隣から。

　人類反旗軍レジストの服を着た夢魔姫サキユバスロードが、サキの肩に自分の腕を絡めるようにして。

「大丈夫よぉ。そんな怖さなんて忘れるくらい可愛かわいがってあげる」

「いやぁぁぁぁぁぁっっっっ!?　呪のろわないで、食べないで、近づかないでぇ！」

「あはは楽しいわねお前。そういう反応好きよ。サキっていうのね？　いつもよりもっと念入りに遊んであげようかしら」

「サキお気の毒に」

「ちょっとアシュラン!?　アンタ運転席で離れてるからって見殺しにする気!?」

「俺は運転で忙しいんだよ」

　偵察戦闘車ガントラツクが山の斜面を突き進む。

　──鉱山へ。

　大型運搬車トラツクに頑丈な装甲を施して、屋根の部分に機関砲を搭載した物々しい車両である。これが遠征なら荷室トランクにこれでもかと物資を積んで走行するが、いまは空っぽ。ここが町の住民が乗るためのスペースだ。

「リンネ、レーレーン！　アンタたちも知らんぷりしてないで助けてよ！」

「わたし夢魔姫ソイツ嫌い」

「ワシもじゃ。できるなら口もききたくないの」

「なおさら助けてちょうだいよっ!?……うぅ、あんまりだわ……誰もアタシを助けてくれないなんて」

「サキ」

「カイ、助けてくれるの!?　やっぱりカイだけね、信じてたわっ！」

「もう鉱山地帯に入ってる。シートベルトを締めた方がいい」

「期待させといてそれ!?」

　ガタン、と。

　坂道を駆け上がる偵察戦闘車ガントラツクの車体が大きく傾かしいだのは、その時だ。

「ちょっとアシュラン、運転が荒すぎよ」

「道のせいだって、何だこの穴だらけの道は!?」

　クレーターじみた穴が坂道の至るところに空いている。

　通常の自動車タイヤであれば窪くぼみに嵌はまっていただろう。

「サキとアシュランは、機き鋼こう種しゆを目にしたことは？」

「いや全然。俺らはミン指揮官殿から報告を受けただけで、あとは幻獣族とひたすら睨にらめっこしてただけだぜ……ってことは」

「これがその足あし跡あとだ」

　地底から這はい上がってきた痕あとだろう。

　いくつもの足跡が鉄てつ屑くずの町アギトへと向かっている。それを追って坂道を進んだ先で、カイが目にしたのは黒い水たまりだった。

「むぅ。何じゃあれは？　カイよ、あれは泥の水たまりか？」

「どうかな。それにしちゃ黒すぎる」

「……カイ、あれ臭いよ」

　リンネが指さし。

　怪しいという意味での「臭い」？　一瞬カイがそう思いかけた矢先に、わずかに開けた車窓から鼻をつく刺激臭が飛びこんできた。

　……この噎むせるような強い臭い。

　……燃料油フユエルか!?

　炭鉱の機械を動かすための燃料だろう。

　なぜ山の斜面に撒まかれているのか。しかも車の通行を遮るようなかたちで。

「まさか……」

　脳裏をよぎる悪寒。

　カイの想定した未来は、わずか数秒後に現実となった。




『露天鉱弾マイン・バレツト』




　機き鋼こう種しゆからの銃声が響きわたる。だが真の恐怖は偵察戦闘車ガントラツクをかすめる銃弾ではなく、発砲に伴う火花そのものだ。

「アシュラン、止めろ！」

「くそっ……だめだ間に合わねぇ！」

　急ブレーキは間に合わなかった。

　大量に撒かれた燃料油フユエルに火花が引火。燃えさかる火炎が斜面の道を瞬またたく間に呑のみこんだ。

　フロンドガラスが炎一色に塗りつぶされる。

　……罠わな!?

　……この斜面一帯が包囲されてる！

　車窓の先で。

　蠢うごめく鋼鉄色の怪物が、ゆらめく炎の先に浮かび上がった。

「全員飛び降りろ！」

「え？　ちょ、ちょっとそんないきなり──きゃっ!?」

「あははっ、いい顔。お前ホントに楽しい人間ね。まだまだ楽しめそうだから一回だけ助けてあげる」

　サキを後ろから掴つかんだ夢魔姫サキユバスロードが、窓を突き破って空へと飛び上がる。その瞬間だけをかろうじて視認し、カイも車の扉を蹴り開けた。

　外へ。

　火花で染まった空と赤茶けた道、そして猛烈な炎の熱波。

「アシュラン！」

「やべぇ、こっちは二体だ！」

　左右反対に飛び降りたことで、アシュランは偵察戦闘車ガントラツクの向こう側。

「レーレーンちゃん、あんたエルフだろ。何とかしろよこのデカブツ！」

「わ、ワシの後ろに隠れるでない！　こいつら法術を使わんからワシの苦手な敵なのじゃ。主ぬしこそ銃で応戦せんか！」

　続いてエルフの悲鳴。

「アシュラン、レーレーン!?」

「カイ、囲まれてる！」

　リンネの警鐘に従って身をひるがえす。

　地響きをともなう鈍重な足音は前後から。これで二体。アシュラン側にも二体ならば、この斜面で四方を囲まれた？

　……炎に紛まぎれて敵の姿が見えない。

　……戦って倒すにしても四体は多すぎる！

　悪魔の墓所で一体でも苦戦したのが機き鋼こう種しゆだ。ジャンヌとリンネが銃弾を受けて倒れ、カイ自身も危なかった。

「さ、私の忠実な小鳥ちゃん」

　悪魔の声。

　青ざめた顔のサキを片手で軽々と抱えながら、翼を広げた夢魔姫サキユバスロードハインマリルは、悠然と空に浮かんでいた。




　──この世界を奇声で満たせ。




　真っ赤な空が、突如として無数の影に黒く塗りかえられた。

　魔獣。

　悪魔が飼い慣らす獣は数多あまたいるが、その中でも首が二つあるという奇怪な鳥は、カイの知るかぎり一種しかいない。

「……あの死戦の[image: ]モリガンか!?」

　正史の五種族大戦で──

　最後まで「撃破不能」で終わった伝説の魔獣。それを使い魔とする上位悪魔が、まさかこんな身近にいたとは。

「な、何なのこのカラス!?」

「うおぉぉぉぉぉぉぉっ、な、何なんだよ次から次へ！」

「止まれリンネ、アシュラン！　攻撃するな。こいつら無限に増殖する」

　古くからの伝説だ。

　二首をもつ不気味な鴉からすが襲ってきたので、狙撃手がそれを撃ちぬいた。

　銃弾は鴉を射貫いたが、次の瞬間、その鴉から抜け落ちた羽が無数の鴉となって人間に襲いかかったという。

「機鋼種おまえたち、どうせ音と視界でしか獲物を判別できないんでしょ？　法力を感知する器官はなさそうだしねぇ」

　四体もの鋼はがねの怪物を、遙はるかな高みから見下ろす夢魔姫サキユバスロードハインマリル。

「埋めつくせ。動けないようにしてやりなさい」

　鴉からすが動いた。

　空を埋めつくす何千体という群れが旋回しながら急降下。機き鋼こう種しゆたちの視界を覆おおい塞ふさぐように降ってくる。

『カカッ』

『カカカカカカカカッッッ』

『カカカカカカカカカカカカカカカカッッッ』

　そのおびただしい奇声に、カイは反射的に後ずさっていた。

　……耳を塞いでも聞こえてくる!?

　……なんて奇怪な鳴き声だ。

　鼓膜から浸透して頭の中へと入り込んでくる。

　この鳴き声に何らかの力、あるいは呪じゆ詛そが宿っているのか。それともあまりに不気味で大音量の鳴き声に気け圧おされているだけなのか。

　それはカイにもわからないが──

　この獣の声は、聞く者の精神をかき乱す。

「な、なんじゃこの声は！」

「うるさい─────っっ！」

　聴覚に優れたレーレーンとリンネがたまらず逃げる。

　それも当然。この死戦の[image: ]モリガンは、本来ならば蛮神族との戦いに備えて悪魔が飼い慣らした魔獣と目されているからだ。

『ッッ』

　鋼鉄の豪腕を振り下ろす。

　飛びかう死戦の[image: ]モリガンの一体を粉々に粉砕するが、それは無数に分裂したものの一体。本体を倒さぬかぎりこの怪鳥は増殖し続ける。

　鋼はがねの巨人が、何千羽という鴉によって視界を封じられている間に──

「こいつら硬いから手間なのよねぇ。まとめて倒すなら大技コイツがいいわ」

　チチッ……と唸うなる大気放電。

　悪魔の手から放出された瘴しよう気きが固まり、赤黒い大おお鎌がまが形成されていく。

「十秒あげる」

　サキを片手で吊つり上げたまま。

　翼を広げたハインマリルが、満面の笑えみで宣言した。

「地そ面この全員。輪切りにされるか地べたを這はうか、選びなさい」

「な、何じゃと!?　どういうことじゃ！」

「いーち、にぃー、十。はいお終しまい」

「どこが十秒じゃ!?」

　カイたちが一斉に身を伏せたことを察した機き鋼こう種しゆたちが、そこへ銃弾の一斉射撃。

　その弾丸ごと──

「魔ま刃じんよ、なぎ払え」

　黒い鎌かま鼬いたち。

　空が真っ二つにずれた。そんな錯覚さえ引き起こす大規模な空間の切断が、地に伏したカイの頭すれすれを通過した。

　ぞっと怖おぞ気け立つ。

　自分には髪の毛一本さえ触れていない。なのに身体からだを大おお鎌がまでえぐられたような寒気に、全身が粟あわ立だったのだ。

「……ふん。悪魔らしい法術じゃ。破壊しか能が無い……が……」

　押し殺したレーレーンの呟つぶやき。

　上半身を両断された機鋼種たちが倒れるのを見届けながら、エルフの巫み女こは釈然としない表情で吐き捨てた。

「破壊だけは立派じゃな」

「エルフってホント態度だけは大きいわねぇ」

　砂さ塵じんが舞うなか、悪魔の少女が降下してくる。

「ねえサキ。どうだった？　怖かった？　怖がってくれたら嬉うれしいわぁ」

「…………」

「あ。首掴つかんでたから息ができなかった？　ねえねえ、生きてる？」

　真っ青な顔のサキを乱暴に手放して、夢魔姫サキユバスロードが地表を見わたす。

　いまだ燃えさかる炎の斜面。そこに横たわっている鋼はがねの巨体二つを見つめ、悪魔は忌々しげに舌打ちしてみせた。

「残念。数が少ないわね」

　四体のうち、倒れているのは二体だけ。

　残り二体は砂塵に紛まぎれて地下に潜っていった。胴体をなかば切断されかけていたことを考えればぞっとする程の生命力だ。

　しかしそれ以上に──

「こんな罠わな、そうそう簡単に思いつくか？」

　地表の黒い液体を、カイは指先ですくい取った。

　燃料油フユエルが燃えることを熟知し、それを山道まで運んで撒まいておく。人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが咄とつ嗟さに思いつく戦術と同レベルだ。

「……厄介だな。機鋼種やつらは、俺たちが思ってる以上に頭がいい。しかもこの燃料油フユエルみたいに、人間の知識をどんどん吸収してる」

「ん？　それって大事なこと？」

　悪魔の少女が、斜面の奥にうっすらと見える人類特区ヒユーマンシテイを指さした。

「あの町で人間を見つけて、あとは機鋼種やつらを片っ端から潰つぶすだけ。今さら知恵があるとか知識を蓄えてるとか、無意味な話よ」

「疑問に思わないか？」

「何がよ」

「奴やつらに知恵があるってことは、奴らがあそこに留とどまってることにも理由がある」

　人類特区ヒユーマンシテイ『鉄てつ屑くずの町アギト』。

　双眼鏡で見る町は人影こそないが、たとえばウルザの王都のように全てが破壊されて廃はい墟きよ化しているわけではない。

「奴らは包囲で留めている」

「え？」

「あんな小さな人類特区ヒユーマンシテイ、潰そうと思えば一夜で足りる。町が無事ってことは、機鋼種やつらが現れた理由は人間の殲せん滅めつじゃない。サキは何だと思う？」

「え？　えっといきなり聞かれても……アシュラン交代！」

「おいおい……いや、だから人間側の抗戦が頑張ってるからじゃねえの？」

「俺もその可能性は考えた。考えたけど」

　一方で。

　そこに違和感を覚えている自分がいることも、確かなのだ。

「あ──」

　前触れなく、夢魔姫サキユバスロードが口を開いた。

　背後の下り坂の方をじっと凝視して、そして。

「大群が押し寄せてくる」

「なんじゃと!?」

「え、待って。わたし臭い全然感じないよ」

　リンネとレーレーンが慌ててあたりを見まわすが、悪魔はそれには無反応。カイの目にも機き鋼こう種しゆらしき姿は映らない。

　だとすれば悪魔の意図は……

「……まさか」

　出発直前、夢魔姫サキユバスロードがジャンヌに仕掛けた呪のろいがあった。

　通信の届かない遠距離であっても、人類反旗軍レジストの状況がわかるようにと。

「向こうか!?」

「正解。呪じゆ紋もんを伝って幻獣族の雄お叫たけびが聞こえるわぁ。それもすごい声。あと人間たちの銃声も」

「ちょ、ちょっと！　アタシらのジャンヌ様は無事でしょうね！」

「生きてるんじゃない？　でもこれだけ幻獣族が集まってるってことは、誰かが幻獣族の巣を突いたわね。あー無理。『撤退だ』って声が聞こえるけど、逃げられるわけないのに。あの幻獣族が巣に踏み入った敵を許すわけないでしょうに」

「……嘘うそでしょ」

　血の気を失うサキ。

　ふらりとよろめく彼女の手を、カイより先に掴つかんで持ち上げたのは夢魔姫サキユバスロード本人だ。

「なんちゃって」

「……え？」

「ホントは最後まで黙ってようかと思ったけど、お前にはずいぶん楽しませてもらったから自慢のついでに教えてあげる」

　片目をつむってウィンク。

　それはおそらく、人間の敵たる夢魔姫サキユバスロードが初めて人間に送る、気まぐれな茶ちや目めっ気けの表れだった。

「私の『伏魔殿パンデモニウム』は特別製よ。あの獣どもはもう罠わなにかかってる」





　　　　３






　時を、半刻ほどさかのぼる──




　旧王都ラクガルシャ。

　雄大な原生林に臨むその都は、世界の最危険地帯の一つに数えられる。

　噴き上がる硫い黄おうの湖アートオーズ。

　突き刺さる死針のオーオー・ラ山脈。

　呑のみこむ流砂のヴァン・トマラ大砂漠。

　そしてここ「幻獣族の巣」旧王都ラクガルシャ。そこに近づくだけでも命の保証はなく、探検しきった者はいないという。

　ひとたび幻獣族の嗅は覚なに見つかれば、時速百キロ超の速度で追跡してくる。

　限界接近距離三千メートル。そこにキャンプを用意した上で、小回りのきく軍用自動車かモーターバイクで偵察に向かうのが調査の指針。

　そのはずが。

「どういうことだ!?」

　傭よう兵へい王おうアーカイン、キャンプ地。

　ひときわ大きな作戦本部の前で、獅し子し王おうバルムンクの怒声が響きわたった。

「アーカインの奴やつがここにいないだと」

「はっ。先ほど七名の親衛隊と共に向かわれました」

　脅しめいた口調で迫るバルムンクだが、眼前の男──アーカインの部下は動じる素そ振ぶりがない。

「私からも訊ききたい」

　護衛の花琳フアリンを連れ、ジャンヌは一歩前に出た。

「アーカイン殿が旧王都ラクガルシヤへ偵察に向かったと？　だが見たところ偵察用の車は残っている。別の目的地でもあるのか？」

「ご慧けい眼がんです」

　淡々と応じる部下の一人。

　彼が指さしたのはキャンプ地の奥に広がる原生林だ。

「向かった先は、あの原生林の向こうにある火山湖クレーターレイク。古いにしえの時代、天から神が降りた時に生まれた湖として信仰されていたそうですが」

「火山湖クレーターレイク？」

　ジャンヌにとっては初耳だ。

　原生林は目の前に広がっているし、地図でも事前に確認していた。だが火山湖クレーターレイクについては何も怪しい噂うわさを聞いていない。

「それはどうしてだ。目的は幻獣族の巣ではないと？」

「ラースイーエの塒ねぐらがそこにある、これはアーカイン様の推測ですが」

「……っ」

　あの獣人の居場所を特定した？

　それが本当ならシュルツ人類反旗軍レジストにとってこれ以上ない朗報だが、ジャンヌの心中に浮かんだものは靄もやのかかった疑念だ。

　……ただの推測ですって？

　……冗談じゃないわ。そんな曖昧な根拠で単身向かうわけがない。

　幻獣族の巣と隣接した危険地帯で、そんな不合理な判断をする男とは思えない。

　とすれば、ラースイーエの塒を特定できた理由は別にある？

　なぜ素直に教えられない？

　……今まで誰も知らない塒のありか。

　……なぜ傭よう兵へい王おうアーカインだけが知り得たの？

　単なる推測ではあるまい。

　確信に近い予感をもたらすようなものが、あるとすれば──




〝わたしは預言を与えるだけの存在です〟

〝シドの活躍の後ろには、シドに助言を与えたものがいる〟




　これが預言神の導きか？

　カイがこの場にいないことに、ジャンヌは内心で歯は噛がみした。ここに彼がいればきっと自分の直感を後押ししてくれたのに。

「すぐに追う。奴アーカインの経路を教えてもらおう」

　獅し子し王おうバルムンクの、押し殺した怒声。

「奴アーカインの狙いはおそらく奇襲だ。少数精鋭でもってラースイーエの寝首を掻かく気だろうが、あまりに博ばく打ちが過ぎる。ジャンヌ殿、奴アーカインを追いかけるべきと考えるが」

「異存ありません」

「聞いての通りだ。総員急げ！」

　その場の全員が再び軍用車へ。

　傭よう兵へい王おうシドの追跡。キャンプ地の奥に広がる原生林を突っ切って、その奥に連なる山を目指す。

「……ジャンヌ様」

　花琳フアリンのささやき。

「予定が違います。本来ならキャンプで休むご予定だったはずですが」

「事情が事情だ」

　降りたばかりの軍用車に再び乗りこむ。

　それだけで息が苦しいのは、間違いなく夢魔姫サキユバスロードの呪術のせいだ。一秒、また一秒と全身が消耗していくのがわかる。

　……それに、気のせい？

　……足下の影の蠢うごめき方が激しくなっていってる？

　呪法『伏魔殿パンデモニウム』にかかった者は生気を奪われ続ける。

　それ以外の呪のろいも仕組まれているのだろうか。既に術をかけられたジャンヌにとっては、もはや耐えしのぶ以外の選択肢が残っていない。

『全軍、ついてこい！』

　バルムンクの車を先頭に、原生林へ。

　壁のように分厚い藪やぶを突っ切っれば、もう木こ漏もれ日びの降りそそぐ大樹の迷路だ。

『幻獣族の巣に接している森だ。奴やつらと遭遇しても構わず突き抜ける。戦うな、森のなかでは奴らは身動きとれん！』

　幻獣族は森を好まない。

　かつてエルフの森を巨獣ベヒーモスが襲った時もそう。密生する大樹が柵となって立ちはだかり、動きを封じたことがある。

『ミン殿、ちと想定外のことが起きた』

　指揮官間の会話が、一斉通信として全車両にこだまする。

『奴アーカインの狙いは幻獣族の調査ではなかった。あの男はおそらくラースイーエへの奇襲を狙い、火山湖クレーターレイクに向かっている』

『え!?　ど、どういうことですか……？　旧王都ラクガルシヤの調査のはずじゃあ!?』

『俺も知らん。奴アーカインと合流してたっぷりと聞くが、とにかく報告としては、俺たちもそこに向かう。いいな』

『えええっ!?　あ、あの幻獣族の英雄と戦う気ですか！』

『そうなれば奴アーカインを担いで逃げる』

　ユールン人類反旗軍レジストの指揮官は、一切の迷いなくそう言いきった。

『一度遭遇したことが幸いしたな。あの獣人は完全なバケモノだ。この場に搭載している砲弾では仕留めきれん。火山湖クレーターレイクが本当にラースイーエの塒ねぐらなのか、それだけを確かめて撤収する』

『そ、それならば異論ありません、どうかご健闘を！』

『互いにな。俺たちの留る守すの間、本部の守りは貴官らにかかって………………む？』

　通話中であるにもかかわらず。

　指揮官バルムンクが何かを察知し、そして訝いぶかしげな声が伝ってきた。

『なんだこれは！』

「っ。眩まぶしい!?」

　強い陽光にまぶたを焼かれた。

　ありえない。ここは原生林のまっただ中だ。木こ漏もれ日び以外に日ひ射ざしが入ってくるはずがない。誰もがそう疑問を抱き、そして言葉を失った。

　──森はなかった。

　目の前のすべての木々がなぎ倒され、食い荒らされ、落ち葉の積もった土壌が痛々しく露出していたのだ。

「……土の臭いが強い。幻獣族の仕し業わざとすれば、まだ近くにいるはず」

　窓を開けて、花琳フアリンが外を覗のぞきこむ。

「バルムンク指揮官、全速力でこの一帯を通り抜けることを提案します。余計な木々がなくなったので直進が可能です」

『同感だ。これが幻獣族の仕業なら、とてつもない荒くれ者だろうしな』

　目の前の山脈を越えた先に火山湖クレーターレイクがある。

　全車両がアクセルを踏んで加速。その瞬間に、ジャンヌとバルムンク、そして後続車の兵たちすべての視界がひっくり返った。




　──獣の咆ほう吼こう。




　車が横転した。

　それに思い当たったのは、窓に映るのが地平線ではなく真っ青な空だったからだ。だが、その景色もすぐに土煙によって覆おおい隠される。

「土の中に身を隠していたのか!?」

　地竜ティターン──

　竜ではあるが翼をもたない。むしろその平たく巨大な頭部は、地を這はうワニに酷似していると言えるだろう。決定的に違うのは大きさ。

　その名が伝承の巨神タイタンに由来するほど、桁違いに巨大なのだ。

「私たちはこいつの背の上を走っていたのか!?」

　地中で待ち構え、その上を通った人類反旗軍レジストの車を跳ね上げたのだ。

『ぐっ……そ、総員脱出しろ！』

　横転した扉を内側から蹴りあけて、バルムンクが外へ。

「ジャンヌ様！」

「わかっている！」

　横転によって扉が変形。動かないとみるや花琳フアリンが速やかに窓ガラスを破壊する。

　窓から外へ。

　──猛烈な目眩めまい。

　わずか一秒。ジャンヌが意識を失っていたのは通常ならば取るに足らない時間だったが、この窮地にはあまりに長い隙だった。

「ジャンヌ様!?」

「…………っ、こんな時に……手を貸してくれ花琳フアリン……！」

　花琳フアリンの手を掴つかんで外へ這い出る。

　……冗談じゃない。ここに来て。

　……まさかハインマリル、これが本当の狙い!?

　心臓がきゅっと締め上げられる痛み。

　全身の痙けい攣れんが止まらず立ち上がることもできない。紛まぎれもなく、ジャンヌに取り憑ついている呪術の苦痛ゆえにだ。

　明らかに話が違う。

　こちらの居場所を発信するための呪術であったはずが、まさか幻獣族に人間ジヤンヌを仕留めさせるつもりの呪のろいだったのか？

「だめです、機関銃マシンガンでは奴やつの鱗うろこに弾はじかれます！」

「擲弾銃グレネードガンだ、手持ちの手榴弾グレネードも片っ端から投げつけろ！」

「……き、効きません！」

　兵士たちの悲鳴が満ちる。

　火が効かない。鱗うろこのスキマからしみだす粘液に阻まれて、炎も爆風も地竜ティターンの皮ひ膚ふにまで届かない。

「ぐっ、お、おい……さっさと出てこんか！　こういう時の貴様だろうが！」

『頭が悪い』

　割れたペンダント。

　涼しげな少女の声は、地竜ティターンの陰からだった。

『話しかけたら鏡キヨウ光コが隠れているとバレる』

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コが手をかざす。

　その透明な指先が触れた瞬間、荒れ狂う竜が動きを止めた。

　──万ばん象しよう鏡きよう化か『氷』──

　ピシリッ、と響く冷たい音色。

　地竜の鱗からにじみ出ていた粘液が瞬またたく間に凍りつき、その巨体を絡めとる氷の茨いばらとなって全身に巻きついていく。

『────────ッッ』

　蜘く蛛もの糸に絡み取られた獲物のごとく、猛烈な土砂を吹き上げて倒れる巨竜。

　その巨竜を──

　空からの巨大な影が塗りつぶした。見上げた屈強な傭よう兵へいたちが、銃を向けるのも忘れて呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　そこにいたのは、溶岩のごとく赤黒い亜竜ドレイク。

　猛然と飛ひ翔しようしてきた新たな竜が、顔が裂けるほどに大きく口を開いていたのだ。火か焔えん流と呼ばれる灼しやく熱ねつの息は、都市一つを一夜で焼きつくす。

「どうなっている!?　亜竜ドレイクまで俺たちを嗅ぎつけ────むぎゅっ……」

『うるさい屈かがめ』

　──万ばん象しよう鏡きよう化か『海』。

　ボンッ、と風船のように六元鏡光の拳が膨らんだ。

　凍りつく拳を地上から振り上げて、亜竜ドレイクの息吹いぶきを、その巨大な拳で殴り消す。

『……最悪っ。せっかく再生した細胞が』

　右手の拳が蒸発した。

　しかし引き換えに、地上の人類反旗軍レジストを焼きつくすはずだった炎は消し飛んだ。誰もが思わず胸をなで下ろすなか──

「ジャンヌ様お下がりください、奴ドレイクの狙いは我々ではありません！」

　花琳フアリンが吼ほえた。

　ハインマリルの呪のろいによって膝ひざをつくジャンヌを庇かばい立つ護衛は、この場の誰より先に気づいていた。

　幻獣族は、ただの獣にあらず。

　獣人ラースイーエを筆頭に、凶暴さと狡こう猾かつさをあわせもつ地上の覇者ゆえに。

『……しまった』

　顔をしかめる六リク元ゲン鏡キヨウ光コが見上げたのは、氷の蔓つるから解き放たれた地竜ティターンだった。

　亜竜ドレイクの息吹いぶきだ。

　灼しやく熱ねつの熱波で、六元鏡光の氷を溶かす。たとえ息吹そのものを防がれようと、拘束された地竜は解放された。

『いまの息吹は仲間を助けるため？　そこまで頭のまわる種族だったか……』

　空を支配する亜竜ドレイクが息吹を蓄える。

　さらには地上を闊かつ歩ぽする地竜ティターンが、その顎あぎとを開いて怒りの咆ほう吼こう。地上の人間すべてを叩たたき潰つぶさんと前脚を振りあげた。

　だがジャンヌは呪のろいに冒され動けない。

　……こんな時にっ！

　……私の失態。この呪いはやはり悪魔ハインマリルの罠わなだった……！

　目眩めまいをもたらす全身の痙けい攣れん。

　地に膝ひざをつきながら意識を保つので精一杯だ。迫ってくる地竜ティターンを見上げることさえできない。

「私に構うな！　これは……私の失態だ……！」

　この場の者すべてに向かって、声を振りしぼる。

　夢魔姫サキユバスロードハインマリルの呪術を受け入れたことは、部下たち誰もが知っていることだ。

　統括隊長グレゴリは危険だと最後まで反対した。それを押しきって悪魔の提案を呑のんだのは自分だ。

「…………行け、撤退────────」

　地竜に踏み潰される刹せつ那な。

　不可避の死を目前にしたがゆえの限界まで圧縮された時間感覚のなか、『悪魔の声』を聞いたのはジャンヌただ一人だったことだろう。




〝お望みどおり。術を施した人間は[image: ]皇ラースイーエの塒ねぐらへと到達しましたわ〟

〝極大相転移『伏魔殿パンデモニウム』を発動──〟

〝さあ、お好きなだけ暴れてくださいヴァネッサお姉様！〟




　ジャンヌの足下、蠢うごめく影が波打った。

　ぽちゃん……

　沼地に石を投げた時のような水音を伴って、真っ黒い何かが這はい上がってくる。ジャンヌの影から。

「なっ!?」

「まったく不出来な配下だ」

　漆しつ黒こくの翼をもった妖よう艶えんな女悪魔が、ジャンヌの影から飛び上がった。

　背中にかかる黒髪は光を反射して紫色に艶つやめいて、真っ赤な瞳と唇は、一目でそれが魔性のものとわかるほどに怪しく輝いている。

　夢魔姫サキユバスロードハインマリル？

　否いな。

　降臨した悪魔はハインマリルよりもさらに大人びた相そう貌ぼうで、そして禍まが々まがしい衣装にどす黒い瘴しよう気きを湛たたえていた。

「ハインマリルよ、余はあの人カ間イの居場所に送れと言ったのだ。こんな獣臭い森に送れとは命じていないぞ」

　不愉快そうに──

　その一方で楽しげに弾んだ声で、降臨した悪魔がニヤリと笑えむ。自分を見下ろす巨大な地竜を前にしてだ。

「はっ！　調子に乗るなよ獣ども！」

　嬌きよう笑しようが響きわたった。

　大きく露出した胸が揺れるほどに肩をふるわせて、悪魔が吠ほえる。

「余を冥めい帝ていヴァネッサと知らぬ獣など、愛めでるにも値しない。消えうせろ！」

　その名を轟とどろかせ──

　冥帝ヴアネツサの法術が発動したのは、その直後だった。

　──冥唱グロリア『我が楽園よ、爆はぜ狂え』。

　大地が沸騰した。

　裸の土壌がマグマのごとく赤く煮えたぎる沼と化し、紅ぐ蓮れんの火柱が噴出する。

　そして爆発。

　地を闊かつ歩ぽする地竜ティターンと亜竜ドレイクとを呑のみこんで、天をつくほどに炎が噴き上がる。その熱と光に、ジャンヌを含む人間たちが瞼まぶたを閉じることを余儀なくされて──

　炎の気流が収まった後。

　そこには一体の悪魔のみが悠然と立っていた。

「しょせん獣は獣か」

　天変地異にも匹敵する大法術を、まるで息を吸うかのようにあっさりと発動し、そしてまったく消耗した気配がない。

　これだけでも異様な強さの悪魔とわかる。

　夢魔姫サキユバスロードハインマリルかそれ以上──そんな悪魔は、ジャンヌの知るかぎり一体しかいない。

　……冥めい帝ていヴァネッサ。

　……そんな、カイとリンネが倒したはずじゃなかったの!?

　悪魔族の英雄そのもの。

　だがカイとリンネとの死闘、そして切除器官ラスタライザという怪物の襲撃によって傷つき、最後には消滅したと聞いていた。

　それがどうして。

『……冥帝？　お前が？　切除器官ラスタライザに襲われて消滅したとカイは言っていた』

「そういう貴様は何だ。言葉をしゃべる聖霊族とは珍しい」

　聖霊族の英雄『霊れい元げん首しゆ』六リク元ゲン鏡キヨウ光コ──

　悪魔族の英雄『冥帝』ヴァネッサ──

　このバケモノ二体はどこから現れた？

　百人をこえる数の傭よう兵へいたちが息を呑のんで見つめるなか、二体の異種族は互いを凝視したまま動かない。

「そうか」

『そうか』

　同時だった。

[image: ]

　夢魔サキユバスが口の端をつりあげて、粘状生物スライムが目をみひらく仕草。

「貴様が霊れい元げん首しゆか？」

「悪魔の転生。予備の『肉』を用意して、そこに霊魂ちからを入れ替えた？」

「──ご名答。物知りだな六リク元ゲン鏡キヨウ光コよ」

『切除器官ラスタライザの無座標化ゼロコードを受けても転生できるとは思わなかった。霊魂ちからもまるごと封印されるはずなのに』

「いいや。だから封印される前に自害した」

　復活した悪魔が天を仰ぐ。

　久方ぶりに見る太陽に、眩まぶしそうに目を細めて。

「消滅する前に間に合った。それだけのことだ」

『計画的自死アポトーシス？』

「そう。とはいえ危なかった。なにせ余は敗北など経験がない。転生も初体験だ。成功するかは運任せだったがな」

　あの時──

　冥めい帝ていヴァネッサが仕掛けた転生は、カイさえも予期していなかったことだろう。




〝私の負け。大負けよ。言い訳する気もおきないわ〟

〝……今度は夢魔サキユバスとしてあなたの相手をしてあげる。覚えておきなさい〟




　種族差──

　転生は悪魔の秘奥ゆえに、天使である主しゆ天てんアルフレイヤには適かなわなかった。

　その差違に気づいた者は皆無だったことだろう。

　同じように無座標化ゼロコードを受けたはずの悪魔ヴアネツサと天使アルフレイヤだが、両者は消滅の仕方が違っていたのだ。カイさえも気づけないわずかな「差」。




〝悪魔の肉体が爪一つ、髪一本残さず黒い霧となって霧散して──〟

〝主天アルフレイヤの身体からだが石化し──〟




　自らの肉体を自ら壊すことで、無座標化ゼロコードを免れた冥帝ヴァネッサ。

　転生の秘奥を持たないがゆえに、無座標化ゼロコードによって石化した主天アルフレイヤ。

　生死の境で。

　天使と悪魔の種族差が、両者の運命を隔てたのだ。

「ところでだ人間」

　傲慢とも言える笑えみの悪魔が、もっとも近くにいた人間──ジャンヌへ。

　ジャンヌは無言。

　冷たい汗が頬ほおを伝っていくのがわかる。夢魔姫サキユバスロードハインマリルから受けた術は単なる呪術などではなかった。

　獲物の生気を利用して、獲物の前に悪魔を転移させる寄生型転移法術。

　……どおりで死にかけたはずだわ。

　……こんなバケモノを呼びだす呪術だもの、奪われる生気も桁違いのはずよ。

　いまは身体からだがウソのように軽い。

　呪のろいから解き放たれた。冥めい帝ていヴァネッサの転移を終えたことで、伏魔殿パンデモニウムが役目を終えて消滅したからだろう。

「まさか余の邪魔はすまい？」

「……何が目的だ」

「ははっ、些さ細さいな好奇心だ。あのカイとかいう人間を驚かしてやろうと出てきたまでだが、ここまで来たからには」

　背中の翼を折りたたむ。

　人間おまえたちごときと戦う気はないという、意志の表れであるかのように。

「ついでに[image: ]皇ラースイーエを潰つぶしにいくか」
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　　　　１






　地下資源に恵まれたシュルツ連邦は、古くから炭鉱開発が行われた。

　鉄てつ屑くずの町アギト──

　地上に残る最後の炭鉱街。シュルツ人類反旗軍レジストの軍備を支える重要な拠点になっている人類特区ヒユーマンシテイは、今、ひっそりと静まりかえっていた。

　炭鉱夫たちで賑にぎわう街が、今は砂すな埃ぼこりの舞うゴーストタウンさながら。

　その一角で。

「こっちだ！　慌てなくていい。全員ゆっくり落ちついて乗ってくれ！」

　アシュランが大きく身振りで誘導。

　偵察戦闘車ガントラツクの荷室へ、逃げ遅れていた住民たちが次々と避難していく。家族連れに老人、そして町で防衛を続けていたシュルツ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちだ。

「どうだサキ？」

「ええと十八、十九……うん、これで全員のはずよ！」

　その奥では、サキが住民票にチェックを入れていく。

「二重チェックしたな？　漏れがあったら洒落しやれにならねぇぞ」

「四回は見直したわよ」

　擲弾銃グレネードガンを肩に提げたサキが、自信ありげに座席へ飛びこんだ。続いてアシュランも運転席へ。

「よし。あの機鋼種バケモノがもう一回出てこないうちにさっさと撤退するぞ。カイ、おいカイってば。もう偵察も十分だっての！」

「……わかってる」

　カイは亜竜爪ドレイクネイルを構えながらの巡回中。

　住民が車に乗りこむまでの警戒も杞き憂ゆうに終わって、あとはすぐに引き返すだけ。だが、どうしても気になることが一つある。

「アシュランも、おかしいと思わないか」

　並び立つビルに傷一つない。

　およそ二週間前、カイたちが訪れた時と見た目の変化がないのだ。

「山腹から町の外を見た時も気になってたけど、実際この町の中はほとんど侵攻された跡がない」

「ん？　だって町が囲まれてるって報告だけで、侵入は防いだってことだろ」

「…………」

　口にして反論こそしないが。

　カイは、その意見に対しては疑問がある。町に残ったわずかな傭よう兵へいで、機き鋼こう種しゆの襲撃を防げるとは思えないのだ。

　……悪魔の墓所で、一体の機鋼種に五体の悪魔が蹴散らされたんだぞ。

　……さっきの四体がいれば余裕でここは壊滅してる。

　防衛できたことが逆に引っかかる。

「ちょっとカイ！　リンネとレーレーンはどこ？　早く呼んできてちょうだいよ！」

　車の窓からサキが顔を覗のぞかせた。

「こんな危険な場所、早いとこ退散するわよ。それとあの悪魔も」

「ハインマリル？」

「そう！　とにかく全員を──……って、あ、ちょうどいいわリンネ！」

　町の奥から、リンネとレーレーンが早足気味に戻ってきた。

　嗅きゆう覚かくと聴覚に優れたこの二人は、逃げ遅れた人間がいないかの最終確認役だ。しかし、同行していた夢魔姫サキユバスロードの姿がない。

「リンネ、悪魔アイツは？」

「あのねカイ。変な場所見つけたの、機鋼種の巣かもしれない」

　町の奥をリンネが指さした。

「あっちの洞窟」

「ちょ、ちょっと待てやリンネちゃん!?　今とてつもなく怖いこと言わなかったか」

「ここは鉱山じゃ。機き鋼こう種しゆの餌えさになる鉄鋼が豊富にある」

　青ざめるアシュランと、落ちついた口ぶりのエルフの巫み女こ。

「ワシらも見つけたのは偶然じゃ。炭鉱の入り口にコイツが落ちていたのでな」

「……鉄の破片？」

「先ほど夢魔姫あやつが追い払ったじゃろ。あの大おお鎌がまで叩たたき斬った部品じゃよ。まだ悪魔の法力がこびりついておる」

「さっき逃がした二体のか！」

　倒したのは二体。残る二体は土煙にまぎれて消えていた。

　逃亡先がこの近くに？

「夢魔姫あやつが入り口を見張っておる。というかワシらがどうかせずとも、奴やつは一体でも巣に入る気まんまんじゃぞ。それでひとまずカイに話をと思ってな」

「……止まれって言っても聞かないよな」

　レーレーンの意味するところを察して、カイは顔をしかめてみせた。

　……素直にここまで来たと思ったら。

　……やっぱりハインマリルの奴、まだ怒り心頭だったのか。

　悪魔の執念深さは筋金入りだ。

　もともとハインマリルとしては配下を襲われて、自分も頭を弾丸で撃たれた恨みが累積している。報復には絶好の機と思っているはず。

「住民の輸送が最優先だ。本当はこのまま帰るのが模範解答だけど……」

　夢魔姫サキユバスロードは、幻獣族との戦いに必要不可欠。

　ここで「じゃあ俺たちだけ先に戻るから」と突き放した時に、あの悪魔がどういう心理になるか予想できない。

　寝返ることはないにせよ、ここで機嫌を損ねると厄介だろう。

「サキとアシュランに相談したいんだけど」

「あー聞きたくない、聞きたくないぞ俺は！　もう嫌な予感しかねえよ！」

「アタシも聞きたくないぃ！」

「二人はここで待っててくれていい。住民たちの護衛が必要だから」

「お、おい!?」

「連絡を取りあおう。十五分ごとに俺から連絡する。俺から連絡がない場合、そっちから連絡してくれ。それに俺が出ない場合は住民を連れて二人でここを脱出してほしい」

「……ちょっとカイ、それ本気!?」

「ジャンヌだって似たような状況さ」

　北と南の連合軍は、今まさに傭兵王アーカインを追って幻獣族の巣に向かっている。

　向こうも同じく危険に挑んでいるのだ。

「ああもうっホント頑固ね。通信機の電池しっかり入れておきなさいよ！」

「充電したてだ」

「あ。通信機ソイツじゃが、昨夜にワシとリンネがいじって遊んだから電池少ないぞ」

「おいっ!?……そんなわけだから節電するよ」

　悪びれもしないレーレーンを連れて、カイは町の奥へと歩きだした。

「カイこっちこっち！」

　無人の街中を進んでいくリンネ。

　その足が向かう先は、炭鉱夫たちが出入りする炭鉱の入り口だ。

「あら嬉うれしいわ。私のために来てくれたのね」

　悪魔の少女が振り返る。

　人前で着ていた人類反旗軍レジストの服を脱ぎ捨て、夢魔サキユバスの黒い翼を顕現させている。

「俺が来なかったら不機嫌になってたんじゃないか？」

「もちろん、悪魔は寂しいのが大嫌いよ」

「覚えておくよ。……あ、そうだ。リンネは翼を隠さなくていい。レーレーンも、これが無いと心こころ許もとないだろ？」

　リンネが腰に巻いていた霊装を脱がせて、レーレーンへ。

　今なら人間に見られる心配はない。むしろ悪魔ハインマリル、蛮神族レーレーン、混血種リンネの三人ともに全力を要する場面だ。

「うむ。やはり七枚あると落ちつくの」

「そんな薄い布で機き鋼こう種しゆの攻撃に耐えられるかしら？　穴が空くんじゃない？」

「うるさいのぅ。言っておくが、主ぬしが行きたいと言ったんじゃから主に奮闘してもらうぞ。ワシらはせいぜい付き添いじゃ」

「はいはい」

　狭い坑道を、夢魔姫サキユバスロードが我が物顔で進みだす。

　数メートルごとに小さな電灯。かろうじて前後左右は視認できるが、わずかな下り坂なうえに曲がりくねっているせいで奥はほとんど見渡せない。

「むぅ。この土の臭いは好かんの」

　レーレーンが、補強された地肌の壁を手でなぞる。

「痩せた土じゃ。栄養も何もない。これではろくに植物も生長せんではないか」

「お前の胸と一緒ねぇ」

「だからうるさいっ！　夢魔キサマがムダに肉がつきすぎなのじゃ！」

「……どっちも少し静かにな」

　坑道は音が響く。

　この近くに機き鋼こう種しゆが潜んでいれば、今の声だけでも聞きつけて襲ってくるだろう。

「ねえカイ、アイツら出てこないよ」

「まだ坑こ道こが浅いからかな。もっと深い層まで逃げていてもおかしくないさ。ただリンネ、アイツらを見ても俺が指示するまで戦いは避けてくれ」

「え？　どうして？」

「天井が落ちてくる。落盤っていうんだけどな」

　この坑道は、いわばアリの巣のようなもの。山の中を掘り進めただけの道だからこそ、壁も天井もすぐに崩壊する。

「天井が崩壊でもしたら、俺たちここで生き埋めだ。わかったなハインマリル？　間違っても出会い頭に法術をぶっ放すなんてマネは無しだ」

「え、私は気にしないわ。土砂に埋もれたくらいじゃ悪魔は窒息しないし」

「お前の顔が土で真っ黒になってもいいのか？　美び貌ぼうが台無しだぞ」

「…………」

「気をつけてくれ」

「……はぁーい。しょうがないわねぇ」

　ふくれっ面の夢魔サキユバスが渋々ながら承諾。

「方向はこっちであってるわ。でもまだ下ね。もっともっと坑こ道この深いところまで逃げたんじゃないかしら」

　ハインマリルの手には鋼鉄色の破片。

　地上の戦いで、機鋼種の装甲から剥はがれたものだ。

「私の法力がこびりついてるし。どこまでいっても逃しはしないわよ」

「ここが本当に奴やつらの巣だったらどうする？」

「潰つぶすけど？」

「何百体、何千体いてもか」

「その時は地上に戻って、地上から山ごと消し飛ばして、地下をマグマに変えてやるわ。鋼鉄の身体からだだってドロドロに溶けちゃえばお終しまいよ」

　肉食獣も青ざめるような獰どう猛もうな笑えみで、夢魔姫サキユバスロードが大股で進んでいく。

「邪魔なのはお掃除しないとね。機鋼種を根絶やしにすればヴァネッサお姉様も褒めてくれるかしら」

「────」

　坑道がしんと静まりかえる。

　ハインマリルの口にした名が意味するものは、既にカイも聞いていた。

「悪魔の転生じゃと？　アレは上位悪魔でも百に一つ成功するかどうか。ワシはそう聞いておったがな」

「蛮神族は物知りねぇ。でも不正確。最上位悪魔にその確率はあてはまらないわ」

「……冥帝ヴアネツサと、そして主ぬしもか」

「さあ？　私は試したことないから知らないわ。負けたことないし」

　悪魔の少女が下り坂を進んでいく。

　黴かびと土つち埃ぼこりの臭いに満ちた坑道は、依然として何も現れる気配がない。

「でもつくづく不思議ね。カイ、お前、ヴァネッサお姉様に何をしたの？」

「どういう意味でだ」

「ヴァネッサお姉様が転生に成功して、私はてっきり、お前とリンネの首を狙いに王都を襲うって命令を下されるかと思ったわ」

「……そうだな。正直それも覚悟してた」

　返事に困るとはこの事だ。

　……俺だって真っ先にそう思ったさ。

　……人間と悪魔はそういう関係なんだ。やって、やり返されての応酬だから。

　だが違った。




〝人カ間イを探せ〟

〝復ふく讐しゆう？　はっ、そんな小さい目的で余が命令を下すと思ったか？〟




「『シド』の話がしたい、ですって。お姉様がいったい何を考えて命令を下されたのかもわからないし、シドって何？」

「人間だよ」

「で？」

「俺が探してる相手だ。もう百年前の人間だけど」

「は？　それがヴァネッサお姉様と何の関係があるっていうのよ。お姉様に聞いても教えてくれなかったし」

「話すのは構わないけど、この鉱山の探索をしたいって言ったのはお前だからな」

「じゃあ機き鋼こう種しゆを潰つぶしてからでいいわ」

　空気が淀よどんでいる。

　かなり深い場所まで潜ってきたからか、ここにはもう風も届かない。外気の入れ替えがまったくない鉱山深部。

「あら？」

　悪魔が足を止めた。

　薄暗い坑道のなか、様子を覗うかがうように周囲を見まわし始めたのだ。

「おかしいわねぇ。話してたせいで行きすぎたかしら。……私から逃げた機き鋼こう種しゆの反応が、この向こうなんだけど」

　ピタリと手をついたのは土の壁。

　機鋼種が通ったと思われる坑道をまっすぐ追跡していたのに、気づけば敵は土のなか。坑道は目の前にある。

　だが機鋼種は、法力の反応からしてこの道を通っていないらしい。

「おかしいわねぇ、マーキングした法力を追って歩いてきたのに。ここまで分かれ道なんてあったかしら。近づくどころか離れちゃってる」

「ソイツとの距離、今どれくらいかわかるか」

「んー……私で五百歩くらい？」

　およそ三百メートル。

　ハインマリルの身長から計算した歩幅から割りだせる。

「俺たちは坑道をまっすぐ追ってきた。一方の機鋼種は、どこかで隠し通路みたいな場所を通って逃げた……か？」

　鉱こ山こには機鋼種の餌えさとなる鋼はがねがいくらでもある。

　ここが種族の巣であるのなら、人間さえ知らない抜け道や分岐まで熟知していてもおかしくない。

「のうカイ。ここがソレではないか？」

　最後尾を歩いてきたエルフの巫み女こが、いつの間にか十メートルほど後戻り。降りてきた坂道の途中で立ち止まり、土の壁に触れていた。

「掘り返した痕あとがあるの」

「っ！　ホントか!?…………って。その、俺には違いがわからないけど」

　黒く固まった土の層。

　照明の光が弱いのも理由だが、それを差し引いたとしても自カ分イには、なぜレーレーンがこの壁に触れているのかわからない。

　……何も違いはないよな。

　……土の色も、それに堅さだって。

「はー。エルフお前ね、目立ちたいからって適当なこと言わないでくれる？　この壁？　何も怪しい箇所ないじゃない」

「そりゃそうじゃ。機鋼種とて怪しい痕跡を残すと思うか？」

「じゃあ何でわかったのよ」

「この世界、土いじりでドワーフに勝てる者はおらん。そのドワーフと共存しておるのがワシらエルフじゃ。舐なめるでないぞ」

　エルフが袖から取り出したものは紅白の扇だ。

　人間の道具であれば仰いで風を起こすものだろう。しかしエルフの巫み女こが所持する扇が、ただの道具なわけがない。

「見ておれ」

　扇の先端で土壁を突く、その瞬間。

　轟ごうッ！

　滝飛沫しぶきのような音を響かせて、ぶあつく強固な土壁が、まるで糸が解ほどけるように崩れ落ちていくではないか。

　その先には、ぽっかりと空いた空洞が。

「ほれ見ろ。やっぱり隠し道が塞ふさがれておった」

「…………うそぉ」

　ぽかんと、今まで見せたことがないくらい大きく目をみひらいた夢魔姫サキユバスロードが、空洞とエルフを交互に見比べて。

「……まぐれね」

「そこは素直に褒めぃ。さて奴やつらの移動経路もわかったし追跡を…………む？」

　土つち埃ぼこりが鎮まっていく。

　わずかな照明に照らし出された空洞を見つめるエルフが、不審そうに瞬まばたきを繰り返した。

「なんじゃこれは……」

　赤茶けた土の壁から、奇妙な白い石壁へ。

　石壁の表面はところどころが光り輝いて、まるで法力を帯びたように美しい。その先は迷路のような隔壁で覆おおわれ、いくつもの分岐路となっている。

　機械的──

　その観点では機き鋼こう種しゆの巣というイメージとも噛かみあうが、より正確な言葉を探すのなら、むしろ「未来的」。この世界にまだないデザイン、技術、力で造りあげられた遺跡であると想おもわせる。

「墓所……の内部か……？」

　コツッ

　硬質な床に足を踏み入れる。かつてカイが探索した墓所は二つ。悪魔族と幻獣族のもの。それとまったく同じ雰囲気なのに、ここは何だ。

「なんでここだけ真っ白なんだ」

　墓所とは「黒のピラミッド」である。

　四連邦に一つずつ存在する。それは正史と別史の共通項であるはずだ。だが目の前に、カイの知識にないものが存在していたのだ。

　……ここは西シユルツだから幻獣族の墓所？

　……いや違う。正史と同じなら、幻獣族の墓所はもっと北西にあるはずなんだ。

　ここは幻獣族の墓所ではない。




　──五番目の墓所。




　未発見の未解析神造遺跡メガリスがここにあった。

「ん？　どうしたのよお前たち、そんな呆ほうけた表情で口あけちゃって。ここが機き鋼こう種しゆの巣なんでしょ」

　悪魔の少女だけが冷ややか。

　それも当然。自カ分イとリンネとレーレーンと違って、この悪魔だけは墓所の内部を歩いた経験がないからだ。

　せいぜい機鋼種の造った巣としか思っていないのだろう。

　……五番目の墓所？　なんでここだけ真っ白なんだ。

　……それに、ここは何を封じこめるために造られたんだ？

　正史では、シドが四英雄の撃破とともに四種族を封印した。その意義を踏まえるなら、墓所は四つで十分のはず。

「ハインマリル、ここは機鋼種の巣じゃないかもしれない」

「は？」

「今は奴やつらの巣かもしれないけど、たぶん元々はそうじゃない。悪魔が人間のビルを利用したのと似てる気がするんだ」

　この墓所が先にあった。

　そしてコレを見つけた機鋼種が住み着いた。そう考えるのが自然だろう。

「で？　だから？」

　夢魔姫サキユバスロードがやれやれと腕組み。

　豊かな胸を押しあげる妖よう艶えんなポーズで辺りを見まわして。

「それが何だっていうの？　ここに機鋼種がいる。それを潰つぶすために私は来た。それ以上の何を気にする必要があるのかしら」

「その機鋼種以外にも何かが潜んでる可能性がある。間違ってる可能性も覚悟でいうけど切除器官ラスタライザっていうお前の知らないバケモノだ」

「…………」

　ハインマリルが押し黙る。

　そして。

「あはっ」

　悪魔は嗤わらった。鋭い牙を隠そうともせずに。

「知ってるわ。ヴァネッサお姉様を後ろから襲った奴やつでしょ、お姉様の残留思念ビジヨンでちゃんと確認ずみよ」

「それが嬉うれしいのか？」

「嬉しいに決まってるわ。憎い敵を同時に滅ぼせちゃうってことだもん」

　ハインマリルが颯さつ爽そうと歩きだす。

　迷路のように入り組んだ隔壁の通路を、まっすぐに迷いなく。

「そこのごちゃ混ぜ」

「…………」

「お前よ、そこの翼の生えた──」

「その呼び方嫌い。わたしのことリンネって呼ばないと返事しないからね」

　カイの隣を歩くリンネが、ぶっきらぼうに口を尖とがらせる。

「じゃあリンネ」

「何？」

「いい機会だから言うけど、私、お前のこと気になってたのよねぇ。ヴァネッサお姉様といい勝負したんですって？　なのにさっきは私だけに戦わせて、お前は何もしてなかった。人間に正体がバレるのが嫌だったのかしら？」

「カイにそう言われてるもん」

「ここなら平気ね」

　視線が注がれる先はリンネではなく、自カ分イ。

「この女にも働いてもらうわよ？」

「ここに来た時からそのつもりだよ。俺もリンネも」

　……驚いた。これだけ自信満々なくせに。

　……好戦的なのは冥帝ヴアネツサと同じでも、戦い方は正反対だな。

　直情的ではなく分析型。

　機き鋼こう種しゆの脅威も、切除器官ラスタライザの不気味さも正しく理解している。その上で自カ分イとリンネの力も必要だと夢魔姫サキユバスロードは判断したのだ。

「おい悪魔、ワシを忘れるなよ。ワシとてエルフの森では巫み女こ様と呼ばれておってな」

「弾たまよけにはなりそうね」

「おいぃっ!?」

「うるさいわね。こっちは法力を追跡中なの、大声出されると気が散るわ」

　三さん叉さ路ろを左へ。

　さらにその次の分岐を右へ。迷うどころか悪魔の足取りは速くなっていく。

　隔壁の向こうに、ぽっかりと空いた広間があった。人類反旗軍レジストの会議ができそうなほど広いスペースが。

「……ねえカイ」

　不審げにハインマリルが振りかえった。

　広間の角に散乱していた鋼鉄の破片を指さして。

「私には、あれは人間おまえたちの機械に見えるけど？」

「……俺にもそう見える」

　墓所の内部に散らばっていたものは、機械部品だった。

　ネジに端子、アルミフレームに調整ボルト、レバー、グリップ、ハンドル、バネ、ケーブル、溶接リング、銃の弾丸らしきものまで大量に転がっている。

　真新しい。

　どれも錆さび一つない新品同然のものだが、機き鋼こう種しゆの身体からだの一部には思えない。

「ここは人間おまえたちの基地だったというオチかしら」

「…………」

　その問いに答えず、カイは無言で床に屈かがみこんだ。

　鈍にび色いろに輝く機械パーツがうずたかく積もっている山に手を伸ばし、そこから一つの部品をつまみ上げる。

　銃の部品。

「っ！　カイ、それはもしや主ぬしの──」

「亜竜爪ドレイクネイルの引き金だ。人類庇ひ護ご庁のマークもついてる、本物で間違いない」

　ぞっと冷たい汗が背筋を滴したたりおちていく。

　……この墓所はいったい何なんだ。

　……なんで亜竜爪ドレイクネイルのパーツがある。これは正史だけの銃なんだぞ!?

　リンネも同じことに気づいたのか顔が蒼そう白はくだ。

　いったいこの場所は何なのか。

「ハインマリル、ここは、この世界の物じゃない」

「はい？　じゃあ何なのよ」

「さあな。俺が言いたいのは、もう何が起きて何が出てきても不思議じゃないってことだ。正直、俺はここで引き返したいとさえ思ってる」

　想定外にも程がある。

　ここは一時の好奇心で進んでいい場所ではない。世界の禁忌に触れようとしている──そんな自己陶酔に囚とらわれそうになるほどに。

「一応言っておくけど、逃げていった機鋼種の反応はすぐ先よ」

　白い広間の向こうにぽっかりと空いた出入り口。

　人間一人が通れる程の大きさだったはずが、その周囲の壁が壊されている。より巨大な何かが無理やりそこを通過した痕あとだろう。

「獲物がもうすぐそこにいるのに、引き返す気？」

「……わかった。向こうまでは行く。そこから先はその後に検討しよう」

　広間を抜けた先は、再びの迷路。

　一つ今までと違うことがあるとすれば、道の壁際の至るところに機械の部品らしきものが散らばっているということだ。

　通路を埋めつくすパーツの数々。

「とんでもないな。工場のガラクタを全部集めてきてもこんな量にはならないぞ」

「足の踏み場がないのぅ。機き鋼こう種しゆどもは何を企たくらんでおるのやら」

「……いや。多分このガラクタは最初からここにあった。機鋼種じゃない」

　亜竜爪ドレイクネイルのパーツなど手に入るはずがない。

　このガラクタはすべて正史の物で、機鋼種は別史だけの新種族だ。互いに接点など有りようもない。

　……機鋼種はもともと鉱山の地下にいた。

　……その地下で巣を広げていくうちに、ここを掘り当てたのか？

　真っ白い床と壁と天井の迷路。

　そこにこれでもかと機械パーツが撒まかれた光景は、ある種の前衛芸術に似た不可解さ。

「距離、おおよそあと百歩先かしらねぇ」

「まっすぐでいいんだな？」

「もちろん。動かず止まってるってことは、私たちの追跡も気づいてるのかしらねぇ。ま、関係ないけど」

　およそ五十メートル。

　夢魔姫サキユバスロードの足が迷路をまっすぐ進んでいく。三さん叉さ路ろにわかれた道の奥に、初めて、巨大な扉らしきものが覗うかがえた。

　カイが扉の前に立つことで、ぶあつい機械扉が自動的に開いていく。

　その先に──

　二体の機鋼種が、倒れて機能停止していた。

　百メートル走ができそうなほどの広間と、床を埋めつくす無数の機械パーツ。物音一つなく静まりかえったそこに、鋼はがねの怪物は眠るように倒れていた。

「ふぅん味気ない」

　大おお鎌がまを取りだした悪魔の少女が、煮えきらなそうに嘆息。

「気絶っていうの？　それとも機械なら燃料切れかしら……だとして、ここが巣だというならもっともっと群れがいると思ったけど」

　拍子抜け。

　その苛いら立だちをぶつけるように、ハインマリルが足下の機械パーツを蹴りあげた。

　カラン、と転がっていく部品たち。

　それが。

　夢魔姫サキユバスロードが生まれて初めて経験する「自滅」であった。

　機械パーツが転がる音に紛まぎれ──

　空中に舞う機械パーツの影に紛れ──

　積もった機械パーツの山から、鋼鉄色の鎖が飛びだした。それは弾丸の着弾よりも速く。

　カイとリンネ、レーレーンが反応する間さえなかった。

「え？」

　豊満な肉体をがんじがらめに鎖に絡めとられた悪魔の少女が、いまだ状況が理解できずに目を瞬まばたかせる。

「な、何よこれ……なんで法力が使え──」

『悪魔殺しの鎖』

　蜘く蛛もの糸にかかった獲物のごとく身をよじらせる悪魔、その────




　夢魔姫サキユバスロードの肉体が、弾はじけた。




　黒い血煙が噴き上がる。

　まるで黒い爆弾が破裂したかのような凄せい惨さんな血しぶきを散らし、ハインマリルの身体からだが、床を貫いて打ち上がった四本の鑓やりに貫かれた。

　一切の抵抗もできずに壁に激突。

「ハインマリルッ!?」

「…………」

　壁から落ちてこない。

　十字架に掛けられた聖者のごとく、四本もの鑓で四肢を貫かれ、壁に磔はりつけにされた光景がそこにはあった。

　──処刑器具。

　──魔女裁判ならぬ、悪魔裁きの鋼はがねの十字架。

　ものの一秒。

　英雄級の悪魔だったものが、変わり果てた姿で「処刑」された光景がそこにはあった。




『法力奪取時、悪魔族の種族強度〇・二』

『法具奪取時、蛮神族の種族強度〇・一四』

『武装奪取時、ヒトの種族強度〇・〇〇一』




　迷宮がゆれる。

　たった今、カイたちが入ってきた機械扉が再びゆっくりと口を開いた。

　鋼はがねの生命体からの音声は頭部からではなく、胸部装甲の排気口から生まれていた。車のエンジンから駆動音が轟とどろくように。

『……油断したねぇ』

　怪物がしゃべった。

　ねっとりと絡みつくような言葉遣いで。

『これが旧種族というのなら、地底に隠れる理由なんて無かったねぇ』

　鋼鉄の鎧よろいで全身を覆おおった半人半馬ケンタウルス。頭は竜のように尖とがった三角形であり、上半身には肩から四本の腕が生えている。

　それは他の機き鋼こう種しゆとも何一つ変わらない姿ではあるが。

　真っ赤な鮮血色。

　鋼鉄の肉体に真っ赤な血潮が宿ったかのように、その鋼は赤一色に染め上げられていた。

『我は奪うもの。集約生命体「マザーＢ」』
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　シュルツ連邦、西の原生林──

　火山湖クレーターレイクにいたる山道を前にしておきながら、北と南の傭よう兵へいたちは先に進むことも忘れて二体の怪物のやりとりを観察していた。

　いや。

　固唾かたずを呑のんで見届ける以外になかった。

『悪魔の英雄。消えたと思っていた』

「それは貴様の推測ではなく願望であろう？」

　相まみえる二種族の英雄たち。

　霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コは、豊満な体つきの夢魔サキユバスをじっと観察するための真顔で。

　冥めい帝ていヴァネッサは、そんな真っ青な少女を好戦的な笑えみで見つめ返している。

　互いにとっての初となる遭遇。北ウルザと南ユールンの覇者でありながら、種族の抗争が比較的少なかった二種族とも言えるだろう。

「ジャンヌ殿」

　バルムンクが眉み間けんに皺しわをよせる。

　後ろの部下にさえ聞き取れないほど微かすかな音量で。

「俺には、冥ヤ帝ツがラースイーエを潰つぶすと宣言したように聞こえたが……」

「ええ。私も同じです」

　小声で返す。

　二体の英雄がいつここで戦闘を開始しないか。その緊張で瞬まばたきさえ許されないが、逆に、機が味方すればこれ以上ない僥ぎよう倖こうにもなる。

　そして六リク元ゲン鏡キヨウ光コもそれを理解しているはずなのだ。

『推測ではなく願望。なるほど、ならその願望ついでに一つ言わせてもらう』

　真っ青な指先で、聖霊族の少女が目の前の山道を指さした。

『ラースイーエの塒ねぐらはあの火山湖クレーターレイク』

「ほう？」

『今日は様子見のつもりだった。でもお前がやるというなら、鏡光もそれに乗じてもいい』

「ははっ、都合がいいな聖霊族よ」

　胸をふるわせて笑う夢魔サキユバス。

「だが言うまでもなく余は元よりそのつもりだぞ。目につくものは全て利用する。そこの人間。そうお前だ」

「っ」

　指さした先は、獅し子し王おうバルムンク。

「余が幻獣族を潰すと言っているのだから人間も協力は惜しむまい？　それとも────こういう媚こびた方が好きかしら？　ね？　協力してちょうだい？」

　夢魔サキユバスが器用にウィンク。

　北ウルザの王都を一夜にして廃はい墟きよと化した怪物とは思えない可愛かわいらしい猫なで声と、熱っぽくうるんだ瞳でユールン人類反旗軍レジストの兵たちを見まわしていく。

　深い胸の谷間を見せつけて。

　傭よう兵へいたちの視線を誘うように身体からだをくねらせながら。

「あはっ。いい表か情お、そんな警戒しないでちょうだい。私は夢魔サキユバスだもん、人間には好意的よ？　ねえ仲良くしましょ？」

「……貴様がかの冥めい帝ていヴァネッサで、幻獣族への共闘を提案するのなら願ったりだ」

「ええ。もちろん。だからこれは私からの親愛の証あかしよ」

　獅子王バルムンクに近づく冥帝。

　その手をとって、つややかな唇をそっと近づけて────

「さあ──」

『邪魔』

　ツッ、と。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの指先が、バルムンクの首筋を突いたのはその時だった。

「……がっっっ!?……な、何を…………！」

『お前は足手まとい。いらない』

「っ!?」

　ヴァネッサの美び貌ぼうに見とれていた傭よう兵へいたちが我に返った。

　倒れていく指揮官バルムンクと、その彼を胸元で抱きとめる聖霊族の英雄のどちらもを交互に見返して。

「し、指揮官!?」

「死んでない。鈴すず蘭らんの毒で動けなくしただけ。明日にはピンピンしてる。この人間、頭は悪いけど肉体だけは頑丈」

　いきなり何を？

　冥めい帝ていヴァネッサが険しい表情で見つめるのも構わず、バルムンクを抱えた六元鏡光が、ジャンヌの前まで歩いてきた。

『……預けた』

「え？」

『この人間バルムンクを預けた。頭は悪いが、いま死なせるのは勿もつ体たいない。後で鏡光が回収するから、それまで餌えさをあげつつ管理しておくように』

　何を言っているのだ？

　ジャンヌと花琳フアリン、そして多くの人類反旗軍レジストたちが呆ぼう然ぜんと言葉を失うなか、六元鏡光が踵きびすを返した。

　そして悪魔の英雄へ。

『お前と鏡光だけで行く。人間は足手まといだから要いらない』

「……はっ、これは余の邪魔立てか？」

『さあ何のことやら』

　動けない獅し子し王おうを抱えるジャンヌそして百人を超える人類反旗軍レジストに背を向けて、二体の英雄は火山湖クレーターレイクに続く道を歩きだした。
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　火山灰の道。

　かつて大噴火が起きた名残であろう火山岩だらけの斜面を、悪魔と粘状生物スライムは言葉一つかわさず黙々と歩き続けていた。

　二人の距離はおよそ五メートル。

　並んでいる。そう呼ぶには遠すぎるこの距離は、互いの心理状況の表れに他ならない。

　共闘──

　だが互いに決して背は預けない。利用するが信用はしない。

「そういえば」

　カラン、と転がっていく火山岩を見下ろしながら。

「我が配下ハインマリルから面白いことを聞いた。聖霊族の英雄がつまらない人間一体を妙に気にかけていると」

『思い当たるものがない』

「聖霊族のくせに随分とヒトの言葉が上う手まいものだ。貴様のような粘液の肉体では、そう発声するのも一苦労であろうに」

　くくっ、と笑い声をもらすヴァネッサ。

　ひとしきり笑ったその後に。

「ねえ、なんで私の『魅了』の邪魔をしたのかしら？」

　夢魔サキユバスの誘う声。

　人間であれば耳にするだけで虜とりこにしてしまいかねない魔性の声で、真っ青な少女へと問いかける。

「人間なんてどうでもいいのなら、私の獲物にしたって構わなかった。そうでしょう？」




〝これは私からの親愛の証あかしよ〟




　最強の夢魔サキユバスが仕掛けたのは傀かい儡らいの呪のろいだ。一体を「宿主」にして。その宿主に触れた者を連鎖的に「生き人形」とする。

　かつて王都ウルザークを支配した凶悪極まりない術。

　あの瞬間──

　ヴァネッサの唇が触れていれば、呪いは発動していたはずだった。バルムンクを起爆剤としてユールン人類反旗軍レジストの傭よう兵へいすべてが支配下となっていたはず。

「ラースイーエが部下を待機させてる可能性がある。なら私だって部下が欲しいじゃない。盾がわりにできるし。なんで邪魔したの？」

『どうせ駒にならない。幻獣族に踏まれてお終しまい』

「わかってないわねぇ。それは使い方次第よ？　人間の使い方、お前なんかより私の方がはるかに手慣れてると思うけど」

『夢魔サキユバスのやり方で？』

「もちろん」

『それがダメだと言っている』

　聖霊族からの容赦ない返し。

『人間を駒に使ったとして、カイとかいう世界座標の[image: ]コードホルダーの人間が知ったらどうなる。お前、あの人間をもう一度敵に回したいか』

「……あ」

『まさか気づいてなかった？』

「あはは忘れてた。そういう可能性もあったわねぇ」

　悪魔がバツの悪そうな照れ隠し。

「そうね。もう一度やり合うのも嫌いじゃないけど、どっちかというと次は夢魔サキユバスとしてお相手したいかしら」

『ならやめておくのが無難』

「……はいはい」

　ヴァネッサが肩をすくめてみせる。

「で、結局あの人間はお前のお気に入りなの？　何がそんなに気に入ったのよ。あのカイみたいに特別な人間には見えないし？」

『しつこい。鏡キヨウ光コは、人間なんかに興味はない』

　粘状生物スライムの少女はぷいっと顔をそらすのだが、それを見た夢魔サキユバスはますます意地悪そうにその顔を覗のぞきこもうとして。

「……っ」

　動きを止めた。

　口元の笑えみが凍りつくと共に、その足までピタリと静止する。

『どうした？』

「……………………」

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コが振りかえる間に、冥めい帝ていヴァネッサの目つきがみるみる鋭くなっていく。

　ユールン人類反旗軍レジストの傭よう兵へいがいれば青ざめていただろう。夢魔サキユバスとして見せる顔ではなく、悪魔の頂点に立つ暴君の素顔に。

「法術封じの鋼。悪魔の蘇そ生せいを根っこから封じる気か……ハインマリルの生命力をもってしても長くはないな。なるほど。貴様のいうとおりだ六元鏡光」

『？』

「カイとリンネ、あやつらを敵に回さず正解だった」

　悪魔の唇からこぼれ落ちる、息。

「シドの後継か生まれ変わりか、それとも赤の他人か。そんな事はどうでもいいが、余がまさか人間を頼りにする日が来るとはな」





　　　　２






　■■の墓所、中層部──

　壁も天井も床も真っ白な石でできた部屋で、そこに散らばっているのは何百何千という数の機械パーツたち。

　それらがカラカラと転がっていく音がこだまする。

『不運だねぇ旧種族』

　ズンッ、と鈍重な衝撃が響きわたった。

　幻獣族の地響きにも迫る足音を従えて、全身血染めの色をした半人半馬の怪物がゆっくりと扉を越えてやってくる。

　ほんの数十秒前、カイたちが入ってきた扉からだ。

　……ここで網を張っていた？

　……おびき寄せられたのは俺たちの方か。

　機き鋼こう種しゆが一体も現れなかったことも、この墓所の奥へ奥へとおびき寄せる罠わな。

『私の分身を追ってここまで迷いこんできた。この溶鉱炉フアクトリーに気づいた旧種族は何年ぶりだろうねぇ。でもそれは不運だよぉ』

　集約生命体マザー・Ｂ。

　明らかに今までの機鋼種とは違う。その四本の手に、半人半馬の怪物はそれぞれ別種の鎖を握りしめていた。

『処刑だ』

　床が砕ける衝撃？　それともその音？

　そのどちらにも反応する間もなく、カイの視界を赤の機鋼種が埋めつくしていた。

「え……な、なにその速さ。カイっ!?」

　真横をすり抜けられたリンネが悲鳴を上げる。

　桁外れの機動力。カイが瞬まばたきした瞬間には既に、逃げるスキマもないほど鋼鉄の巨体が迫りきっていた。

　……挙動が何もかも生物のソレじゃない。

　……動きがデタラメすぎる!?

　一歩目から最高速度。

　人間も獣もジャンプには「屈かがむ」前動作を要するが、この怪物にはソレがない。飛空挺が地を滑るように動かず加速した。

『ここに来るまでをじーっと監視していたよ。お前がどうも中心のような立ち位置じゃないか。人間がねぇ』

　わずか数十センチという距離で止まったマザー・Ｂが、子犬を見下ろす大人さながらにじろじろとカイを見下ろして。

『だから最初に処刑だ』

「躊躇ためらうでない！」

「────っ」

　亜竜爪ドレイクネイルをたたき込もうとした手を止めたのは、エルフの一喝。

　使用を躊躇うな。

　左手に隠していた極小の注射針を握りしめる。針の痛みとともに血管へと注がれたものは薄緑色の溶液だった。

　──霊薬『神血の一いつ魂こん』。

　マザー・Ｂが鋼はがねの剛腕を振りおろす。軍用車をも一撃で粉砕するであろう拳が床に突き刺さるその軌道から、カイは、刹せつ那なの差で逃れていた。

　機き鋼こう種しゆが目を疑うほどの反応速度で。

『おや？』

「その余裕のままじっとしてろ」

　激しく動どう悸きする心臓の痛みを振りはらうつもりで、吐き捨てる。

　……これがエルフの戦闘薬だって？

　……四十倍に薄めても人お間れの肉体にここまで負荷をかけるのか!?

　一言で喩たとえるなら「興奮剤」。

　俊敏性を高めるための反応速度向上と心拍数増大をもたらす。エルフや妖精、ドワーフからなる蛮神族が編み出した自己強化薬剤ドーピングである。

　本来は──

　カイが、幻獣族の英雄ラースイーエとの再戦に備えてレーレーンから預かっていたものだ。

　……出し惜しみできない。

　……この霊薬抜きで、このバケモノの機動力に抗あらがうのは不可能だ。

『予定変更だねぇ。まずはその珍しい武器だ』

　じゃら、とカイの足下で鎖が蠢うごめいた。

　機械パーツの山に隠されていた鋼鉄の鎖が、蛇のごとくカイの両足を伝って亜竜爪ドレイクネイルへと絡みついていく。

『我の蒐集ストツクに加えてやろう』

　人間の武器を奪うことでの無力化──

　銃剣の切っ先に絡みついた鎖が、カイから武器を奪おうと凄すさまじい力でねじり上げる。〇・一秒──エルフの霊薬によって極限まで加速した反応速度がなければ、カイは銃剣を失っていただろう。

「ただの鋼なら問題ないな」

『……なんだって？』

「略式ドレイク弾」

　絡まった鎖ごと、カイは亜竜爪ドレイクネイルを壁面に叩たたきつけた。

　──発破。

　亜竜爪ドレイクネイルの切っ先で火花が弾はじけた。機き鋼こう種しゆの巨体をもふるわせる衝撃が轟とどろいて、刃に絡みついていた鎖が粉々に砕け落ちる。

『小こ癪しやくだねぇ』

　鋼鉄の巨体には傷一つない。

　それでもマザー・Ｂが後方へ跳び下がったのは、未知の武器を扱うカイに対する警戒心からだろう。

　……デカい図ずう体たいのくせに恐ろしく機敏で慎重だ。

　……だけどな！

　マザー・Ｂは距離を開けることで「安全」を得た。

　かわりに自分たちは「時間」を得た。

「レーレーン！」

「…………そこ……のエルフ！」

　カイの声、そして吐血しながらの夢魔姫サキユバスロードの咆ほう吼こうは同時だった。

「この鎗を引っこ抜きなさい！」

　四本もの鎗やりで四肢を貫かれて磔はりつけにされながら、この悪魔は執念深く待っていたのだ。

　解放の機を。

「早く……こっちは……再生できなくて死にそうなのよ……！」

「ええい態度のデカい悪魔めが、蛮神族ワシに命令するでない！」

　十字架に掛けられた悪魔の少女。

　その左掌てのひらを貫いている鎗を引っこ抜こうとしたレーレーンが、ある事実に気づいて言葉を失った。

　握ることができない。

　鎗の柄にあたる部分が薔ば薇らの茎のように棘とげだらけなのだ。鎗を引っこ抜こうと柄を握れば、レーレーンの掌に棘が刺さって血まみれになる。

「こ、こんな痛そうな物を握らなくてはいかんのか!?」

「こっちはソレでぶっ刺されてるのよねぇ……しかも法力が乱されているせいで再生もできないんだから……」

　ぽた、ぽたと黒い池を生みだしつつある悪魔の出血。

「ぬぅ、これはイリス鉱石か!?」

　カイの略式エルフ弾の材料にもなっている鉱石だ。

　法力を拡散させる性質をもつ。それが悪魔の体内に突き刺さっていることで法力のコントロールを著しく乱しているのだ。

「高説は求めてないわ……早く……！」

「わかっておる！」

　意を決し、レーレーンは棘とげだらけの柄に力をこめた。

　掌てのひらに何百本という針が刺さる激痛。刃で切られる鋭い痛みとまた違う、じわじわと強くなっていく痛みに意識が遠ざかる。

「ぐっ……あ……く。これしきのこと！」

　したたり落ちるエルフの血。

　唇を噛かみしめて、鎗やりの一本目を引き抜いて床に放り捨てる。

「……早く……こっちは傷の再生ができなくて…………」

「わかっておる！　くそ、これは貸しじゃからな！」

『困るねぇ』

　ズシンッ、と床を踏み砕く足音がこだました。

　血色の機き鋼こう種しゆマザー・Ｂの足下から、五本目となる鋼はがねの鎗が床からせり上がってくるではないか。

『悪ソ魔レはもう我が蒐集品ストツク。上物を捕まえて機嫌はいいが、それに手を出されるくらいなら、さっさと処刑してしまおうか』

　狙うは悪魔の心臓。

　法力を封じられ身動きとれない悪魔の少女めがけ、鋼の怪物が弓を絞るようにキリキリと鎗を振りあげた。

「ど、どうにかせよカイ、リンネ！」

『無駄だよぉ。ひ弱な旧種族に我は止められないねぇ』

　上半身を反らせて狙いをつける。

　丸太のように太い鋼鉄の腕が鈍い音を響かせて、さらに大きく肥大化パンプアツプしていく。

　妨害不可能。

　たとえこの瞬間、戦車が激突しようが機鋼種の巨体を揺るがすことはできないだろう。

　ゆえにマザー・Ｂは気にとめなかった。

　頭上から、天魔の翼をもった少女が一直線に急降下してきたことを。

「待ちなさい！」

『……ッ？』

「この夢魔サキユバス、助けるのは一回きりだからね！」

　ガクン、とマザー・Ｂの膝ひざが落ちる。

　機鋼種がたやすく踏み潰つぶせるはずの小生物リンネが、マザー・Ｂの膝に全力で体当たりすることで体勢を力ずくで崩したからだ。

　その衝撃は、幻獣族の突撃にも並びうる。

『何ッ』

　鋼はがねの巨人が傾いた。

　放った鎗やりの狙いがズレることで、鎗が突き刺さった先はハインマリルの頭から一メートル逸それた壁だった。

「真っ平らエルフ、助けるならさっさと助けなさい！」

「せ、急せかすでない！」

　カラン、と床に転がる鎗は二本目。

　柄に生えた棘とげに刺されたエルフの巫み女こは、真っ赤に染まった己おのれの掌てのひらを見つめて苦く悶もんの息をあげていた。

「あと二本じゃ。くっ……繰り返すがこれは貸しじゃからな。本来なら蛮神族が悪魔などに手を貸すことなど天地がひっくり返っても有りはせんぞ。いいか」

「────────」

「お、おい!?」

　夢魔姫サキユバスロードはピクリとも動かない。

　がくんと首を曲げて俯うつむき、唇さえ動かさない。その姿を見上げ、エルフの巫女は奥歯を噛かみしめた。

「……ああもう、ちと痛むが覚悟せい。一気に抜くぞ！」

　悪魔を貫いている鎗に手をかける。

　全体重をかけて身を屈かがめるエルフ、その足下が一瞬にして鋼色に染まった。




〝露天鉱唱マインスペル『世界の合言葉は「鋼」』〟




　みるみる埋めつくされていく。

　機き鋼こう種しゆの足下から生まれた鋼が、まるでカビが増殖するがごとく、白の墓所の壁面を覆おおいつくしていく。

『珍レ種アだねぇ』

　排気音じみた笑い声が響きわたる。鋼鉄の巨体をふるわせて、マザー・Ｂは四本の腕で四体の獲物をそれぞれ指さしていた。

　人カ間イ、混血種リンネ、蛮神族レーレーン、悪魔族ハインマリル──

　四種族それぞれを四本の腕で舐ねぶるように指さして。

『どれもこれも珍レ種アだ。旧種族の蒐しゆう集しゆうにこれ以上ない上物たちだ。逃しはしない。ほぅら、もう部屋は鋼で覆われた。出口はない』

「……お前を倒してからゆっくり出るさ」

『イキがいいねぇ。ここは我らの溶鉱炉フアクトリーだよ、我が分身たちが無限に力を与えてくれる』

　分身たち？

　それは他の機き鋼こう種しゆたちか？

　ここが機鋼種の巣になっているというのなら、このマザー・Ｂなる個体以外がいつ現れるかというのはカイも常に警戒していたことだ。

『と思うだろう』

「っ」

『いまお前、「我が分身」とは何だ？　他に敵が現れるのか？　そう警戒したね』

「……で」

『いないよ。あいにく大撥条ゼンマイを動かすのに大忙しさ』

　銀色の法術円環──

　それは正史の人類庇ひ護ご庁において一度も観測されたことのない、新型の法力だった。




〝露天鉱唱マインスペル『機械仕掛けの神の大撥条』〟




　撥条──

　すべての機械を動かす根源となる動力である。機械式腕時計の歯車に仕掛けられているこの仕掛けは、鋼こそが最良の素材と知られている。

　……俺もうっすらとしか仕組みを覚えてないけど。

　……右回転で蓄えた力を、左回転のエネルギーとして解き放つ。

　すなわちエネルギーを逆回転させる機構。

『陣は成立した』

「な、なんじゃ!?　虚こ仮け威おどしか!?」

　レーレーンの足下で輝く円環は、きらきらと輝いているだけで何一つ生まれない。

　今まで機鋼種が法術を使う形跡はほとんどなかった。すべて機械仕掛けのタネがあり、そこに法力を組み合わせていた。

　だとしたら大撥条とは？

『墓こ所こは、我々が見つける前から存在していた。我々の溶鉱炉フアクトリーのために用意された理想の地だよ。何が言いたいかというと……ほら、ちょうどいい礫つぶてがある』

　じゃらっと機械パーツの山に手を突っこむマザー・Ｂ。

　拾い上げたのは直径数十センチの巨大ネジだ。

『潰つぶれな！』

　弾丸の勢いで鉄ネジが投げつけられた。

　狙いは、悪魔から鎗やりを引き抜こうとしたエルフ。もちろんレーレーンもその動作を読みきったうえで霊装を構えていた。

「七しち姫ひめ守しゆ護ご陣じん、応じよ！」

　マントのようにはためく霊装が、飛来する鋼はがねの塊を包みこむ。

　防御結界が編みこまれたその布は、人間の武器であれば機関銃の一斉射撃を無効化するほどに強力だ。七重の布が、鋼の飛礫つぶてを抑えこもうとして。

　突き破られた。

　ミシッ──薄紙のごとく衣を貫いた鋼の塊が、小柄なエルフを殴りつける瞬間をカイは見た。

「……っか…………はっ…………!?」

　混濁した瞳のエルフ。

　この場で誰よりも我が身の傷を理解できずにいたのが、他ならぬレーレーン本人だったことだろう。

『法力も法具も許しはしないよ。我が陣の中ではねぇ』

　壁に衝突してくずおれる。

　それを当然のように見下ろす怪物の、嘲笑。

『溶鉱炉フアクトリーすべての分身たちが総力をもって大撥条ぜんまいの陣を展開している。お前たちの法力に、逆回転のエネルギーフィールドをぶつけて相そう殺さい。残るのは種族の肉体強度さ』

　振りかえるマザー・Ｂ。

　この狡こう猾かつな怪物は忘れていなかった。鎗の投とう擲てきを力ずくで止めたリンネの膂りよ力りよくを。だが、振り返った先で少女リンネは立っていなかった。

『おや、これはこれは』

「…………っ……」

「リンネ!?」

　鋼に覆おおわれた床に倒れて動けない。

　意識はあるが全身が小刻みに痙けい攣れんし、起き上がろうにも起き上がれない。大撥条の陣で力が乱されたから？　それにしてもあまりに効きすぎている。

　……リンネだけが重症。そんなことがあるのか!?

　……いや、まさかあの時の！

　想起──

　カイの脳裏をよぎった光景は、王都ウルザークでのヴァネッサ戦だ。これと似た現象がリンネの身に起きたことがある。

　政府宮殿に仕掛けてあった悪魔の陣が、まさにこれと全く同じ。




〝ここは余の塒ねぐら。他種族の侵攻に備えるのが当然だろう〟

〝広範囲呪じゆ詛そ。法力を阻害する呪のろいの陣を敷いてある。三つだ。聖霊族と幻獣族、そして蛮神族に効くようにな〟




　法力を封じる──

　悪魔も機き鋼こう種しゆも、仕掛けこそ異なれど同タイプの罠わな。

　そして全種族の特性をもつリンネにとって、この結界は天敵というべき効果を発揮する。全種族の呪詛を重複して受けてしまうことになるからだ。

「リンネ！」

　衝動的に名を呼んだ──その無意識の行為を、カイはすぐさま後悔した。叫んでしまったことで、リンネが窮地であるとマザー・Ｂに理解させてしまう。

『倒れてるフリではなさそうだねぇ』

「っ！」

　カイはマザー・Ｂから離れ、一方のリンネはマザー・Ｂの足下で倒れている。

　間に合わない。

『処刑だ』

　機鋼種の手に生まれる鋼鉄の斧おの。

　斬るのではなく押しつぶす刃が、リンネの後頭部めがけて振りおろされた。




　──死の運命を切り離す。

　──『世界種』は、『■■の完全消滅』以外のいかなる運命によっても消滅しない。




　怪物の斧が、受けとめられた。

　輝かしい陽光色に包まれ護まもられた少女によって。

「────」

『お前っ!?　なんだその光……法力じゃないだと……!?』

　大撥条ぜんまいの陣のなかで法力は無効化される。

　だがリンネから溢あふれる輝きはむしろ強くなっていく。額や二の腕にうっすらと光る紋様は、聖霊族の因子の覚醒だろう。

　マザー・Ｂの斧を受けとめる桁外れの膂りよ力りよくは、幻獣族の力によるものだ。

「こんな嘘うその結界なんて、大嫌い！」

　拳が、床を撃ち抜いた。

　鋼はがねに覆おおわれていた空間が、陽光色の光を浴びることでたちまち元の白い墓所の壁面へと復元されていく。

　──空間の改竄が、すなわち世界の改竄が修正されていく。

　カイの目にはそう見えた。

『大撥条ぜんまいの陣を砕いた!?　貴様っ』

　リンネを捕らえようと押し寄せるマザー・Ｂ。

　その巨体が、リンネの放った拳によって逆に吹き飛んだ。

　ピシリッと装甲に亀裂が入る。ぶあつい鋼鉄をもねじ曲げる強大な衝撃が、鋼はがねの巨人の防御を貫いたのだ。

『この図ずう々ずうしい力……貴様、幻獣族か!?　だがもう動けやしないさ！』

　──露天鉱唱マインスペル『森羅万象封じの檻おり』。

　鋼の天井から鉄格子が降りそそぐ。

　何十本という鉄棒が四方を取り囲み、全身を拘束。マザー・Ｂの言葉どおり、荒れ狂う幻獣族を封じる術式だろう。

　それを──

　まるで水が鎖をすり抜けるように、音もなくリンネの肉体がすり抜けた。

　そう。

　粘状生物スライムや幽体ゴーストからなる聖霊族に、鉄の拘束は通じない。

『!?　なんだ、その肉体は!?』

「お前になんか教えてやらない！」

　リンネの拳が、よろめく機き鋼こう種しゆに再び突き刺さる。

　機械仕掛けの悲鳴。データ不存在の種族を嫌ったマザー・Ｂが跳び下がろうとするのを予感し、リンネが床を蹴って跳躍。

　そしてそのまま、地に落ちた。

『？』

「…………っ……そんな？……」

　リンネが転倒。

　力が急速に抜けおちて、立つこともままならず起き上がってもいられない。




〝世界輪りん廻ねの加速に抗あらがうなんて無む茶ちやをした反動です〟

〝その力、制御できぬうちに使いすぎないことですね〟




　祈いのり子ごアスラソラカの預言。

　世界でただ一体の『リンネと同一種族』。そう名乗ったあの預言神の警鐘は、まさしく真実だったのだ。

『おお怖い。どんな種族か知らないが、力尽きたのなら──』

「力尽きた？　違うね」

　リンネめがけて迫るマザー・Ｂよりもさらに早く。

　カイは鋼はがねの巨人めがけて踏みこんでいた。床に倒れたリンネの背を飛び越え、その勢いで亜竜爪ドレイクネイルを振りあげる。

「ただの選手交代バトンタツチだ」

　狙いは装甲の亀裂──

　リンネの拳によって罅ひびの入った機き鋼こう種しゆの鎧よろいは、あと一撃。わずかな衝撃で完全に砕けるに違いない。

『調子づくなよ旧種族！　大撥条ぜんまいの陣が砕かれようと、ここは我らの溶鉱炉フアクトリー！』

　機鋼種の巣に造り替えられた墓所。

　その天井と床とが同時に砕け、そこからヘビのごとく蠢うごめく鎖が飛びだした。何十本という鎖がカイの右手を狙ってとびついてくる。

　……狙いは俺の亜竜爪ドレイクネイル!?

　……こいつどこまで強したたかなんだ！

　亜竜爪ドレイクネイルを庇かばえばカイが鎖に囚とらわれる。

　亜竜爪ドレイクネイルを手放せば鎖はなんなく躱かわせるだろう。だが武器を失った人間は無力。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ──

　カイめがけ、マザー・Ｂの剛腕が力任せに放り投げたリンネが飛んできた。

「リンネ!?」

『さあ受けとめな。大事な仲間だろう？』

　避よけられない。

　砲弾のごとき勢いで放り投げられたリンネを全身で受けとめ、そのままカイは壁に背を激しく打ちつけた。

「ぐっ!?」

　亜竜爪ドレイクネイルは、床。

　カイが銃剣を手放さなければ剣先がリンネを貫いていた。そこまで狙ってマザー・Ｂはリンネを投げるという手段を取ったのだ。

『ようやく手放したねぇ。その奇妙な銃』

　リンネを抱き抱えたカイを見下ろす、機鋼種。

『いい眺めだ。その大事な仲間ごと処刑してやろう』

「はっ？　冗談じゃないわ」

　不敵な冷笑は、機鋼種の背後から。

　正体不明のリンネと正体不明の銃を使うカイを警戒しすぎるあまり、マザー・Ｂは気づけなかった。

　大撥条ぜんまいの陣は消えた──

　すべての法力が復活した瞬間、背後で何が起きていたのかを。

「そのごちゃ混ぜが大事な仲間？　せいぜい私の下僕よ」

　解き放たれた夢魔姫サキユバスロード。

　この悪魔の少女を磔はりつけにしていた四本の鎗やりが、すべて引き抜かれていたのだ。

「…………戯たわけが」

　血濡ぬれた手のエルフ。

　激しく傷つきながらも鎗を抜ききったレーレーンが、その場に倒れる。

「……それで何もせんかったら…………承知せんぞ……悪魔……！」

「命令すんじゃないわよエルフ！」

　黒い血しぶきを上げて悪魔が飛んだ。四肢を鋼はがねの鎗で穿うがたれてなお、壮絶な殺気でもって法力を集中。

　その手に大おお鎌がまを召喚する。

『小気味よい殺気だが、無駄だよ旧種族』

　露天鉱唱マインスペル「金剛曼荼羅タントラ・ダイア」。

　鋼の怪物の腕がダイヤモンド結晶に覆おおわれていく。自然界最強硬度をほこる鉱石が世にも美しい宝石の盾となり、夢魔姫サキユバスロードの前に立ち塞ふさがった。

『お前ごときでは貫けまい！』

「言いたいことはそれだけかしら？」

　ダイヤの輝きが、弾はじけた。

　最強硬度の盾もろとも、悪魔の大鎌がマザー・Ｂを切り裂いた。装甲の亀裂を破壊して、血管にあたるであろう動力ケーブルをも両断。

『────────!?』

「は、ざまぁみなさい」

　……カラン。

　死力を尽くした悪魔の手から鎌がこぼれ落ちた。機き鋼こう種しゆのはるか背後まで走り抜けた疾走も止まり、やがてうつ伏せに倒れていく。

　だが。

　紅くれないの巨人は倒れなかった。

『……惜しかったねえ！　実に惜しかったよ旧種族！』

　動力ケーブルから重油じみた血液がしたたり落ちていく。

　砕けた装甲のスキマから猛烈な蒸気を噴きだすのは、人間でいうなら呼吸困難に陥っている証あかしだろう。

　それでも、マザー・Ｂの嘲笑は止まらない。

『あと一歩踏みこみが浅かった。いや、遅かったねぇ！』

　完璧と言えただろう。

　完璧なる殺意でもって夢魔姫サキユバスロードハインマリルは、マザー・Ｂの懐まで潜りこみ、そして鋼はがねの肉体を部位破壊した。

　足りなかったのは速度。

　もしも──

　ハインマリルの足が鎗やりに貫かれていなければ、翼によって加速した疾走でもって破壊は完全へと至っていたはず。

『だが悲しいね。それが限界さ』

　真に恐るべきはマザー・Ｂの機転にある。

　防御は間に合わない。ゆえに一歩。たった一歩我が身を引くだけで事足りるのだとあの刹せつ那なに最適解を導いた。

　この地底で、永らく五種族を観察していたゆえの機転。

　それゆえに──

「武装奪取時、ヒトの種族強度〇・〇〇一……だったか？」

　見抜けなかった。

　武器を失った人カ間イが取った行動は、マザー・Ｂの機転をさらに超えたものだった。

「なら言ってみろ」

　キンッ、と床に響く小さな金属音。




「武器を手にした人間の強さはいくつだ？」




　ハインマリルの大おお鎌がまを拾い上げて。

　カイは、鋼の怪物の眼前へと滑りこんでいた。

『────そんなっっっ!?』

　マザー・Ｂには理解できない。

　悪魔の法力で生まれた鎌を人間が武器として使うというその発想。悪魔の武器となれば、それを維持する法力が必要なのだ。

　そして人間は法力を持たない。

　人間が法力を得るという奇跡なんて起こりはしない。それが種族差だ。努力でも才能でも叶かなえることはできない。

「あるんだよ」

『なにっ!?』

「人間にどうしようもなくたって、他種族の力を借りれば事足りる」

　エルフの霊薬『神血の一いつ魂こん』。

　蛮神族の霊薬には強力な法力が含まれる。その強力すぎる薬効は、人間が口にすることで、副作用として一時的な法力を宿らせる。

　蛮神族の力を借りて──

　ヒトは、悪魔族の武器を手にすることが可能になるのだ。

『お前っ』

　悪魔の一いつ閃せん。

　カイが全力で振りきった刃やいばが、紅くれないの機き鋼こう種しゆを今度こそ完全に断ち切った。

『……………………』

　ピシッ、ピシリッ、と。

　鋼はがねの薄膜が、機鋼種の身体からだから剥はがれては落ちていく。何枚何十枚、何百枚、何千枚と、鈍にび色いろの鱗うろこのごとく剥がれ、そこに破片の山が積もっていく。

『ははっ』

　立ちつくす半人半馬の怪物の、呟つぶやき。

『……滑こつ稽けいだねぇ人間……』

　その全身が鋼の破片となって崩壊していくなかで。

　マザー・Ｂは笑い続けていた。
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『蛮神族から霊薬を与えられ……悪魔族から武器を授かり……あげく、そこの混ざりものを従えて………………お前は……』




　──お前は、世界種族の王にでもなろうと言うのか？




　そして。

　鮮血色の機き鋼こう種しゆは、赤い鋼はがねの破片となって消滅した。





　　　　３






　白の墓所。

　無数の機械パーツが散らばる通路を、ゆっくりと進んでいく。

「…………はぁ……っ……は……この鈍間のろまエルフ、たった四本の鎗やりを引き抜くだけでしょ。あんな時間かけてくれちゃって……」

「その四本に磔はりつけにされた悪魔は黙っとれ……こっちは手がボロボロなんじゃぞ」

「私なんか全身ボロボロよ。あーあ、再生するのに数年かかるかも」

　カイの後ろを歩く夢魔姫サキユバスロードとエルフが、互いに吐血しながら口くち喧げん嘩か。

　人間なら出血多量で命が危ぶまれる負傷だが、「どっちの傷が深いか」比べをするくらい余裕があるらしい。

「いやんっ、服がボロボロになっちゃったわ。これじゃあ裸同然でカイに見られちゃうわ。困ったわぁ。ねえカイ、気になる？　私の裸とか見たい？」

「────」

「人間！　こっちは真剣に死にかけたんだから、心配して振り向くくらいしなさい？」

「振り向いたら目に入るだろ」

「だからそう言ってるのよ。ほらほら、私もうほとんど裸よ。夢魔サキユバスの裸見たくない？」

「まだ奥がありそうだな」

「これも無視!?」

「こっちだって真面目まじめに神経を尖とがらせてるんだよ」

　真っ白い石の通路。

　ぼんやりと光る壁の隅に、横たわっているのは鋼の怪物たちだった。

『────────』

　通路に倒れている。通り過ぎたのは二十体ほどだが、ここが機鋼種の巣だというのなら墓所全体では何百体に及ぶだろう。

　そのいずれもが機能停止で沈黙している。

　カイが真横を通過しても襲いかかってくる気配がない。機械生命体の、その燃料が切れたかのように。

「さっきも言ったでしょ。こいつらしばらく動けないわよ」

　コツン、と。

　ハインマリルが機き鋼こう種しゆの表面を蹴りつけた。

「『大撥条ぜんまい』だっけ？　要するにこいつらが総出で集まって、こんだけ広大な場所全域に、法力を抑えこむ結界を生成してたの。おかしいと思ったわ、この私の法力を押さえる結界なんて一体じゃできっこないし」

「こいつらも総掛かりだったんだな」

「……ふん、私が全快したらお前ら粉々にしてやるわ。覚悟なさい」

　ハインマリルが憎々しげに吐き捨てる。

「で。あのリンネとかいうのはどこ行ったのかしら。道の先を見てくるなんて気を利きかせたフリで、全然戻ってこないじゃない」

「それだけ先に続いてるってことだろ。……お。噂うわさをすれば」

　と。

　通路の向こうから、ちょうどリンネが顔を覗のぞかせた。

「カイ、行き止まりだよ」

「ようやく最深部か」

「でも……」

　リンネが口ごもる。

「なんか変なの。……ええとね、とにかくカイもこっちこっち！」

　曲がり角の向こうへリンネが走っていく。

　カイ、レーレーン、ハインマリルの三人が追いかけた先は、まさにリンネの言ったとおり行き止まりだった。

　──通路の終点。

　小部屋も何もない。ただただ通路が壁によって堰せきとめられた空間だ。そしてそこには、二体の『人ひと形がた』が倒れていた。




　破壊された切除器官ラスタライザと、破壊されかけた機械人形オートマタ。




「……な、なんじゃこれは……！」

　満まん身しん創そう痍いの身でレーレーンが勢いよく跳び退のいた。

　切除器官ラスタライザ──雄々しい竜の尾と、左腕の肘から先が大蛇の首になっている異形の怪物。過去に数度出くわして来たが一体として同じ造形のものは存在しない。

　それが四肢を砕かれて仰あお向むけに倒れていた。

「これが切除器官ラスタライザ？　ヴァネッサお姉様を襲った片割れねぇ」

　怪物の腕を踏みつける、夢魔姫サキユバスロード。

　動かないことを慎重に確かめるように、何度も何度もその身を踏みつける。

「ふぅん？　ちょっと拍子抜け。どんなバケモノかって思ってたけど、あっさり倒れてるものなのね。おおかた機き鋼こう種しゆにやられたんでしょうけど」

「……どうだろうな」

「え？」

「この怪しいバケモノを、機鋼種たちがこんな深部まで放っておくと思うか？」

　ここまで侵入を許す理由がない。

　機鋼種の巣に姿を見せた時点で襲いかかっているはずで、だとすれば切除器官ラスタライザがここに倒れているのも不自然だ。

「じゃあ何なのよ」

「時系列が逆かもしれない。コイツが倒された方がずっと前で、機鋼種たちが墓所を見つけた時にはもう、切除器官ラスタライザはここで倒れてたんじゃないか？」

　言いきれないのは、カイ自身も別の疑問が解決できていないからだ。

　……この切除器官ラスタライザを倒したのが機鋼種じゃないとすれば、だ。

　……いったい誰がこの怪物を倒したんだ？

　その隣。

　表面が強化プラスチックでできた機械人形オートマタが、壁に寄りかかるようにして倒れている。顔は四角く、目にあたる箇所には小さな認識用センサーが埋め込まれているだけの原始的ロボットと言えるだろう。

「機械人形オートマタ？　コイツ……正史で似たものがあったような……」

　五種族大戦の遺産だ。

　人間が造った兵器の一つだが、戦場に投入されることはなかった。当時のロボット工学では、強大な他種族と渡りあえる機械人形オートマタを造るなど夢のまた夢だったからだ。

　……やっぱりだ。この白い墓所にある機械はすべて正史の開発品。

　……それもかなり古い。

　カイが見やった先は、機械人形オートマタの胸元だ。

　全身が小さくひび割れているが、胸部の装甲がもっとも損傷が激しい。まるで……無理やりにこじ開けようとした痕のようではないか。

「……開けるにしても工具がないな」

「何よ、こんなの簡単に壊せばいいじゃない。これくらいなら私が──」

「リンネ出番だ」

「こら夢魔サキユバス！　カイを困らせたら許さないんだから！」

　おもむろに手を伸ばしかけたハインマリルを、リンネが後ろからがっしりと羽は交がい締じめ。後ろに引きずっていく。

「くっ!?　な、何するのよ!?　開けてあげようとしただけじゃない！」

「壊すくらいの衝撃をかけたら中身まで壊れるだろ。一度、外に出よう。鉄屑の町アギトになら工具だっていくらでもある」

　機械人形オートマタを背中に担ぐ。

　……この真っ白い墓所の中心部に、切除器官ラスタライザと並んで倒れてただって？

　……この人形は何なんだ。

　通路を歩きだす。

　炭鉱の道を後戻りして、鉄屑の町アギトへ戻らねば。

「ハインマリル、向こうはどうなってる。ジャンヌたちの状況は掴つかんでるんだろ」

「向こう？　ああ始まりそうね」

「何が」

「三英雄の殺し合いバトルロイヤル」

　唇についた己おのれの血を拭いとり。

　夢魔姫サキユバスロードは、感情を消し去った声でそう続けた。

「きっと誰も止められない。さあ誰が生き残るのかしらね」
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　火山湖クレーターレイク──

　古いにしえの時代。標高二千メートルもの火山であったものが大噴火で吹き飛んだ後に、巨大な湖が形成された。

　雄大な原生林に囲まれた湖の水は、絵の具のように濃い蒼そう穹きゆう色。そしてその畔ほとり一帯は、今、鳥たちの鳴き声に満ちていた。

　見慣れぬもの──

　森に現れた侵入者に対する警戒の鳴き声だ。

「人間は足音を隠すのが下手だからねぇ。泥を浴びて体臭を消して、迷彩で姿を隠しても、足音を立てたら鳥たちが逃げてしまうのに」

　ぽちゃ、と。

　水滴を滴したたらせて畔に泳ぎついた炎の獣人──ラースイーエが、愉快げに口の端から牙を覗のぞかせる。

「鳥の鳴く方角は二つ。つまり二体のシドだね。同時にやってきてる」

　傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラル。

　人間兵器テレジア・シド・フェイク。

　鳥たちの鳴き声から人数構成もおおよそ見当がつく。どちらも数名ずつ。一握りの部下だけを率いて、この山の頂上を目指しているらしい。

「ここが我の塒ねぐらとよくわかったものだね？　我以外の幻獣族はほとんど旧王都ラクガルシヤにいるし、普通はそっちを狙うもんじゃないかな」

　ぐしょ濡ぬれの身体からだがみるみる乾いていく。

　ラースイーエは赤獅子マンテイコア。

　炎の化身とされるこの獣人の毛皮は、その表面が常に燃えている。氷海でさえ凍えることはない。

「導いたものがいるな」

　目を細める獣人。

　声は楽しげに弾ませながらも、その実、心は決して笑っていない。

「なら直接訊きくとしよう。さあ早くおいで『シドのなり損ないたち』。お前たちが現うつし身だろうと正史の再現は起きないよ」

　正史で、[image: ]皇ラースイーエはシドに遅れを取った。

　同じ轍てつは踏まない。というよりも踏みようがないとラースイーエは理解している。

　その背後──

　真っ赤な獣人の耳が、ピクリと動いた。

　草を踏みわける微かすかな音。この原生林の鳥にも虫にも気づかれず、ラースイーエの背後に迫った者たちがいた。

「ふぅん？」

　振りかえるまでもない。

　ラースイーエの嗅は覚なには、後方に現れた侵入者の臭いが届いている。

　悪魔と聖霊。

　さらに言うならば夢魔サキユバスと粘状生物スライムで、そんな心当たりは一体ずつしかない。

「シドの現し身たちを片付けてからと思っていた。その前にやってきたか。……ようこそ、お前とは初めてだね悪魔の首しゆ魁かい」

「貴様がラースイーエか。思っていたより愛あい嬌きようがある」

　火山湖クレーターレイクの頂点に立つ冥めい帝ていヴァネッサ。

　その隣には沈黙を保った霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コの姿もある。二種族の英雄と対たい峙じして、獣人は大げさに頷うなずいてみせた。

「……ああそうだお前たち、カイという人間を知っているだろ？　ほら、正史のシドと同じ剣を持ってる奴やつさ。あの世界座標の[image: ]コードホルダーを」

「それで？」

「確かめたいことがある。五種族大戦の後に、シドはお前たちに何を語った？」

　この三体のみが知る正史の歴史──

　五種族大戦の果てに四種族を墓所に封印したシドは、その十数年後、なぜかその墓所へ自ら足を踏み入れたのだ。

　四種族の英雄へ。

　自らが倒した英雄たちのもとへ現れたシドは、そこで何かを語った。

「心当たりはあるぞ」

　挑発に乗ってやる──

　そんな好戦的な冷笑で、冥めい帝ていヴァネッサがまず頷うなずいた。

「他ならぬ。シドから世界座標の[image: ]コードホルダーを預かったのが我だからな」

「鏡キヨウ光コも覚えている」

「そうだろう。だがお前たちもシドの言葉を完全には理解できてないはずだ。我もそうさ。我が思うに、シドが語った預言は四等分されていた」

　四英雄それぞれに一言ずつ──

　本来の預言を分割することで暗号化した。その理由まではラースイーエにもわからないが、何の預言かは想像がついている。

「シドは大だい始し祖そを知っていた。預言の正体はまずソレだろうねえ。奴やつの預言を組み合わせることで大始祖の正体にたどり着く」

「はっ。それはお前の都合のいい推察であろう？」

「不愉快かい冥帝？」

「乗ってやろう」

　最強の夢魔サキユバスの応えは、肩をすくめての微苦笑だった。

「興味はある。あの男が我に語った言葉の意味、ずっと引っかかっていたからな」

「……鏡光も構わない。だけど少し不満」

　真っ青な少女がそこに続ける。

「一番いるべき者がいない。世界座標の[image: ]コードホルダーの人間がいるべき話だった」

「お前が伝え聞かせばいいじゃないか六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。お前が生き残ることができるのならね」

　炎の獣人が両手を広げた。

　天を仰ぎ、天に聞かせるかのような体勢で。

「ここで全てが明らかになる。その後、ここで最後まで立っていた者がシドの預言を独り占めだ」














[image: ]




　無人の鉱山都市。

　すべての住民が避難して空っぽになった鉄てつ屑くずの町アギト、その機械工房で。

『ええ、こっちは順調に住民を電波塔まで輸送中よ。シュルツ人類反旗軍レジストも応援をよこしてくれるっていうし。引き継ぎが終わったらすぐに迎えに行くわ』

「頼んだ。こっちはケガ人が続出だ。いま幻獣族に襲われたらひとたまりも無い」

　通話先のサキに相づちを打つかたわら、カイはちらりと後ろを見やった。

　……死し屍し累るい々るいなんて言ったら怒られそうだけど。

　……ホントにそんな状況だな。

　工房のすぐ奥にある休憩室──

　いつもは人間の職人たちが昼休みに使っている憩いの部屋に、今は他種族の少女たちがごろんと寝転がっている。

　誰一人、疲れきって目覚める気配もない。

「……むにゃ……ふふ、カイつかまえたー」

「……んー。カイ、あなた大胆ねぇ……ふふ、いいわ。夢魔サキユバスの私があなたを思いきり楽しませてあげる」

「……すやぁ……むぅ、カイ、そんな情熱的に抱きついてくるとは……い、いかんぞ。主ぬしとワシとは異種族同士で…………」

　実に幸せそう。

　ちなみに蛮神族レーレーンが真ん中で、そこに左右から混血種リンネと悪魔ハインマリルが抱きついているという実に貴重な光景である。

　……何だろうな。この警戒のなさ。

　……これが本当に、血で血を洗う戦いをしてた種族同士って信じられないよ。

　撮影機カメラがあれば。

　この動画を撮って公開すれば、人間を含む五種族はどんな反応をするだろう。

『カイ、ねえってばカイ？』

「……っと。悪いちょっと考え事してた。運転中のアシュランにもよろしく伝えてくれ。くれぐれも安全運転でって」

　通話を切る。

　あとはサキとアシュランを乗せた車が、再びこの町まで戻ってくるまで待機。もっとも、それまで三人の少女たちが目を覚ますことはないだろう。

「……こっちは内職の続きだな」

　床にしゃがみこむ。

　──罅ひび割れた機械人形オートマタ。

　強化プラスチックの外装。こじ開けようとした痕あとのある胸部装甲の接続具を緩め、その蓋を取り外した。

「っ、これか……？」

　点滅する集積回路。

　ＩＣアイシーチップとも呼ばれる情報搭載機能と、そしてスイッチらしき凹凸装置がついている。

　まだ内臓電源が切れていないことも驚きだが。

　……なんだこのＩＣチップ。

　……明らかに後付けだ。機械人形オートマタの製造者とは別で、誰かが後で埋めこんでる。

　つまり機械人形オートマタの起動スイッチではないということだ。

「このＩＣチップ自体に何かあるのか？」

　スイッチに触れる。

　この人形の隣で倒れていた切除器官ラスタライザ。その姿を思い浮かべながら、カイは点滅する回路を起動した。

　ジッ、と耳みみ障ざわりな雑音ノイズが聞こえてくる。

「反応なしか？」

　時間が経たちすぎている。

　ＩＣチップ自体の劣化が激しいことは覚悟の上だが、それでも機械人形オートマタの隣で膝ひざをつき、じっと待つこと一分近く。

『こ────────こ────ここは────』

　激しい雑音ノイズに混じって、微かすかな声が聞こえてきた。

　嗄かれた老人の声が。

　……なんだ？

　……俺、この声どこかで聞き覚えがある気がする。

　いつ聞いた声かは思い出せない。

　親しい声ではない。せいぜい一度か二度、すれ違いざまに聞いた印象の残っている誰かの声といった程度の記憶だろう。

　その声が──




『ここはヒトの墓所』

『大始祖が隠していた五番目の封印領域だ。五種族大戦中に使われることはなかったが、存在していたということを伝え残さねばなるまい……』




　ぞくっ、と。

　初めて感じる恐怖──

　切除器官ラスタライザの不気味さに身が竦すくんだし、冥めい帝ていヴァネッサの力に恐怖したことはある。だが、誰かの言葉に寒気を覚えたのはこれが初めてだ。

「お、おい待て!?　どういうことだ」

　仰あお向むけの機械人形オートマタを抱き起こす。

　リンネたちが起きるかもしれない、そうわかっていてもカイは喉からこみ上げる衝動を止められなかった。

「ヒトの墓所……あの真っ白い墓所が、人間を封印するための墓所だっていうのか!?」

　疑いもしなかった。

　四連邦に一つずつある四つの墓所。その言葉の響きが良すぎるがゆえに、五番目の存在なんて考えたこともなかったのだ。

『繰り返すが、墓こ所こが使われることはなかった。私を含むヒトすべてが最後まで大だい始し祖その陰謀に気づかなかったからだ。人間は脅威と見なされなかった』

「大始祖……いやその前に、『私を含むヒトって』……そもそも『私』って誰だよ。アンタいったい何者なんだ!?」

　答えが返ってくるわけない。

　これはＩＣアイシーチップに録音されたものの自動再生だからだ。そんな都合いいタイミングで、この声の主が返事してくれるわけがないと──

　そう思っていたからこそ。




『……預言者シド、そう呼ばれたこともあった』

『世界の運命を歪ゆがめた大罪人の名だ。覚えてほしいとは思わない』




　カイは、言葉を失った。





あとがき







　その大罪人の名は──




『なぜ僕』第５巻、手にとって下さってありがとうございます！

　今まで秘密のヴェールに包まれていた「この世界のシド」が垣間見えてきて、細さざ音ね自身、書いていてとってもワクワクする巻でした。

　個人的には、新ヒロイン夢魔姫サキユバスロードハインマリルもお気に入りです。

　なおオマケ要素として、彼女が使役していた魔獣「死戦の[image: ]モリガン」は、細音の前作『世界の終わりの世界録アンコール』からのゲスト参戦でした。（覚えてる方いるでしょうか？）。……とまあ、そんな要素も詰めこみつつ、この５巻も楽しんでもらえたら幸いです。

　さてコミカライズのお話へ。

　月刊コミックアライブで『なぜ僕』コミックが連載中です。

　ありかん先生の熱意と超美麗な作画のおかげで発売直後に１巻が大重版となりました。２巻も11月予定なので、こちらもぜひぜひ楽しんでもらえればと！




　※ちょっとだけ、細音の同時シリーズをご紹介させてください。


●ファンタジア文庫



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（以下、『キミ戦』）

　戦場でぶつかりあう剣士と魔女姫のヒロイックファンタジー。

　こちらがＢｏｏｋＷａｌｋｅｒ主催『新作ラノベ総選挙２０１８』で、何百という新作ラノベの中から堂々の第三位を獲得しました！

　大反響でヒット中なので、まだ知らない方にも読んでもらえると嬉うれしいです。




　そして最後に──。

　ハインマリルの素晴らしいデザインを考えて下さったｎｅｃｏ先生、さらには原稿を丁寧に読みこんでくださる担当Ｎ様、今回もありがとうございます。

　なによりも、本作を読んで下さった方に心から御礼を。

　次は、冬に刊行の『キミ戦』６巻で。

　そして来年２月頃の『なぜ僕』６巻でお会いできますように！


秋の始まりに　　細音　啓けい　　　






　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行予告などしていますので、よければ。
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電子書籍特典　書き下ろし短編





「カイ、ちょっと部屋にかくまって！」

「え!?　ど、どうしたんだよジャンヌ。いきなり俺の部屋に来て……」

「息抜きしたい気分なの。……あー、会議会議でもう限界よ。肩がこるし背中が痛いし、髪の毛も結びっぱなしだから気が緩まないし」

　シュルツ人類反旗軍レジスト・本部。

　巨大な電波塔を囲むようにできた拠点の一室で、カイは、突然にやってきたジャンヌをぽかんとした面持ちで迎え入れた。

「ふぅ、ここは休まるわ」

　部屋のベッドへとジャンヌが飛びこんだ。

　男装用に短く結わえていた髪をほどいた瞬間、長い銀髪がふわりとなびいて彼女の背中にまっすぐ落ちていく。

　ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官ジャンヌ。

　部下の傭兵たちの前では軽甲冑に身を包んだ男指揮官を演じているが、カイは、そんな彼女の男装を知っている数少ない例外だ。

「ジャンヌも、やっぱり男装は疲れるんだな」

「気疲れするわ。だって男のフリしてるでしょ。そうすると男の部下たちが、みんな訓練終わりに水浴びしようっていきなり服を脱ぎだすの。目のやりどころに困るわ」

「……それは災難」

「ええ。だから私のこと知ってるカイの部屋にいるのが、一番気が楽かしら」

　ジャンヌが、ベッドの上でころんと転がる。

　心地よさそうに目を閉じて、肩をぐっと伸ばして深呼吸。

「そうだわ、いっそ今晩はここで寝ようかしら。男の指揮官って思われてるなら、男の子のカイの部屋に泊まっても変な噂はされないわよね」

「……いやそれはちょっと」

「あら？　どうして？」

　ニヤニヤと、楽しげに彼女に見つめられてしまう。

「何か困ることでもあるかしら？　女の子の私と一緒にいると緊張しちゃう？」

「問題だらけだよ。いろいろ言いたいことはあるけど、特にリンネが──」

「あ──────────っ！」

　まさにその時。

　扉が開くなり、金髪の美少女が勢いよくカイの部屋に飛びこんできた。

「ジャンニャ！　またカイの部屋に入ってきてるのね！」

「リ、リンネ!?」

　リンネを見るなり慌ててベッドから飛び降りるジャンヌ。

　そんなジャンヌを指さして、リンネが怒りの声を張り上げた。

「ジャンニャ、またカイを狙ってたでしょ！」

「狙ってないわよ!?」

「うそ！　カイ危ないよ、逃げて。ジャンニャがカイを狙ってる！」

「誤解よ!?　ちょっとリンネ、ひとを肉食動物みたいに言わないで!?」

「ジャンニャは肉食……」

「だからどういう意味よ!?」

　火花を散らす女子二人。

　たちまち賑やかになった自分の部屋で、カイは溜息をついたのだった。。
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